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まえがき

本冊子は，国立情報学研究所で開催する「目録システム講習会（雑誌コース）」及び各大学図

書館等と共催する「目録システム地域講習会（雑誌コース）」のテキストとして作成したもので

ある。 

 
操作例・画面例は，国立情報学研究所が開発した NACSIS-CAT 対応ゲートウェイ：WebUIP を使

用した。各機関で実際に操作を行う画面は本テキストとは異なる場合がある。 

 
（注意）本テキスト中での△印は半角スペース１つを示す。 
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1. 目録システムと総合目録データベース 

目録システムは，研究者の研究活動を支援するため，全国の大学図書館等にどのような学術文献（図

書・雑誌）が所蔵されているかという目録所在情報が分かる総合目録データベースを構築するための

システムである。 

この目録システムでは，参加図書館によるオンライン共同分担入力方式をとることにより，従来の

ような各図書館での目録作成の重複を防ぎ，目録業務の負担を軽減している。また，データベースを

効率的に形成するために，標準的な目録データである MARC（MAchine Readable Catalog / Cataloging）

を参照ファイルとして利用することができる。 

このオンラインシステムでの迅速なデータ登録により，最新の目録所在情報を提供することが可能

となっている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

この総合目録データベースは，ILL システム（NACSIS-ILL：図書館間相互貸借システム）のほか，CiNii 

Books，Webcat Plus でも活用され，一般利用者への目録所在情報の提供にも大きな役割を果たしてい

る。 

さらに，参加図書館では，データをダウンロードすることで個々の図書館等の蔵書目録データベー

スを構築することができるので，OPAC（利用者用オンライン目録）をサービスすることも可能となる。

また，選書や発注・受入業務，閲覧・貸出等の図書館の各種業務システムでも有効活用することがで

きる。 

第

１

講
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2. ファイル構成 

図の中心の総合目録データベースは，大きくは図書と雑誌に分かれ，それぞれ書誌ファイルと所蔵

ファイルが中心となっている。さらに，典拠コントロールを行うための著者名典拠ファイル，統一書

名典拠ファイルがあり，これら全体で総合目録データベースを形成している。 

総合目録データベースの外周には参照ファイルがある。参照ファイルは，MARC を総合目録データベ

ースのレコード形式に合わせて変換したものである。目録システムは，この参照ファイルを利用しつ

つ，中央部分の総合目録データベースの各ファイルに目録所在情報を蓄積していく仕組みになってい

る。 
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3. 総合目録データベースのレコード 

目録に記載する情報は，総合目録データベースでは，次のように書誌の記述，標目，所在情報（分類や

登録番号）の部分ごとに，別の「レコード」に分けて記録されている。各々のレコードは対応する「ファ

イル」に収録し，管理している。 

さらに，関連するレコードを参照できるように，「リンク」によって相互に結び付けている。 
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4. 総合目録データベースのレコード間の関係 

各レコード間のリンク関係の具体例は下記のようになっている。 

リンク先レコードの番号（ID）をレコード内に持つことで，リンクが形成されている。 

総合目録データベースでは，ある雑誌に対応する 1書誌レコードに対して，その雑誌を所蔵する複

数図書館の所蔵レコードがリンクしている。また，それぞれの書誌レコードは，著者名典拠レコード

やタイトル変遷レコードとリンクしている。 

 

 
 
 

書誌レコード 

SERIAL 

<AN00172XXX>CRTDT:19850630  RNWDT:20070214 

GMD:   SMD:  YEAR:1985 2006  CNTRY:ja  TTLL:jpn  TXTL:jpn 

ISSN:00125XXX  ULPN:0132820XXX 

TR:N-CAT雑誌 / NACSIS-CAT学会 [編]||N-CAT ザッシ 

VLYR:Vol. 2, no. 1 (1985.6)-v. 23, no. 12 (2006.12) 

PUB:東京 : NACSIS-CAT学会 , 1985-2006 

PHYS:冊 ; 26cm 

NOTE:責任表示追加: NACSIS-ILL協会 (Vol.9, no.4 (1992.4) -)

FID:00183XXX 

BHNT:CF:NACSIS-CAT学会誌 / NACSIS-CAT学会編集 

<AN00156XXX> 

BHNT:CS:CAT・ILLの世界 / NACSIS-CAT学会 ;  

NACSIS-ILL協会 [編]<AA10005XXX> 

AL:NACSIS-CAT学会||NACSIS-CAT ガッカイ<DA00356XXX> 

AL:NACSIS-ILL協会||NACSIS-ILL キョウカイ<DA00641XXX> 

著者名典拠レコード 

NAME 

<DA00641XXX> CRTDT:19861020 CRTFA:FA0017XX  

HDNG:NACSIS-ILL 協会||NACSIS-ILL キョウカイ 

TYPE:c 

PLACE:東京 

DATE:1986 

著者名典拠レコード 

NAME 

<DA00356XXX> CRTDT:19850120 CRTFA:FA0017XX  

HDNG:NACSIS-CAT 学会||NACSIS-CAT ガッカイ 

TYPE:c 

PLACE:東京 

DATE:1984 

所蔵レコード 

SHOLD 

<CB0001946XXX> CRTDT:19851029  

RNWDT:20070222  

BID:AN00172XXX  FANO:FA0063XX 

LIBABL:A 大  LOC:図 

HLYR:1985-2006   HLV:2-23  

CLN:N:42 LDF:LO=4F 開庫 

タイトル変遷レコード 

CHANGE 

<00183XXX> 

 

１→２→３ 
 

1.<AN00156XXX> NACSIS-CAT 学会誌 / NACSIS-CAT 学会編集. 

—1 号 (1984.12)-6 号 (1985.5) 

2.<AN00172XXX>N-CAT 雑誌 / NACSIS-CAT 学会 [編].  

—Vol. 2, no. 1 (1985.6)-v. 23, no. 12 (2006.12) 

3.<AA10005XXX>CAT・ILL の世界 / NACSIS-CAT 学会 ; 

 NACSIS-ILL 協会 [編]. 

— Vol. 24, no.1 (2007.1)- 

所蔵レコード 

SHOLD 

<CB1004316XXX> CRTDT:19900625  

RNWDT:20070227 

BID:AN00172XXX  FANO:FA0032XX 

LIBABL:B 大  LOC:書庫 

HLYR:1990-2006  HLV:7(4-12),8-23 

(1) 

(2)

(3) 

(3)
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雑誌書誌レコードに関するリンクは次の 3 種類 

 
（1）書誌レコードと所蔵レコードの関係 

書誌レコードの情報が，所蔵レコードの BID フィールドに記録される。所蔵レコードと書誌レ

コードは，書誌レコード ID によって，関連づけ（リンク）されている。 

 

（2）書誌レコードとタイトル変遷レコードの関係 → 第 2講 2.7 

タイトル変遷の情報が，書誌レコードの BHNT フィールドに記録される。書誌レコードとタイト

ル変遷レコードは，タイトル変遷レコード ID によって，関連づけ（リンク）されている。 

 

（3）書誌レコードと著者名典拠レコードの関係 

著者名典拠レコードの情報が，書誌レコードの AL フィールドに記録される。著者名典拠レコー

ドと書誌レコードは，著者名典拠レコード ID によって，関連づけ（リンク）されている。 
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5. 参照ファイル 

参照ファイルとは 

・他の目録作成機関で作成した MARC を，総合目録データベースのレコード形式に合わせて変換し

たもの 

・総合目録データベースに書誌レコードや典拠レコードを新たに作成する時に，流用（コピー）し

て，入力作業を軽減することができる 

 
参照ファイルは，以下の点で総合目録データベースと異なる。 

・レコード間のリンクは存在しない 

・所蔵レコードがない 

・参照ファイルのレコード自体を修正することはできない 

 
総合目録データベースのファイルの種類により，以下の参照ファイルが利用できる。 

 *…目録システム間リンク → 第 2講 2参照 

 
雑誌書誌 

名称 MARC 名称 MARC 作成機関 

JPMARCS 

USMARCS 

JAPAN/MARC（逐次刊行物） 

USMARC（serials） 

国立国会図書館（NDL） 

米国議会図書館（LC） 

 

図書書誌 

JPMARC 

TRCMARC 

CHMARC 

KORMARC 

USMARC 

USMARCX 

UKMARC 

GPOMARC 

DNMARC 

REMARC 

HBZ * 

JAPAN/MARC（図書） 

TRC MARC 

China MARC 

KORMARC 

USMARC（books） 

USMARC（maps，music，visual materials） 

UK MARC 

GPO MARC  

Deutsche Nationalbibliografie 

USMARC（遡及的機械可読目録） 

HBZ 

国立国会図書館（NDL） 

図書館流通センター（TRC） 

中国国家図書館 

韓国国立中央図書館 

米国議会図書館（LC） 

米国議会図書館（LC） 

英国図書館（BL） 

米国政府印刷局（GPO） 

ドイツ国立図書館 

米国議会図書館（LC） 

ノルトライン-ヴェストファーレン州大学

図書館センター 

 

著者名典拠 

JPMARCA 

USMARCA 

JAPAN/MARC（name authorities） 

USMARC（name authorities） 

国立国会図書館（NDL） 

米国議会図書館（LC） 

 

統一書名典拠 

USMARCT USMARC（name authorities） 米国議会図書館（LC） 
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6. データ登録の基本的流れ 

目録システムでは，まず総合目録データベースの検索を行ってから，データの登録を行う手順をと

る。次のように，総合目録データベースの書誌レコードを検索した結果で，その後の手順が異なる。 

 

A. 総合目録データベースに書誌レコードがあれば，所蔵登録を行う。 

B．総合目録データベースに書誌レコードがなければ，参照ファイル等を利用して書誌登録を行っ

てから，所蔵登録を行う。 

 



テキスト雑誌編　- 8 -

第1講 目録システム概論 7. 検索のしくみ 
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7. 検索のしくみ 

 

 

 

 

 

 

 

目録システムにおける検索は， 

① 登録されたレコードのデータから作成された検索用インデクス 

② 入力した検索キーから変換された検索キー 

の照合という形で行われる。 

→ 「目録システム利用マニュアル」第６版 2.7 
 

7.1 正規化 

登録されたデータを検索用インデクスに変換する方法，及び，入力した検索キーを変換する方法に

は，一定の規則（正規化）がある。 

 

正規化によって， 

 アルファベットについては，大文字，小文字，全角，半角の違いにかかわらず，漏れなく検索

可能 

 かなについては，ひらがな，カタカナ，促音，拗音などかな文字の大小の違いにかかわらず，

漏れなく検索可能 

 漢字については，新字体，旧字体などの違いにかかわらず，漏れなく検索可能 

 

入力した 
検索キー 

変換された 
検索キー 

検索用 
インデクス 

登録された 
データ 

照合 

① ②

正規化 正規化 
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第1講 目録システム概論 7. 検索のしくみ 
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7.2 漢字統合インデクス 

UCS に含まれる CJK 統合漢字部分 には，似た形や同じ意味の漢字が数多くある。このことによる検

索漏れを防ぐため，似た形や同じ意味の漢字を含めて統合検索を可能とするのが，漢字統合インデク

スである。 
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7.3 検索用インデクス 

検索用インデクスとは，レコードから一定の規則に従って作成される索引語のことである。総合目

録データベースにデータを登録した時に，自動的に作成される。 

 
★検索用インデクス名   

  → 付録 3「検索用インデクス

名」 

★漢字の表記形による単語単位

の検索用インデクスは TR，VT 等

の表記形とヨミを照らし合わせ

て，ヨミの分かちを参考にして

作成される。 

★FTITLEKEY は，本タイトル（責

任表示，タイトル関連情報，並

列タイトルを含まない）の先頭

から終りまでを切り出している。

ただし本タイトルが共通するタ

イトルと，「.△」で区切られた

部編名または部編記号の従属タ

イトルからなる場合は，「.△」

までの共通するタイトル部分の

みを切り出す。 

★AKEYは，TRのデータを一定の

規則で短縮化したものである。 

→ 「目録システム利用マニュア

ル」第 6版 2.7.2 

① ID = AN10099588 

RNWDT = 19950512 

ISSNKEY = 00824720 

YEARKEY = 1984 

YEARKEY = 1988 

CNTRY = ja 

LANGKEY = jpn 

 

② TITLEKEY = 林業試験場研究報告

TITLEKEY = 林産 

TITLEKEY = リンギヨウ 

TITLEKEY = シケンジヨウ 

TITLEKEY = ケンキユウ 

TITLEKEY = ホウコク 

TITLEKEY = リンサン 

TITLEKEY = 林業 

TITLEKEY = 試験場 

TITLEKEY = 研究 

TITLEKEY = 報告 

AUTHKEY = 林業試験場 

AUTHKEY = 篇 

AKEY = 林試場 

AKEY = リンギシケホ 

FTITLEKEY = 林業試験場研究報告 

FTITLEKEY = リンギヨウシケンジヨ

ウケンキユウホウコク 

③ PUBPKEY = 茎崎町 

PUBPKEY = 茨城県 

PUBLKEY ＝ 林業試験場 

④ TITLEKEY = BULLETIN 

TITLEKEY = FORESTRY 

TITLEKEY = FOREST 

TITLEKEY = PRODUCTS 

TITLEKEY = RESEARCH 

TITLEKEY = INSTITUTE 

⑤ FID = 10073500  

⑥ AUTHKEY = リンギヨウ 

AUTHKEY = シケンジヨウ 

AUTHKEY = 林業試験場 

AUTHKEY = 林業 

AUTHKEY = 試験場 

AID = DA0383758X 

※〇印の漢字が，上段の画面例と異なっていることに関しては，

漢字統合インデクス（第１講 7.2 参照）による。 

総合目録データベースのレコード 
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8. マニュアル等 

 

目録所在情報サービスホームページ 

 http://www.nii.ac.jp/CAT-ILL/ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

入力基準  

①目録情報の基準第 4版 

http://catdoc.nii.ac.jp/MAN/KIJUN/kijun4.html 
データベースの構造，レコード作

成単位，文字入力の原則，分かち

書き等 

②目録システムコーディングマニュアル 

http://catdoc.nii.ac.jp/MAN2/CM/mokuji.html 
データ記述方法に関する全般，項

目一覧，データ記述文法等 

ルーズリーフ形式で継続刊行中

（「NACSIS-CAT/ILL ニュースレタ

ー」の付録として配布） 

操作マニュアル  

③目録システム利用マニュアル．入門編 

http://catdoc.nii.ac.jp/pdf/intro.pdf 
④目録システム利用マニュアル．第６版 

http://catdoc.nii.ac.jp/MAN/CAT6/mokuji.html 

NACSIS-CAT の一般的な操作方法

（検索･登録） 

その他  

⑤NACSIS-CAT/ILL ニュースレター 

⑥オンライン・システム・ニュースレター 

システムの改善，基準の解説，検

討・懸案事項等の決定報告等 

⑦NACSIS-CAT/ILL Q&A DB（目録所在情報サービスに関する質問書/回答書デ

ータベース検索システム） 

参加館からの質問とそれに対す

る回答 

⑧日本目録規則 1987 年版改訂３版 和資料の記述について準拠する

目録規則 

⑨英米目録規則第２版 洋資料の記述について準拠する

目録規則 
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マニュアル活用例＜困ったときの対処法＞ 

 事例を実際のマニュアル類を使って調べてみましょう。 

 

 毎年刊行されるシリーズだけど，図書・雑誌どっちに登録すればいいの？ 

 総合目録データベースの基本的な考え方は『目録情報の基準』(①)に載っています。 

 この例では，2.2.1 図書と逐次刊行物 の章を参照しましょう。「境界領域の資料については，双方のフ

ァイルに登録することが望ましい。」とあり，どちらか一方に登録する場合の考え方が示されています。 

 「大地震図譜」のヨミは，ダイ ジシン ズフ？ ダイジシン ズフ？ 

  NACSIS-CAT でのヨミの表記や分かち書きの規則は，『目録情報の基準』(①)11.3 に載っています。この

例はそこに掲載された例ですが，例にない場合もこの規則に合致するようにヨミや分かちを判断します。 

 出版地が複数表示されているけど，どれを記入すればいいの？ 

 『コーディングマニュアル』(②)に各ファイルのデータについて，フィールドごとのデータ要素の情報源

や記述方法が書かれています。 

 この例では，和図書なら 2 章，洋図書なら 3章，和雑誌なら 6章，洋雑誌なら 7 章の 2.記述ブロック PUB

の項目を参照しましょう。 

 音楽 CD の書誌レコードって，どうやって記入すればいいの？ 

 NACSIS-CAT 関連マニュアルのサイトには，『コーディングマニュアル』(②)本体以外に，各種資料取扱い

マニュアルが用意されています。多言語対応，各種資料（和漢古書，教科書，視聴覚資料など）のマニュ

アルを参照しましょう。 

 『脱・原発』は既存の書誌のはずなのに，「脱原発」でヒットしないのはなぜ？ 

検索用インデクスがどのように作成されているかを知るには『目録システム利用マニュアル』(④)の付

録.C を確認しましょう。デリミタ（第 3 講 5.検索キー参照）ごとにインデクスが分かれて作成されてい

ることを理解すれば，どのような検索キーが有効か判断できます。 

 マイクロフィルムの形態に関する事項はどう記入する？（和資料） 

コーディングマニュアルの 2.2.4 PHYS F1 には，「各資料種別ごとに形態表示は異なる。目録規則の当

該箇所を参照して記録する」と書かれています。『日本目録規則』(⑧)第 12 章マイクロ資料を参照しま

しょう。 

 イタリア語の資料に「numero」と表示されている場合，そのまま転記？どう省略するの？ 

洋資料では，決められた略語を使って記述することになっています。『英米目録規則』(⑨)の付録 Bにそ

の略語の一覧が掲載されています。また，付録 Aには大文字使用法が載っています。 

 どのマニュアルに書いてあるかわからない。 

 NACSIS-CAT 関連マニュアルのサイトの冒頭に，「NACSIS-CAT マニュアル全文検索」があります。マニュア

ル類の他，ニュースレターで広報された内容も全文検索で調べる事ができます。 

 マニュアル類をみても判断できない。 

 NACSIS-CAT/ILL Q&A DB(⑦)で，これまでに参加館から寄せられた質問とその回答を調べると，過去に同

じような疑問に対してどう回答されたかを調べる事ができます。キーワードでの検索や，フィールド等を

条件にして検索する事ができます。また，該当する事例がない場合は，Q&A に質問を送ることもできます。 



テキスト雑誌編　- 13 -

第 2講 目録情報の基準 1. 総論 

 

テキスト雑誌編 - 13 - 

1. 総論 

 
1.1  「目録情報の基準」の目的 

 
 目録システムにおいてレコードを共有するためには，参加館間で共通の理解が重要となる。 

 ・データベースの構造やデータベース作成のための原則や考え方を示す 

 ・データの品質の標準化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.2 総合目録データベースのレコード特性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 *･･･「目録システムコーディングマニュアル」参照 

雑誌書誌レコード   → 「第 23 章 雑誌書誌レコード修正」 

著者名典拠レコード → 「第 25 章 著者名典拠レコード（日本名）修正」 

  

・修正・削除は，各参加組織が行う 所蔵レコード 各参加組織 

固有のデータ 

・重複登録不可 

・修正指針に基づいて修正可能* 

－出版途中での出版者等の変更，内容の充実， 

終刊情報の追加，データ誤りの訂正  

・削除は不可 

書誌レコード 

典拠レコード 

共有データ 

特性 レコード データ種別 

第

２

講
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2. 雑誌書誌レコード 

 

2.1 書誌ファイルの構成 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.2 図書と雑誌 

区分の原則は，資料の刊行方式による。資料種別は問わない 

（1）終期を予定せず逐次的に刊行され，かつ個々の出版物理単位を識別・順序付けする番号がある。 

→雑誌ファイル 

（2）上記以外  

→図書ファイル  

 

2.3 和資料と洋資料 

(1) 総合目録データベースでの扱い 

総合目録データベースのファイル上は，和資料と洋資料の区別はない。ただし，準拠する目録規則

が異なる。 

(2) 参照ファイルでの扱い 

和資料と洋資料で参照するファイルが異なる。資料に応じ，適切なファイルを選択する必要がある。 

 

※目録システム間リンク 

 国際標準である情報検索プロトコル Z39.50 を用いて，直接，海外の書誌ユーティリティへの検索

利用を可能とする仕組み。 

 利用の際には，次の点に注意が必要となる。 

・総合目録データベース，既存参照ファイルを検索した上で，なおもノーヒットの場合にのみ検索

すること。 

・NACSIS-CAT への登録作業以外の用途での検索は行わないこと。 

JPMARC，TRCMARC，CHMARC， 

KORMARC，USMARC，GPOMARC，

USMARCX，UKMARC，DNMARC，

REMARC，RECON，（HBZ*） 

総合目録データベース

JPMARC，TRCMARC，CHMARC， 

KORMARC，USMARC，GPOMARC，

USMARCX ， UKMARC ， DNMARC ，

REMARC，RECON，（HBZ*) 

 図書書誌 
BOOK 

雑誌書誌 
SERIAL 

*目録システム間リンク・・・Z39.50クライアント機能 

JPMARCS，USMARCS， 

（OCLC*） 

参照ファイル 

JPMARCS，USMARCS 
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2.4 雑誌書誌レコードのデータ内容 

 
(1) 準拠する目録規則 

タイトルの言語による（不適当な場合は，本文の言語） 

タイトル 目録規則 

日本語，中国語，韓国・朝鮮語 日本目録規則 1987 年版改訂 3版（NCR87R3） 

上記以外 英米目録規則第 2版，1988 年改訂，1993 年修正，2002

年改訂（AACR2R） 

(2) データ要素の区切り記号 

ISBD（国際標準書誌記述）に準拠（一部相違するものあり） → 付録 2「データ記述文法(抜

粋)」 

データ要素の区切り記号は，システムがデータ要素を識別するためのしるしとなっている。 

(3) 記述の精粗 

目録規則における「記述の第 2水準（第 2レベル）」とする。 

(4) 主なデータ内容 

データの表示レイアウト，フィールド名の表記方法は，クライアント毎に異なる。次に示す

フィールド名は，CATP 上での定義名である。→ 付録 1「画面構成とフィールド」 

フィールド名 説明 フィールド名 説明 

コードに関するフィールド 記述に関するフィールド 

ID 

CRTDT 

RNWDT 

GMD 

SMD 

(YEAR) 

CNTRY 

TTLL 

TXTL 

ORGL  

REPRO 

PSTAT 

FREQ 

REGL 

TYPE 

ISSN 

XISSN 

NDLPN 

LCCN 

CODEN 

ULPN 

GPON 

書誌レコード ID 

レコード作成日付 

最終レコード更新日付 

一般資料種別コード 

特定資料種別コード 

刊年 

出版国コード 

本タイトルの言語コード 

本文の言語コード 

原本の言語コード 

複製コード 

出版状況コード 

刊行頻度コード 

定期性コード 

逐次刊行物のタイプコード 

国際標準逐次刊行物番号 

取消／無効 ISSN 

NDL 雑誌番号 

LC 管理番号（LC カード番号）

CODEN 

ULP 番号 

GPO 番号 

(TR) 

ED 

VLYR 

(PUB) 

(PHYS) 

(VT) 

NOTE 

PRICE 

IDENT 

タイトル及び責任表示に関する事項 

版に関する事項 

巻次・年月次 

出版・頒布等に関する事項 

形態に関する事項 

その他のタイトル 

注記 

価格／入手条件 

アクセス先に関する事項 

リンクに関するフィールド 

FID 

(BHNT) 

(AL) 

変遷ファミリーID 

変遷注記 

著者名リンク 

主題に関するフィールド 

(SH) 件名等 

※（ ）付のフィールドは、フィールド内がさらにいくつかのサブフィールドで構成される 

グループフィールド 
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(5) データベース内での表現と画面表示 

 
 

 
 
 

 

 
 
 
 
 

ID = AN10099588 

CRTDT = 19891113 

RNWDT = 19950512 

ISSN = 00824720 

PSTAT = d 

YEAR1 = 1984 

YEAR2 = 1988 

CNTRY = ja 

FREQ = a 

REGL = r 

TTLL = jpn 

TXTL = jpn 

TRD = 林業試験場研究報告. 林産 / 

林業試験場 [編] 

TRR = リンギョウ シケンジョウ  

ケンキュウ ホウコク. リンサン 

VTK = BC 

VTD = Bulletin of the Forestry and 

Forest Products Research Institute 

VLYR = No. 330 (1984.9)-no. 352 

(1988.3) 

PUBP = 茎崎町 (茨城県) 

PUBL = 林業試験場 

PUBDT = 1984.9-1988.3 

FID = 10073500 

BHBID = AN00252102 

BHBID = AN10330632 

BHK = CF 

BHK = CS 

BHTR = 林業試験場研究報告 / 農林省

林業試験場 

BHTR = 林業試験場研究報告. 林業・林

産 / 森林総合研究所 

AID = DA0383758X 

AHDNG = 林業試験場 

AHDNGR = リンギョウ シケンジョウ 

SHT=NDLSH 

SHD=林業試験 

SHR=リンギョウシケン 

SHK=K 

ISSNKEY = 00824720 

YEARKEY= 1984 

YEARKEY = 1988 

AKEY = リンギシケホ 

AKEY = 林試場 

LANGKEY = jpn 

TITLEKEY = リンサン 

TITLEKEY = リンギヨウ 

TITLEKEY = 林産 

TITLEKEY = 林業試験場研究報告 

TITLEKEY = 林業 

TITLEKEY = 研究 

TITLEKEY = 報告 

TITLEKEY = 試験場 

TITLEKEY = BULLETIN 

TITLEKEY = FORESTRY  

TITLEKEY = PRODUCTS 

TITLEKEY = FOREST 

TITLEKEY = RESEARCH 

TITLEKEY = INSTITUTE 

TITLEKEY = ケンキユウ 

TITLEKEY = ホウコク 

TITLEKEY = シケンジヨウ 

AUTHKEY = リンギヨウ 

AUTHKEY = シケンジヨウ 

AUTHKEY = 試験場 

AUTHKEY = 林業 

AUTHKEY = 篇 

AUTHKEY = 林業試験場 

PUBLKEY = 林業試験場 

PUBPKEY = 茎崎町 

PUBPKEY = 茨城県 

SHKEY=リンギヨウシケン 

SHKEY=林業試験 

FTITLEKEY = リンギヨウシケンジヨウ

ケンキユウホウコク 

FTITLEKEY = 林業試験場研究報告 

 
 

情報源（表紙） 画面表示（WebUIP）

データベース内 

<AN10099588> CRTDT:19891113 RNWDT:19950512  

GMD: SMD: YEAR:1984 1988 CNTRY:ja TTLL:jpn TXTL:jpn ORGL:  

REPRO: PSTAT:d FREQ:a REGL:r TYPE:  

ISSN:00824720 CODEN: NDLPN: LCCN: ULPN: GPON:  

TR:林業試験場研究報告. 林産 / 林業試験場 [編]||リンギョウ シ

ケンジョウ ケンキュウ ホウコク. リンサン 

VLYR:No. 330 (1984.9)-no. 352 (1988.3) 

PUB:茎崎町 (茨城県) : 林業試験場 ， 1984.9-1988.3  

VT:BC:Bulletin of the Forestry and Forest Products Research 

Institute  

FID:10073500  

BHNT:CF:林業試験場研究報告 / 農林省林業試験場 <AN00252102>  

BHNT:CS:林業試験場研究報告. 林業・林産 / 森林総合研究所 

<AN10330632>  

AL:林業試験場||リンギョウ シケンジョウ <DA0383758X> 

SH:NDLSH:林業試験||リンギョウシケン//K 

※ 下線部は検索用インデクス（表示と兼ねているものもあり） 
※ ○印は第１講７.2 漢字統合インデクスを参照。 



テキスト雑誌編　- 17 -

第 2講 目録情報の基準 2. 雑誌書誌レコード 

 

テキスト雑誌編 - 17 - 

2.5 雑誌書誌レコードの作成単位 

継続して刊行される雑誌の場合は，雑誌全体で一つのレコード単位とする。以下の場合は，それぞ

れ別個の書誌レコードを作成する。 

 

（1）本タイトルが異なるもの（※本タイトル中の従属タイトルだけが異なる場合も含む） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2）タイトルが総称的で，責任表示が異なるもの 

タイトルが出版物の種類，あるいは出版物の刊行頻度を表す語のみで構成されている場合，それを

「総称的タイトル」という。→付録 9「総称的タイトル」 
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（3）資料種別が異なるもの 

 

（4）版表示が異なるもの 

 

（5）複製・原本代替資料とその原本 
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（6）独自の巻号付けを持つ付録・補遺資料 

 

（7）並行して異なる出版者から出版されたもの 

 

 

（8）合冊誌・合刻複製版に収録されている各逐次刊行物 
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2.6 タイトル変遷 

（1）個別タイトル記入方式 

 ・ある逐次刊行物の本タイトルが変更になった時点で，書誌レコードを別に作成する。 

・本タイトルが変更になった時点で，その逐次刊行物は終期を迎え，新しい別の逐次刊行物が発生

したとみなす考え。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「ドクメンテーション研究」 「情報の科学と技術」 

<AN000172819> 

TR:ドクメンテーション研究 

<AN10005857> 

TR:情報の科学と技術 
新規レコード 

作成 

タイトル変遷 
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(2) 変遷ファミリー 

 変遷ファミリーとは，タイトル変遷関係にある一連の書誌レコードをリンクにより関連付けたもの

である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

タイトル変遷関係にある書誌レコードは，タイトル変遷リンク参照機能により相互参照が可能である。 

 ・変遷ファミリーID（FID）は，変遷ファミリーの中のすべての書誌レコードとリンクしている。 

 ・書誌レコードの BHNT フィールドには，変遷前誌・後誌の書誌レコード ID が表示される。 

 

タイトル変遷関係の処理について 

参加館で変遷関係を発見 

   ↓ 

変遷注記用データシートを作成，タイトル変遷直前・直後の号の情報源を添えて国立情報学研究

所に送付 

   ↓ 

国立情報学研究所で変遷リンク作成（タイトル変遷レコード及び書誌レコード（BHNT，FID）の

更新） 

 

<FID:00183500> 

AN00172819

AN10005857

AN00172819

AN10005857

<AN10005857> 

<AN00172819>
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2.7 雑誌書誌レコード記述の原則（基準とする号） 

 
 初号主義： 

  初号に基づいて書誌レコードの記述を行う。初号以降の変更事項は，注記する。 

 

・初号が入手できない場合，所蔵最古号に基づいて記述を行う。 

・ただし，初号以外の号に基づいて書誌を記述した場合は，その号について必ず NOTE フィールド

に注記する。 

(例)「記述は 3号（2001.12）による」→ 付録 12「注記の記入例」－記述の根拠号 

・情報源としての優先順位は，初号に近い号ほど高い。 

・したがって，既存の書誌レコードが記述の根拠としている号よりも初号に近い号を入手した場合

は，その号に基づいて書誌レコードの書き換えを行う。→ 第 7講「2.書誌修正の原則」 

・「電子ジャーナル」の書誌レコードについては，付録 14「電子ジャーナルのデータ記入」を参照。 

 

 

 

 

 

 

TR: ⽣活指導研究 / ⽇本⽣活指導学会 [編] 

VLYR: 1 号 (1984.8)- 

PUB: 東京 : 明治図書出版 , 1984.8- 

NOTE: 出版者変更: 明治図書出版 (1 号 (1984.8)-8

号 (1991))→⼤空社 (9 号 (1992.7)-) 

TR: 英語⻘年 / 研究社 

VLYR: 

PUB: 東京 : 研究社 

NOTE: 記述は 19 巻 1 号 (1908.4)による 
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2.8 雑誌書誌レコード作成・修正の報告 

 
 雑誌書誌レコードについては，国立情報学研究所でレコードの内容の品質管理を行っているため，

書誌レコード新規作成・修正を行った場合には，報告が必要。 

・書誌レコード新規作成，または修正を行った場合の提出物 

  (1)入力後の画面コピー（書誌修正の場合は，修正前の画面と修正後の画面の双方） 

  (2)レコード作成・修正の根拠となった資料の情報源のコピー 

   ※コード類の修正・追加等の些細な修正の場合は，報告は不要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

タイトル変遷リンクの作成は，国立情報学研究所が行うため，変遷関係を発見した場合にも報告が

必要。 

 ・変遷関係を発見した場合の提出物（→ 付録 15「雑誌書誌に関する報告・情報源の送付について」） 

(1) 変遷注記用データシート（→  第 7講 7） 

(2) 変遷直前・直後の号の情報源コピー 
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3. 典拠レコード 

 

3.1 典拠ファイルの構成 

 典拠レコードは，総合目録データベース内に，著者名典拠レコードと統一書名典拠レコードの２種類

がある。（※統一書名典拠レコードは，図書書誌レコードのみに対応している） 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
3.2 典拠レコードのデータ内容 

(1) 準拠する目録規則 

個人名の場合は，著作の原版で用いられている主な言語による。 

団体名・会議名の場合は，公用語による。 

（いずれも，不明な場合は，総合目録データベースにおいて初出の著作の言語） 

 主な言語・公用語 目録規則 

日本名，中国名，韓国・朝鮮名 日本語，中国語，韓国・朝鮮語 NCR87R 

外国名 上記以外の言語 AACR2R 

［例］「太宰治」→ ○ HDNG:太宰, 治(1909-1948)||ダザイ, オサム 

  × HDNG:Dazai, Osamu, 1909-1948 （→SF へ） 

 「大英博物館」→ ○ HDNG:British Museum 

  × HDNG:大英博物館||ダイエイ ハクブツカン（→SF へ） 

 

 

 

 

 

 

 
著者名典拠 

NAME 
統一書名典拠

TITLE 

 
USMARCT 

 

USMARCA 
JPMARCA 

総合目録データベース 

参照ファイル 
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(2) 著者名典拠レコードのデータ内容 

データの表示レイアウト，フィールド名の表記の仕方は，クライアント毎に異なる。 

次に示すフィールド名は，CATP 上での定義名である。 

（データ項目一覧および NACSIS-CAT での画面構成  → 付録 1「画面構成とフィールド」） 

フィールド名 説明 フィールド名 説明 

ID 

CRTDT 

CRTFA 

RNWDT 

RNWFA 

(HDNG) 

著者名典拠レコード ID 

レコード作成日付 

レコード作成参加組織 ID 

最終レコード更新日付 

最終レコード更新参加組織 ID

統一標目形 

TYPE 

PLACE 

DATE 

(SF) 

(SAF) 

NOTE 

著者の属性コード 

場所 

時間 

から見よ参照形 

からも見よ参照形 

注記 

      ※( )付きのフィールドは，グループフィールド 

 

 (3) 統一書名典拠レコードのデータ内容 

データの表示レイアウト，フィールド名の表記の仕方は，クライアント毎に異なる。 

次に示すフィールド名は，CATP 上での定義名である。 

フィールド名 説明 フィールド名 説明 

ID 

CRTDT 

CRTFA 

RNWDT 

RNWFA 

統一書名典拠レコード ID 

レコード作成日付 

レコード作成参加組織 ID 

最終レコード更新日付 

最終レコード更新参加組織 ID

(HDNG) 

(SF) 

(SAF) 

NOTE 

統一標目形 

から見よ参照形 

からも見よ参照形 

注記 

    ※( )付きのフィールドは，グループフィールド 

 

3.3 典拠レコードの機能 
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(1) 著作の集中と他著者との識別 

以下によって，著作の集中を図っている。 

① 典拠－書誌リンク参照機能 

② 統一標目：同一著者／作品に対する標目形が常に同じ 

同名異人は統一標目形で識別する。 

［例］鈴木, 健二(1929-) 

 鈴木, 健二(1929- アナウンサー) 

 鈴木, 健二(1922-) 

 

(2) 同一著者／作品の様々な名称からの検索 

検索が予想される他の形や，関連する他の著者標目に関する情報を記録することで，同一著

者に対する多面的な検索を可能にしている。 

①統一標目形の別形：「から見よ参照」（SF フィールド） 

②典拠－典拠リンク参照機能：「からも見よ参照」（SAF フィールド） 

・目録規則で認められた複数の標目を持つ著者／作品，改組前後の団体名をそれぞれ関係

づけるための，相互参照先の統一標目形 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

同姓同名の著者は，付記事項 

(生没年等)によって識別される 
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3.4 典拠レコードの作成単位 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

原則として，1 著者 1典拠レコード（著者名典拠）／1作品 1典拠レコード（統一書名典拠）である。 

ただし，ある個人が著作の内容などによって複数の名前を使い分けている場合や，改姓改名の前後で

それぞれ著作がある場合（日本名），団体の変遷等の場合は，それぞれが 1典拠レコードとなる。 

なお，団体名の内部組織は，内部組織まで含めた形で採用する。 

［例］ 「文部科学省高等教育局学生課」→ ○ HDNG:文部科学省高等教育局学生課 

   × HDNG:文部科学省 
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3.5 異なる目録規則による標目形の記録 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

“＊”を付して，SF フィールドに記録する 

［例］HDNG：American Library Association →  公用語が英語なので，HDNGは AACR2R形 

SF：*アメリカ図書館協会||アメリカ トショカン キョウカイ 

↑ NCR87R による標目形 

 

 

NAME 

<DA0010242X> CRTDT：19860403 CRTFA：FA01177X RNWDT:20010403 

HDNG:American Library Association 

LCAID:7906241 

TYPE:c 

DATE:1876 

SF:＊アメリカ図書館協会||アメリカ トショカン キョウカイ 

SF:米国図書館協会||ベイコク トショカン キョウカイ 

SF:ALA 

外国名のため『AACR2R』に準拠

『NCR87R』による標目形 
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4. 所蔵レコード 

4.1 所蔵ファイルの構成 

 
 
 
 
 

4.2 所蔵レコードのデータ項目 

データの表示レイアウト，フィールド名の表記方法は，クライアント毎に異なる。 

次に示すフィールド名は， CATP 上での定義名である。 

（データ項目一覧および NACSIS-CAT の画面構成  →付録 1「画面構成とフィールド」） 

フィールド名 説明 フィールド名 説明 フィールド名 説明 

ID 

BID 

FANO 

LIBABL 

CRTDT 

RNWDT 

所蔵レコード ID 

書誌レコード ID 

参加組織レコード ID 

参加組織略称 

レコード作成日付 

最終レコード更新日付 

(レコード修正日付) 

LOC 

CLN 

CPYNT 

LDF 

LTR 

配置コード 

請求記号 

刷の注記 

図書館定義フィールド

ローカルトレーシング

雑誌のみ 

HLYR  

HLV 

CONT 

所蔵年次 

所蔵巻次 

受入継続表示 

図書のみ 

VOL 

RGTN 

CPYR 

巻次等(巻冊次等) 

登録番号 

刷年 

4.3 所蔵レコードの作成単位 

1 書誌レコードに対して，＜参加組織＋配置コード＞毎に 1レコードを作成する。 

同じ雑誌を 1大学のなかで別の配置コードのある 2つの図書室等で所蔵している場合，例えば社会

学科で Vol.3 から 13 まで，教養学科で Vol.12 から 16 までを所蔵している場合は，下のようになる。

まとめて所蔵を作成することはしない。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

配置コードは設定のある場合は必須である。ただし，設定されていないため空値の場合もある。 

1 参加組織内に複数の配架場所等があり，それらを目録システムの中で識別する必要がある場合は，

複数の配置コードを設定することができる。配置コードの追加・修正・削除には申請が必要である。 

<AN00312011> 

TR：オンライン検索 

<CA0000000001> 

<FA012943> 国情大 

LOC:社会 

HLYR:1982-1992 

HLV:3-13 

<CA0000000001> 

<FA012943> 国情大 

LOC:社会 

HLYR:1982-1995 

HLV:3-16 

<CA0000000002> 

<FA012943> 国情大 

LOC:教養 

HLYR:1991-1995 

HLV:12-16 

図書所蔵 
BHOLD 

雑誌所蔵 
SHOLD 

総合目録データベース
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1. 検索の目的 

検索とは，これから登録しようとする資料に対応するレコードが，既に総合目録データベースにあ

るかどうかを確認する重要な作業である。 

 
正確に検索しないと， 

・ 同一の内容を持つレコードを総合目録データベースに重複して登録 

・ 誤って別の資料のレコードに対して所蔵を登録 

⇒ 総合目録データベースの品質を低下させてしまう危険性がある 

 

総合目録データベースは常に更新されているので，登録作業の「直前」に検索を行う。

 

十分に検索を行っても総合目録データベースに求める書誌レコードを発見できなかった場合は，参

照ファイルのレコードを利用するなどして，書誌レコードを作成することになる。 

 

テキスト使用上の注意 

このテキストでは，各項目の操作例・画面例として，国立情報学研究所が開発した NACSIS-CAT

対応ゲートウェイ（以下「WebUIP」）を使用しています。 

他のクライアントを使用した場合，データベースの構造，データの内容等に違いはありませんが，

操作方法や画面レイアウトがクライアント毎に異なりますので，それぞれの操作マニュアルを併せ

て参照してください。 

第 3講以降，使用するファイル名は，WebUIP のものとなります。 

第

３

講
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2. 検索の種類 

2.1 検索（ファイル検索）とリンク参照 

目録システムにおける検索には，検索（ファイル検索）とリンク参照がある。 

 
検索（ファイル検索） 

検索キー（検索語）を指定してファイルを直接，検索することを言う。書誌レコードや典拠レコー

ドの検索に使用する。 

 
リンク参照 

リンクをたどって，リンク関係にあるレコードを参照することを言う。書誌レコードと所蔵レコー

ド，書誌レコードと典拠レコードというように，総合目録データベースでは，各レコードは必ず他の

レコードとリンク付けられている。  

 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 

→付録 5「検索画面の遷移(WebUIP)」 

 

リンク 
参照 

リンク 
参照 

(ファイル切替)

書誌ファイル 

所蔵ファイル 

ファイル 

検索

典拠ファイル 

ファイル 

検索 

タイトル変遷 
ファイル 

（※雑誌目録のみ） 

典拠レコード タイトル変遷
レコード 

書誌レコード 

所蔵レコード 

リンク 
参照 
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3. 検索の実際 

 
例題：「心理学研究」（日本心理学会編） 

課題のポイント 

 色々な検索キーを使って，検索（ファイル検索）を行う。 

 検索キーによる，検索結果の違いを比較する。 

 各種リンク参照を行う。 

 

操作の流れ 

(1) 書誌検索（書誌簡略表示・書誌詳細表示）：（課題 1，2，3） 

「心理学研究」（日本心理学会編）を検索する。 

求める書誌レコードが総合目録データベースにヒットする。 

タイトルのヨミ，表記形，漢字形の単語，と検索キーを変えて，検索結果の違いを確認する。

また，画面の変化にも注意する。 

 

(2) 著者名典拠リンク参照：(課題 4) 

「心理学研究」の編者，日本心理学会を著者標目として持つ雑誌には，他にどんなものがあ

るかを調べる。 

当該書誌レコードから著者名典拠リンクを参照して「日本心理学会」の著者名典拠レコード

を表示し，さらに著者名典拠レコードにリンクしている書誌レコードを参照する。 

 

(3) 所蔵リンク参照：（課題 5，6） 

「心理学研究」を所蔵する図書館を表示する。 

当該書誌レコードにリンクしている所蔵レコードを参照する。 

 

(4) タイトル変遷リンク参照：（課題 7） 

「心理学研究」のタイトル変遷に関する情報を参照する。 

当該書誌レコードからタイトル変遷とのリンクを参照し，「心理学研究」が属するタイトル

変遷マップレコードを表示し，どのようなタイトル変遷をたどってきたかを確認する。 

さらに，リンク参照機能を使ってタイトル変遷を構成する各書誌レコードを参照する。 
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例題 1 「心理学研究」（日本心理学会）を検索する → ヨミからの書誌検索 

 

ログインすると，雑誌書誌検索

のための検索キーフィールド

が表示される。 

 

 

 

 

 

 

 

「心理学研究」をタイトルのヨ

ミから検索するために TITLE

フィールドに「しんりがく」と

「けんきゅう」を入力する。 

 

ヨミから検索する場合には，分かち

書きや読み方のユレに注意する。 

 

 

ヨミに「シンリガク ケンキュ

ウ」を含むものが検索される。 

仮名形は正規化により，ひらが

なでもカタカナでも同様の検

索結果が得られる。 

（→ 第 1 講 7.1 正規化， 第 3 講

5.3 検索キーの自由度） 

 

 

「SERIAL」というファイル名が表

示されていることで，検索条件に

合うものが総合目録データベース

の雑誌ファイルに存在することが

わかる。 

 

 

 

 

総合目録データベ

ースにヒットした。 

最初の 10 件までの書誌レコー

ドが簡略表示される。画面に納

まらない分は，画面スクロール

によって表示できる。 11件目以降の書誌レコー

ドを簡略表示するために

は，Page を選択する。 
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参照ファイルにヒットした場合

や，ヒット件数が 0件だった場合

は，別の検索キーから検索しなお

し，本当にないのか確かめる。 

 

該当すると思われる書誌レコ

ードを詳細表示する。 

 

 

初号主義のため，本タイトルが旧

字で登録されていることがある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

簡略表示に戻る場合

は，｢簡略一覧に戻

る｣をクリックする。 

 

別の検索キーで検索

を行うためには，｢雑

誌書誌検索｣をクリ

ックする。雑誌書誌

検索の初期画面が表

示される。 
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例題 2 「心理学研究」（日本心理学会）を検索する → 漢字の表記形からの書誌検索 

 
TITLE フィールドに「心理学研

究」と入力して，検索する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

タイトルが「心理学研究」であ

るものが，総合目録データベー

スにヒットし，簡略表示される。 

 

タイトルに「心理学研究」を含む

もののみヒットするので，例題 1

よりヒット件数が少なくなってい

る。 

 
 
 

 

 

 

該当すると思われる書誌レコ

ードを詳細表示する。 

 

参照ファイルにヒットした場合

や，ヒット件数が 0件だった場合

は，別の検索キーから検索しなお

し，本当にないのか確かめる。 

 

FTITLE(FTITLEKEY）から検索する 

ことも可能である。→第 1 講 7 
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例題 3 「心理学研究」（日本心理学会）を検索する → 漢字の単語からの書誌検索 

 

TITLE フィールドに「心理学」

と「研究」を入力して，検索す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

タイトルに「心理学」と「研究」

を共に含むものが検索され，簡

略表示される。 

 

単語単位の漢字表記形のインデク

スは，TR，VT フィールドから,ヨミ

を参考に作成される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

該当すると思われる書誌レコ

ードを詳細表示する。 
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例題 4「心理学研究」の編者，日本心理学会の著者名典拠レコードを持つ雑誌を調べる  

→ 著者名典拠リンク参照→書誌リンク参照 

 
著者名典拠レコードをリンク

参照する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

リンク先の著者名典拠レコー

ドが表示される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

書誌レコードをリンク参照す

る。 
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リンク形成済みの書誌レコー

ドが簡略表示される。 

 

ここから各書誌レコードを詳細表

示して，所蔵リンクを見る等の操

作もできる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
検索の初期画面に戻る。 
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例題 5 「心理学研究」（日本心理学会）を所蔵している図書館を検索する  

→ 所蔵リンク参照 

 

「心理学研究」の書誌レコード

を検索し，詳細表示する。 

 

所蔵レコードをリンク参照す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福井県立大学の所蔵レコード

を詳細表示する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福井県立大学の所蔵レコード 

が詳細表示される。 

 

 

 

「書誌詳細に戻る」をクリック 

して，書誌レコード表示に戻る。 
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例題 6 「心理学研究」（日本心理学会）の 70 巻 5 号を所蔵する図書館を検索する 

→ 所蔵レコード検索 

 
所蔵レコードをリンク参照する。 

 

 

 

 

 

 

 

所蔵レコードが，簡略表示される。 

 

この状態から，所蔵条件を絞りこ

んで検索することができる。 

 

 

 

 

 

HLV フィールドに「70(5)」と入

力して検索する。 

 

 

 

 

70 巻 5 号を所蔵する図書館の

みが表示される。 

 

各検索フィールドに入力する内容

については，第 3講 5.3 を参照す

る。 

HLV フィールドに「70( )」と入って

いる場合はヒットしない。 

所蔵巻次(HLV フィールド)の他に，

所蔵年次,(HLYR フィールド)，参加

組織ID(FANOフィールド)等からで

も検索することができる。 
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例題 7 「心理学研究」のタイトル変遷に関する情報をみる  

→ タイトル変遷リンク参照 

 

書誌レコードを検索し，タイト

ル変遷をリンク参照する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

リンク先のタイトル一覧が表

示される。 

 

継続前誌を詳細表示させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

書誌レコードが詳細表示され

る。 

 
 元の書誌レコード詳細 

表示画面に戻るには， 

｢書誌詳細画面に戻る｣ 

ボタンをクリックする。
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タイトル変遷図とは 

 「タイトル変遷図」 

タイトル変更や合併・分離などで変遷のある逐次刊行物の相互関係を，一目で理解できるよ

う工夫された図が「タイトル変遷図」である。 

ある雑誌が以前どのような名前で呼ばれていたか，関連する雑誌にはどのようなものがある

かなど，簡単に調べることができる。 

 
 「ファミリー」 

変遷関係で結ばれたかたまりを「ファミリー」と呼ぶ。 

 
 変遷の種類 

変遷関係には次の 3種類がある。 

1) 継続： A 誌が B誌にタイトル変更するケース（合併・分離も含む） 

2) 派生： A 誌から B誌が生じるケース（派生後は A／B両誌ともに存在する） 

3) 吸収： A 誌が B誌に含みこまれるケース（吸収後は B誌のみ存在する） 

 
 WebUIP での表現例 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

書誌情報 

ファミリーID 
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4. 検索対象ファイル 

4.1 検索対象ファイルの検索順序の原則 

最初に総合目録データベースを検索すること 

 

参照ファイルは，新たにレコードを作成する場合や既存のレコードを修正する場合の参考とするも

のである。総合目録データベースの検索が不充分なまま参照ファイルを利用すると，総合目録データ

ベースに該当レコードがあるにも関わらず，参照ファイルを元に間違った重複レコードを作成してし

まう恐れがある。 

必ず最初に総合目録データベースを，充分に検索しなければならない。 

 

(1) 書誌ファイル 

 

 

 

 

 

 

(2) 典拠ファイル 

 

 

 

 

 

 

4.2 NACSIS-CAT の検索対象ファイルの設定 

NACSIS-CAT では，同時に複数のファイルを検索対象としたり，検索の対象にする参照ファイルの種

類・検索順序等を自由に設定したりすることが可能であるが，各クライアントは，必ず 4.1 の原則に

従っている。 

→付録 6「検索対象ファイル（WebUIP）」 

検索 
BOOK（図書） 

SERIAL（雑誌） 

JPMARC, USMARC など 

JPMARCS, USMARCS など 

検索 NAME（著者名典拠） JPMARCA, USMARCA など 

最初に総合目録データベースを検索 なければ参照ファイル等を検索

条件に合致

すれば検索

終了 

最初に総合目録データベースを検索 

条件に合致

すれば検索

終了 

なければ参照ファイル等を検索 
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5. 検索キー 

検索キーとは，ファイル検索を行うために入力される検索語のことである。ファイル検索は，検索

画面の該当するフィールド（検索キーフィールド）に検索キーを入力することによって行う。 

5.1 NACSIS-CAT の検索画面と検索キー 

NACSIS-CAT では，クライアント毎に検索画面や画面上で使用される検索キーの名称が異なる。 

 

5.2 検索画面の構成（WebUIP の例） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【検索キーフィールド】 

(1) コードフィールド（「：」のフィールド） 

検索キーを 1つしか入力することができない。 

(2) キーワードフィールド（「＝」のフィールド） 

検索キーを複数入力することができる。複数の検索キーを入力するときには，検索キーを空

白，又はコンマで区切る。 

前方一致検索が可能。 

前方一致検索は，2文字以上の検索キーの末尾に＊（アスタリスク）を指定して行う。 

例）「TITLE=特殊相対性＊」と入力 → 「特殊相対性理論」等にヒット 

例）「TITLE=book＊」と入力 → 「books」等にヒット 

(3) 同一キーワードフィールドに複数の検索キーを入力 

それぞれの検索キーの論理積による検索を行う。 

例）「TITLE=トクシュ  リロン」 → 「トクシュ」と「リロン」両方含むものを検索 

(4) 複数のフィールドに検索キーを入力 

それぞれの検索キーの論理積による検索を行う。 

→付録 7「検索画面と検索キー (WebUIP)」 

検索対象ファイルの和洋指定

検索キー 

フィールド 

簡略表示件数

検索開始 

検索条件の初期化

キーワードフィールド

コードフィールド
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5.3 検索キーの自由度 

入力した文字列そのものでレコードを検索するわけではないので，検索キーの入力の際には次のよ

うな自由度がある。 

入力した 

検索キー 

自由度 有効な検索キーの例 検索する 

データ例 

アラビア

数字 

全角でも半角でもよい（1バイト文字で

も 2バイト文字でもよい） 

１９９８ 

1998 

1998 

ローマ字 全角でも半角でもよい 

大文字でも小文字でもよい 

ＡＭＥＲＩＣＡ  

ａｍｅｒｉｃａ 

America  

AMERICA  

america 

America 

かな  ひらがなでもカタカナでもよい 

 

全角でも半角でもよい 

 

促音・拗音などは，文字の大小を問わな

い 

日本の自然 

日本ﾉ自然 

日本ノ自然 日本の自然

 

ニホン ノ シゼン

にほん の しぜん

ﾆﾎﾝ  ﾉ  ｼｾﾞﾝ ニホン ノ 

シゼン 

ｶｯﾄ 

カット 

ｶﾂﾄ 

カツト 

かっと 

かつと 

カット 

漢字 新字体でも旧字体でもよい 

→ 第 1講 7 

佛教 仏教 佛教 

EXC 文字 EXC 文字でも対応するローマ字でもよい 

例外 → 第 3 講 6.5 

Ｂｅｉｔｒａｇｅ
BEITRAGE 
beiträge 

beitrage 
Beiträge 
BEITRÄGE 

Beiträge 

記号 全角でも半角でもよい 

 

長音／ダッシュ／ハイフン／マイナス記

号は入力してもしなくてもよい 

スピード 

ｽﾋﾟｰﾄﾞ 

すぴど 

スピド 

すぴーど 

スピード 

MS  DOS 

ＭＳ―ＤＯＳ 

ＭＳＤＯＳ 

MS－DOS 

5.4 ストップワード 

ストップワード（前置詞・冠詞等）を検索キーに使用した場合の処理方法はクライアントによって

異なる。各クライアントの処理方法を確認しておく必要がある。 

ストップワード → 「目録システム利用マニュアル」第 6版 付録.D 

5.5 デリミタ 

デリミタ（カンマ・コロン等）を検索キーに使用した場合の処理方法はクライアントによって異な

る。各クライアントの処理方法を確認しておく必要がある。 

デリミタ → 「目録システム利用マニュアル」第 6版 付録.D 
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6. 検索上の注意点 

総合目録データベースに求めるレコードがヒットしなかった時も，次のような場合を考えて，必ず

検索キーを変えて再検索する。 

6.1 ISBN/ISSN での検索 

 書誌レコードに ISBN/ISSN が記述されていないことがある。 

 資料に記述された ISBN/ISSN が誤っていることがある。 

 セットものの図書で，セットに対して 1つの ISBN が付与され，出版物理単位それぞれに対して

は ISBN が付与されていない場合， 

→ 親書誌レコードがヒットすることがある 

→ セットに属する各出版物理単位が複数件ヒットすることがある 

6.2 タイトルでの検索 

(1)図書 

 階層を持つ書誌の場合，親書誌レコード・子書誌レコード双方のタイトルを使って検索すると，

総合目録データベース内の求める書誌レコードにはヒットしない。検索する場合，親書誌レコ

ード・子書誌レコード，どちらか片方のタイトルのみで検索する。 

 

(2)ヨミでの検索 

 分かち書きの単位に従って検索キーを指定する。前方一致検索も有効である。 

ヨミは，データとして登録された分かち書きの単位で検索用インデクスが切り出される。 

 分かち書きは，日本図書館研究会「目録編成規則」第 2章「ワカチガキ」に準じて記録される。 

例）「コドモタチ」では検索できず → 「コドモ＊」で再度検索する。 

   分かち書き → 「目録情報の基準」11.3.3 

 ヨミは，NCR87R3 の第 II 部「標目」付則 1「片かな表記法」に準じて記録される。 

特に英数字のヨミ，発音に従うヨミ（ヅ → ズ，ヘ → エ等）等は誤りがちなので，注意す

る。 

例）「モチヅキ」では検索できず → 「モチズキ」で再度検索する。 

   ヨミの表記 → 「目録情報の基準」11.3.2 

 参照 MARC では，タイトル関連情報のヨミが入力されていないこともある。 

 

(3)タイトルの漢字表記形の単語での検索 

 分かち書きの単位にユレがあると，漢字の単語単位の検索用インデクスにもユレが生じる。 

漢字の単語単位の検索用インデクスは，データとして登録されたタイトルのヨミと照合して

作成されるためである。 

 表記形とヨミとを正しく対応させることが出来ない場合は，タイトル全体に渡って漢字の単語

単位の検索用インデクスが正しく作成されない。 
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6.3 責任表示での検索 

(1)現物に記録されている形での検索 

 役割表示を併せて検索する。前方一致検索も有効である。 

TR（TRD）フィールドの責任表示は，和資料の場合，情報源に記述されているままに，役割を

示す語（編，編集，監修等）を付した形で記述されている。 

 
(2)著者の標目形での検索 

 資料に記述されている表記で著者標目が作成されているとは限らない。 

著者標目は，AL フィールドに記録されている。 

個人名：原則として「姓,△名」 

団体名：内部組織まで含めた形 

 

例）文部科学省高等教育局学生課 

（「文部科学省」または「文部省高等教育局」との標目形は間違い） 

 

 NCR，AACR，どちらの目録規則に基づいて記述されているか，慎重に判断する。 

 書誌検索画面においては，典拠レコードの参照形からの検索はできない。 

6.4 出版者での検索 

 ヨミ，分かちでは検索できない。 

6.5 その他の注意事項 

 UCS をクライアントとして使用していない場合 

EXC文字に対応するローマ字がない場合は，当該EXC文字をそのまま入力しなければならない。 

EXC 文字：Extended Character set（拡張文字セット）の略。さまざまな言語で記述された

文献の目録作業を行う際，表記どおりの記録を可能にするために，国立情報学研究所が作成

した文字種。 

EXC 文字の例）ä，é 
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7. 書誌レコードの同定 

検索の結果，表示されたレコードが自分の求めるレコードかどうかを慎重に判断する必要がある。

求めるレコードかどうかの判断は，「コーディングマニュアル 0.4 新規レコード作成の指針」に従う。 

7.1 図書書誌レコード 

目録対象資料と既存レコードのデータ内容を比較して，次のいずれかが相違する場合は，新規レコ

ードを作成する可能性がある。 

1) 資料種別 

2) 版に関する事項 

3) 書誌構造  

実際には，次のフィールドのデータ内容と目録対象資料を比較し，新規レコードを作成するかどう

か判断する。 

1) GMD/SMD  

2) VOL  

3) TR  

4) ED  

5) PUB  

6) PHYS  

7) NOTE  

8) PTBL  

詳細は，「コーディングマニュアル 0.4.1 図書書誌レコード」を参照。 

7.2 雑誌書誌レコード 

目録対象資料と既存書誌レコードのデータ内容を比較して，本タイトルが異なる場合には，新規レ

コードを作成する。  

本タイトルが同一であっても，次のいずれかが相違する場合は，新規レコードを作成する可能性が

ある。  

1) 資料種別  

2) 版に関する事項  

3) 出版・頒布等に関する事項  

実際には，次のフィールドのデータ内容と目録対象資料を比較し，新規レコードを作成するかどう

か判断する。  

1) GMD/SMD  

2) TR  

3) ED  

4) VLYR  

5) PUB  

詳細は，「コーディングマニュアル 0.4.3 雑誌書誌レコード」を参照。  
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1. 登録の種類 

目録システムでは，総合目録データベースに求めるレコードがあればそれを用い，なければ新規にレ

コードを作成する。そのため，求めるレコードがどのファイルに登録されているのか，修正は必要か，

という条件によって，登録の種類が分かれる。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
              

書誌検索

求める書誌レコードが 

総合目録データベースにある 

求める書誌レコードが 

総合目録データベースにない 

参照ファイルに

ヒット 

総合目録データベース

に類似書誌がﾋｯﾄ 

ノーヒット なし あり 

レコード修正の必要性 

書誌作成

所蔵登録（所蔵リンク形成） 

書 誌 登 録 
（国立情報学研究所へ書誌修正・作成を報告） 

デ  —  タ  入  力 
リ  ン  ク  形  成 
・著者名リンク形成 

書誌修正 所蔵のみの登録 書誌流用入力書誌流用入力 書誌新規入力

第

４

講
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2. リンク形成 

2.1 総合目録データベースにおけるレコード間の関係 → 第 1講 4 

 書誌レコード登録時には必ず，他のレコードとリンクを形成する。 

（図書書誌レコード → 4 種類のリンク形成の可能性あり） 

（雑誌書誌レコード → 3 種類のリンク形成の可能性あり） 

 リンクの形成は，リンク元のレコードにリンク先のレコード ID を記入することで行う。 

2.2 リンクの種類 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.3 リンク形成時の動作 

リンク形成時の検索の仕組みは，クライアント毎に異なる。 

   WebUIP では， 

 リンクフィールド（PTBL，AL，UTL，SAF フィールド）にデータが記入されている場合 

そのデータから検索キーが作成され，自動検索される。 

 リンクフィールド（PTBL，AL，UTL，SAF フィールド）にデータが記入されていない場合 

端末操作者自らが，通常の検索を行う。 

書誌レコード

所蔵レコード 

著者名典拠レコード統一書名典拠レコード

親書誌レコード タイトル変遷レコード 

書誌構造リンク 

図書のみ 

書誌構造が存在する場合，書

誌構造リンクは必ず行う。 

所蔵リンク 

全ての書誌レコードについて必ず行う。 

所蔵リンク形成＝所蔵登録。 

著者名リンク 

著者名が存在する場合，可能な限りリ

ンク形成を行う。 

リンク形成ができない場合は，リンク

形成を放棄することが可能である。 

タイトル変遷リンク 

雑誌のみ 

参加館からの報告に基づき，国立

情報学研究所でタイトル変遷レコ

ードを作成し，書誌レコードとの

リンク形成を行う。 

統一書名リンク 

図書のみ 

統一書名が存在する場合，可能な限り 

リンク形成を行う。 

リンク形成ができない場合は，リンク 

形成を放棄することが可能である。 
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1. 所蔵登録の手順 
 

求める書誌レコードが総合目録データベースにある場合の，所蔵レコードの登録の流れを示す。 

具体的な画面名称やコマンド，操作方法はクライアントによって異なるが，登録の流れは同様であ

る。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総合目録データベースにヒット 

書誌検索 

同一参加組織では未登録 

あり 
書誌修正（第 7講） 

なし 

書誌確認 

所蔵登録  

所蔵確認 

所蔵修正 

所蔵登録 

レコード修正の必要性 

登録終了 

（所蔵登録） 

同一参加組織で登録済 

(保存)

(修正)

(流用)

第

５

講
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2. 所蔵データ記入法 

2.1 所蔵データ 

雑誌所蔵レコードには三つの特徴的なフィールドがある。 

1. HLYR（所蔵年次データ） 

2. HLV（所蔵巻次データ） 

3. CONT（受入継続表示） 

2.2 所蔵データ記入の基本 

書誌レコードの VLYR フィールド(巻次・年月次に関する事項)の範囲を超えない。 

→ 第 5講 2.8 所蔵データと VLYR フィールド 

2.3 HLYR＝所蔵年次データ（必須 1） 

年次とは：  逐次刊行物を構成する個々の資料に対して，年代による順序付けを行う表示 

（記入の原則） 

HLYR：最古年次－最新年次  

 所蔵する資料の号の中から，年次が最も古い号と最も新しい号を選択し，それぞれの号に対

応する年次をハイフン（－）で結んで記入する。 

 4 桁の西暦紀年を，アラビア数字を使用して記入する（2桁のものは，4桁になおして記入す

る）。西暦紀年以外の年次表示（元号，イスラム暦等）をもつ号に対しては，西暦紀年に変

換して記入する。 

 中途に欠号が存在しても，データが連続していないことを示す必要はない。 

 所蔵する号の年次が同一年内に収まる場合（1号だけしか所蔵していない場合を含む）もその

同一年を二つ記入し，ハイフン（－）でつなぐ。 

 複数年にまたがる年次の場合は，「最古年次」には最も古い年を，「最新年次」には最も新

しい年を採用する。 

 

（記入の方法） 

(1) 中途に欠号が存在 

(例) 1961 年から 1992 年までのものを所蔵し，1967 年のものは所蔵しない場合 

○ HLYR: 1961-1992 

× HLYR: 1961-1966,1968-1992 

 

(2) 所蔵する号の年次が同一年内に収まる 

(例) 1995 年のもののみ所蔵する場合 

○ HLYR: 1995-1995 

× HLYR: 1995 
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(3) 複数年にまたがる年次 

(例) 1988/1989 年から 1990/1991 年のものを所蔵する場合 

○ HLYR: 1988-1991 

× HLYR: 1988/1989-1990/1991 

 

《注意事項》 

(1) アラビア数字とハイフン（－），セミコロン（；）以外の記号・文字は使うことができない。 

 ※セミコロン（；） → 第 5講 2.5 巻次変更がある場合 

(2) 出版年ではなく年次を記入する。年次と出版年とを混同しない。 

(3) 所蔵年次の範囲が，その資料の年次の範囲を超えないように注意する。 

 

 

  

 

 

 

正しい所蔵レコード登録例     VLYR に合わせて，分けて所蔵登録している 

 

 

 

 

 

間違った所蔵レコード登録例   変遷前誌に一括して所蔵登録している 

 

 

 

タイトル変遷 

HLYR：1990-1991 

HLV：1-8 

HLYR：1992-1993 

HLV：9-13 

HLYR：1990-1993 

HLV：1-13 

所蔵レコードなし 

VLYR:9 (1992)-13 (1993) 

書誌レコード 
（変遷後誌） 

VLYR:1 (1990)-8 (1991) 

書誌レコード 
（変遷前誌） 
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2.4 HLV＝所蔵巻次データ（必須 1） 

巻次とは： 逐次刊行物を構成する個々の資料に対して，番号等による順序付けを行う表示 

（記入の原則） 

 

 

 

 所蔵する最初の号から最新の号までの巻次を記入する。 

 所蔵している号の巻次を記入し，欠号巻次は記入しない。 

 巻次の小さいものから大きいものへと並べる。 

 データは，「巻レベル」と「号レベル」の 2階層（→ 補講 1「巻次・年月次の記入法」)で表

現する。 

 巻次データは巻レベルを基準として記入する。巻レベルの数字の後，その巻レベルに従属す

る号レベルの数字を括弧に収めて記入する。 

 号レベルでの欠号がない場合（＝完全巻）は，巻レベルのデータのみ記入する。号レベルの

記入は行わない。 

 号レベルの欠号がある場合は，「号レベルのデータを全て記入」，あるいは「丸括弧のみの

不完全巻表示」の二つの方法がある。 

 号レベルより下位レベルの所蔵については，記入しない。 

 

（記入の方法） 

(1) アラビア数字による記入 

 修飾語（「～巻」，「通巻～号」，「Vol.」，「No.」等）は除去して記入する。 

(例) 一巻二号  HLV: 1(2) 

   Vol. 3, no. 6 HLV: 3(6) 

 アラビア数字以外の表記によるものは，刊行順に従ってアラビア数字の連番に変換する。 

(例) 平成元年師走号 HLV: 1(12)   ※月刊の場合 

   1990 March  HLV: 1990(3) ※月刊の場合 

   昭和 54 年秋号 HLV: 54(3)   ※同一年が「春」ではじまる季刊の場合 

 創刊号や，1号の前の創刊準備号，あるいはそれに類似した表現のものが存在する場合は，こ

れを書誌的初号とみなして記入する。 

(例) 創刊号  HLV: 1(1)   ※次号が 1 巻 2 号の場合 

  創刊準備号 HLV: 0    ※次号が 1巻／号の場合 

 

Ｘ(Ｙ) 

巻レベル 号レベル
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 (2) 完全巻の表示 

一定の巻数を完全巻（「号レベル」の欠号が全くない巻）として所蔵する場合や，巻次が 1

階層の「巻レベル」のみの資料の場合，所蔵する巻の数字をカンマ（，）で区切って記入す

る。 

連続して所蔵している区間は，その区間の先頭数字と末尾数字とをハイフン（－）で結んで

記入する。 

(例) 1 巻から 6 巻を所蔵し，更に 8 巻を所蔵する場合（7巻は欠号） 

○ HLV: 1-6,8 

× HLV: 1,2,3,4,5,6,8 

(3) 不完全巻の表示 

不完全巻（「号レベル」の欠号が 1冊でもある巻）の場合は，次のいずれかの方法で所蔵状

況を記入する。 

A． 括弧内に実際に所蔵する号レベルの数字を列記する 

B． 号レベルの数字を記入せずに丸括弧だけを添える 

どちらの方法でも自由に選ぶことができるが，同じ所蔵レコード内で二つの方法を混在して

使うことはできない。 

(例) 2 巻 2 号，4号，及び 4 巻 3 号から 5 号を所蔵する場合 

○ HLV:2(2,4),4(3-5) … A の方法 

○ HLV:2(),4()  … B の方法 

× HLV:2(),4(3-5) … A，B いずれかに統一する 

また，Bの方法に限り，不完全巻ばかりで連続して所蔵している区間は，連続区間の先頭の

不完全巻表示と末尾の不完全巻表示とをハイフン（－）で結んで記入することができる。 

(例) 不完全巻で 1巻から 8 巻までと 10 巻を，完全巻で 9 巻を所蔵している場合 

○ HLV:1()-8(),9,10() 

× HLV:1(1)-8(4),9,10(7) 

(例) 完全巻で 1 巻から 3巻までと 5 巻を，不完全巻で 4 巻と 6 巻とを所蔵している場合

○ HLV:1-3,4(1-2),5,6(2) 

○ HLV:1-3,4(),5,6() 

× HLV:1(1)-4(2),5-6(2) 

A の方法で不完全巻同士をハイフンで結ぶことはできない。 

《注意事項》 

(1) アラビア数字とカンマ（，），ハイフン（－），セミコロン（；）（→ 第 5 講 2.5 巻次変更

がある場合），丸括弧（ ）によって記入する。 

(2) 書誌レコードの VLYR（巻次・年月次）データと対応させる。 

(3) 表示上の「巻」「号」と「巻レベル」「号レベル」とを混同しない。 

(4) ハイフンで結ぶことができるのは，次のケースに限る。 

号レベル相互 

完全巻相互 

括弧のみを添えた形の不完全巻相互 
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2.5 巻次変更がある場合 

(記入の方法) 

所蔵範囲内に巻次変更がある場合には，HLYR，HLV 双方のデータの巻次変更の位置にセミコロン（;）

を挿入する。セミコロンの前後に空白を入れる必要はない。 

（例）巻次変更前の 1 号(1990)から 3 号(1990)，さらに巻次変更後の 1 号(1991)から 12

号(1991)を所蔵する場合 （△は空白を示す） 

［書誌レコード］ 

VLYR: 1 号△(1990)-3 号△(1990)△;△1号△(1991)-12 号△(1991) 

［所蔵レコード］ 

HLYR: 1990-1990;1991-1991 

HLV: 1-3;1-12 

 

《注意事項》 

(1) 巻次変更のセミコロンの位置は，書誌レコードにおける VLYR フィールドでの位置と対応させ

る。 

(2) 以下の場合は，巻次変更とはみなさない。 

1) 「Vol.」「No.」などの呼称や，巻次体系の階層が変化するが，巻レベルの数値は一貫して

いる場合。 

（例） No. 3 の次に，Vol. 4, no. 1 がくる場合 

2) 他の逐次刊行物と巻次体系を共有しているために，その逐次刊行物としての巻次がとびと

びになる場合。 

3) 単なる誤植のために，巻次の数値が後退したり，反復したり，飛躍する場合。 

4) タイトルに「2nd Series」や「New Series」など，逐次刊行物全体に関わる番号付けが加

わったのを機に巻次が振り出しに戻った場合。（→第 2講 2.5 雑誌書誌レコードの作成単位） 

（例） New series になり新たな巻次が付けられた。 

  “Harvard library bulletin” Vol. 1, no. 1 (1947)-v. 36, no. 4 (1988) 
       “Harvard library bulletin. New series” Vol. 1, no. 1 (1990)- 
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2.6 CONT＝受入継続表示（必須 2） 

（記入の方法） 

資料を今後も継続して受け入れる予定がある場合は「＋」を記入する。 

（例）No.1(1971)から No.80(2011)までを所蔵し，今後も継続して受け入れる予定がある

場合 

HLYR: 1971-2011    HLV: 1-80   CONT:+ 

《注意事項》 

「＋」は継続所蔵を意味するものではない。従って，必ず所蔵する最新の号のデータまでを記入

した上で，CONT フィールドに「＋」を記入する。 

（例）No.1(1971)から No.80(2011)までを所蔵している場合 

○ HLYR: 1971-2011    HLV: 1-80   CONT:+ 

× HLYR: 1971-1971    HLV: 1      CONT:+ 

 

2.7 LOC＝配置コード （必須 2） 

LOC フィールドの配置コードは，設定されている場合は必須のデータである。ただし，設定されてい

ないため空値の場合もある。
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2.8 所蔵データと VLYR フィールド 

所蔵レコードを登録するときは，当該書誌の VLYR フィールド(巻次・年月次に関する事項)を参考に

記入する。 

HLYR（所蔵年次データ），HLV（所蔵巻次データ）は，どちらも VLYR の範囲で記録される。 

HLYR，HLV と VLYR には，以下のような違いがある。 

HLYR，HLV VLYR 

所蔵レコードのフィールドである。 書誌レコードのフィールドである。 

各参加組織固有のデータである。 共有データである。 

各参加組織が自館の所蔵状況に応じて記入できる。 原則として，初号や終号を所蔵している参加組織の

みが記入できる。 

各参加組織の所蔵している年次・巻次を記入する。 目録対象資料の初号と終号を記録する。 

年次は HLYR に，巻次は HLV に記入する。 巻次・年月次とも，VLYR に記入する。 

HLYR は，4桁の西暦紀年をアラビア数字を使用して

記入する。 

原則として，目録対象資料に表示されているとおり

に記録する。 

HLV は，アラビア数字で記入する。 原則として，目録対象資料に表示されているとおり

に記録する。 

(△は空白を示す) 

《注意事項》 

(1) HLYR，HLV と VLYR の記入法を混同しない。 

(2) VLYR に記述できる巻次・年月次は，原則として「初号」「終号」「巻次変更の直前・直後の巻

号」の 3 つである。 
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所蔵巻次（HLV）と所蔵年次（HLYR） 練習問題 

 
１．欠号なく所蔵している 〔年２回刊〕 
                                        HLV：               
                                        HLYR：              
 
    
２．欠号がある 〔年２回刊〕 
 
                                               HLV：               
                                               HLYR：              
 

３．欠号なく所蔵している（巻号 2 階層）  〔年４回刊〕 
 
  
  
                                                     HLV：               
                                                     HLYR：              
 
 

４．欠号がある（巻号 2 階層）  〔年４回刊〕 
 
 
 
 
 
 
 
                                                     HLV：               
                                                     HLYR：              
  
 【ポイント】 

 HLV,HLYR ともに所蔵最古号と所蔵最新号が両端にくる。 

 HLV は途中の書き方が問題→持ち具合（欠け具合）を示す。 

 2 階層表記の HLV については、完全巻と不完全巻の概念を理解して書く。 

 HLYR は、いかなる場合も「西暦 4桁」で。 

 HLYR には「欠号」を反映しない。 

 

1 号 
1998.1 

２号 
1998.6 

３号 
1999.1 

1 号 
1998.1 

2 号 
1998.6 

4 号 
1999.5

1 巻 1 号  

 1 巻 2 号  

 1 巻 3 号  

 1 巻 4 号  

（1999 年） 

2 巻 1 号  

 2 巻 2 号  

 2 巻 3 号  

 2 巻 4 号  

（2000 年）

3 巻 1 号 

3 巻 2 号 

 3 巻 3 号 

 3 巻 4 号 

（2001 年）

1 巻 1 号  

 1 巻 2 号  

 1 巻 3 号  

 1 巻 4 号  

（1999 年） 

2 巻 1 号  

 2 巻 2 号  

 
2 巻 4 号 

（2000 年）

3 巻 1 号 

 3 巻 2 号 

 3 巻 3 号 

（2001 年）

4 巻 1 号 

 4 巻 2 号 

 4 巻 3 号 

 4 巻 4 号 

（2002 年）

5 巻 1 号  

 5 巻 2 号  

 5 巻 3 号  

 5 巻 4 号  

（2003 年） 
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例題１ 「コンピュータソフトウェア」1巻 1号(1984)～16 巻 1 号(1999)の所蔵を登録する。 

 
〔情報源〕 
 
 
 16 巻１号 表紙 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

継続受入予定：有 

1999 年 1 月 18 日発行 第 16 巻・第 1 号 隔月刊・年 6 回(1,3,5,7,9,11 月)発行 
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例題 1の目的 

 

 書誌レコードが既に総合目録データベースに存在する場合の，所蔵登録の手順を理解する。 

 所蔵の新規登録について理解する。 

 所蔵レコードの記入方法を理解する。 

 

操作の流れ 

 

(1) 書誌検索 

求める書誌レコードが総合目録データベースにヒットする。レコードを表示させる。 

 
(2) 書誌確認（同定） 

情報源と照らし合わせて求める書誌レコードであり，かつ修正の必要がないことを確認する

（ここでは，タイトル，責任表示，出版者，初号の巻次・年月次が一致するので，該当レコ

ードであると確認できる）。 

この場合には，所蔵レコードのみを登録することになる。 

 

(3) 所蔵登録 

所蔵レコードを編集し，登録する。 

 

(4) 登録終了 
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操作例 

 

 

 

検索キーを入力して，検索を行 

い，総合目録データベース中に

見つかった書誌レコードを詳

細表示させる。 

 

 

求める書誌レコードであり，内

容の確認の結果，書誌修正の必

要なし，と判断する。 

所蔵登録に移行する。 

 

必ず手元の資料と照らし合わせ

て，書誌レコードの内容を確認す

ること。 

 

 

 

所蔵新規作成画面が表示され

るので，所蔵データを入力する。 

 

 

 

入力後，保存する。 

書誌検索 

書誌確認 

所蔵登録 

HLYR，HLV は必須 

LOC は参加組織によっては必須 

CONT は今後の受け入れ予定によっては必須 

LOC: 書庫 

HLYR: 1984-1999 

HLV: 1-15,16(1) 

CONT: + 
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例題 2 「コンピュータソフトウェア」の 16 巻 2 号(1999)～28 巻 1 号(2011)までを登録する。 

 
〔情報源〕 
 

28 巻 1 号 表紙 

 
 
 

継続受入予定：有 
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例題 2の目的 

 
 所蔵の更新（修正）について理解する。 

 所蔵レコードの記入方法を理解する。 

 
操作の流れ 

 
(1) 書誌検索 

求める書誌レコードが総合目録データベースにヒットする。レコードを表示させる。 

 

(2) 書誌確認（同定） 

既に所蔵を登録している書誌レコードであることを確認する。 

書誌レコードの内容を確認し，刊行頻度の変更等に注意する。 

 

(3) 所蔵修正 

既存の所蔵レコードを修正し，登録する。 

 

(4) 登録終了 
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操作例 

 
 

 

 書誌を検索し，書誌レコード

を詳細表示させる。 

 

 

 

 

 

書誌確認する。（注記をみると，

刊行頻度が季刊に変更になっ

ていることが分かる。） 

所蔵登録に移行する。 

 

 

 

 

前回登録した所蔵レコードが

簡略表示されるので，詳細画面

を表示させる。 

 

 

所蔵レコードの修正を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

最新の所蔵状況にデータを更

新し，所蔵レコードを保存する。 

 

 

 

 

 

 

書誌検索 

書誌確認 

登録終了 

所蔵登録 

LOC: 書庫 

HLYR: 1984-2011 

HLV: 1-27,28(1) 

CONT: + 
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例題 3 「クボタ技報」の 1巻 1 号(昭 51) ～7 巻 1 号(昭 57) ，14 号(昭 58)～22 号（1989）

を登録する。 

 
〔情報源〕 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

7 巻 1号 奥付 

14 号 表紙 

7 巻 1号 表紙 

14 号 奥付 

ISSN 0385-292X 

ISSN 0385-292X 
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例題 3の目的 

 
 巻次変更がある場合の所蔵レコードの記入方法を理解する。 

 
操作の流れ 

 
(1) 書誌検索 

求める書誌レコードが総合目録データベースにヒットする。レコードを表示させる。 

 
(2) 書誌確認（同定） 

情報源と照らし合わせて求める書誌レコードであり，かつ修正の必要がないことを確認する

（この書誌レコードの巻次・年月次(VLYR フィールド)を見ると，7巻 1号から 14 号に確かに

巻次変更していることが分かる）。 

この場合には，所蔵レコードのみを登録することになる。 

 
(3) 所蔵登録 

所蔵レコードを編集し，登録する。 

 

(4) 登録終了 
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操作例 

 

 

 

書誌検索を行い，書誌レコードを詳

細表示させる。 

 

 

 

書誌確認後，所蔵登録に移行する。 

 

 

 

 

 

 

 

所蔵データを入力する。 

 

 

 

 

 

 

所蔵レコードを保存する。 

 

 

 

書誌検索 

書誌確認 

所蔵登録 

登録終了 
LOC: 書庫 

HLYR: 1976-1982;1983-1989 

HLV: 1-7;14-22 

巻次変更がある場合は，HLV，HLYR 

双方の巻次変更部分にセミコロン 

(;)を挿入する。 
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例題 4 「クボタ技報」に対して登録した所蔵レコードを削除する。 

 
例題 4の目的 

 
 所蔵レコードの削除方法を理解する。 

 
操作の流れ 

 
(1) 書誌検索 

削除すべき所蔵レコードが登録されている書誌レコードを書誌レコード IDから検索する。総

合目録データベースに 1件ヒットし，詳細表示される。 

 

(2) 書誌確認（同定） 

該当する書誌レコードであるか確認する。 

 

(3) 所蔵確認（同定）・削除 

削除すべき所蔵レコードを詳細表示させ確認した後，削除する。 

 

(4) 削除終了 

 
＊必要に応じて＊ 

(5) 確認（書誌検索 → 所蔵検索） 

本当に所蔵レコードが削除されているか，確認する。 
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操作例 

 

 

削除したい所蔵レコードがリ

ンクしている書誌レコードを

検索し，詳細表示させる。 

検索したいレコードの書誌レコー

ド ID が判明している時は，書誌レ

コード ID からの検索が有効であ

る。 

 

 

 

 

 

 

所蔵削除を行う場合も，書誌詳

細表示画面から所蔵登録作業

へ移行する。 

 

 

 

 

 

 

 

前回登録した所蔵レコードの

詳細画面を表示させる。 

 

 

 

 

 

 

  

書誌検索 

書誌確認 

所蔵確認 

ID: AN00314367 
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所蔵レコー ドを削除する。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

削除を確認するために，書誌レ

コードの詳細表示から所蔵館

を表示する。 

 

自館所蔵を表示する。 

 

 

確かに自館の所蔵が削除され

たことが確認できる。 

 

 

 

所蔵削除 

削除終了 

確認終了 

確認 

削除したレコードは元に戻せ 

ないので，充分に確認してから 

行うこと。 
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1. 書誌流用入力の手順 

総合目録データベースに一致レコードが存在せず，次のような場合には，書誌流用入力を行う。 

(1) 参照ファイルに一致／類似レコードが存在する場合 

(2) 総合目録データベースに類似レコードが存在する場合 

書誌流用入力の流れを示す。 

具体的な画面名称やコマンド，操作方法はクライアントによって異なるが，登録の流れは同様であ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            

 

 

総合目録データベースに類似レコードがヒット 参照ファイルに一致／類似レコードがヒット 

書誌検索 

リンク形成* 

＊ 該当する著者名典拠レコードが総合目録

データベースにない場合は，流用／新規

入力する。     → 第 7 講 例題 11 

（流用） 

（リンク確定・リンク中断） 

（所蔵登録） 

（保存） 

（リンク） 

書誌確認 書誌確認 

書誌登録 

所蔵登録 

登録終了 

著者名典拠レコード 

国立情報学研究所へ報告 

第

６

講
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2. 書誌流用入力の概念 

2.1 概念図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

フォーマット変換 

対応するフィールドに機械的に変換しており，データ内容は必ずしも「目録情報の基準」に合致

しない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

流用入力 

総合目録データベースで採用する目録規則，「目録情報の基準」等に合わせてデータ内容を修正

する。 

参照ファイルのレコ

ード 

251 $A 書協 
251 $B 日本書籍出版協会会報 
251 $F 日本書籍出版協会//〔編〕 
261 $A Bulletin of Japan Book Publishers Association# 
267 $A No. 1（昭和 62 年 1 月）～# 
270 $A 東京 
270 $B 日本書籍出版協会 
270 $D 1987-# 
275 $A 冊 
275 $B 26cm# 
350 $A 「日本書籍出版協会会報」の改題# 
551 $A ｼｮｷｮｳ 

：

JPMARCS  
<HP0055425X> CRTDT:19900113 RNWDT:19900113  
GMD: SMD: YEAR:1987 CNTRY:ja TTLL:jpn TXTL:jpn ORGL:  
REPRO: PSTAT:c FREQ:m REGL: TYPE:p  
ISSN:09133631 CODEN: NDLPN:00055425 LCCN: ULPN: GPON:  
TR:書協 : 日本書籍出版協会会報 / 日本書籍出版協会[編]||ショキ
ョウ : ニホン ショセキ シュッパン キョウカイ カイホウ  
VLYR:No.1(昭 62 年 1 月)-  
PUB:東京 : 日本書籍出版協会 , 1987-  
PHYS:冊 ; 26cm  
VT:OH:Bulletin of Japan Book Publishers Association||Bulletin of 
Japan Book Publishers Association  
NOTE:「日本書籍出版協会会報」の改題  
AL:日本書籍出版協会||ニホン ショセキ シュッパン キョウカイ  

：

SERIAL  
<AN10135331> CRTDT:19900214 RNWDT:19950512 
GMD:   SMD:   YEAR:1987  CNTRY:ja  TTLL:jpn  TXTL:jpn  ORGL: 
PSTAT:c  FREQ:m  REGL:r  TYPE:p 
ISSN:09133631 CODEN: NDLPN:00055425 LCCN: ULPN: GPON:  
TR:書協 : 日本書籍出版協会会報 = Bulletin of Japan Book 
Publishers Association /  日本書籍出版協会 [編]|| ショキョウ :
 ニホン ショセキ シュッパン キョウカイ カイホウ 
VLYR:No. 1 (昭 62.1)- 
PUB:東京 : 日本書籍出版協会 , 1987- 
PHYS:冊 ; 26cm 
FID:40115000 
BHNT:CF:日本書籍出版協会会報 / 日本書籍出版協会<AN00364401> 
AL:日本書籍出版協会||ニホン ショセキ シュッパン キョウカイ 
<DA00243217> 

： 

MARC 

総合目録データベー

スのレコード 
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2.2 全体的な注意点 

 参照ファイル（JPMARCS， USMARCS）に求める書誌レコードがヒットした場合，それをそのま

まの形で総合目録データベースに登録してはならない。 

 必ず手元の情報源と照らし合わせて，全てのフィールドについて総合目録データベースの入

力基準と合致しているか確認する。 

 合致しない場合は，必要に応じて追加・修正・消去等の作業を行う。 

 

2.3 記述文法  → 付録 2「データ記述文法（抜粋）」，又は「コーディングマニュアル」参照 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

△は空白 1個をあらわす。 

下線部（    ）は必ず記述しなければならない（入力レベル＝必須 1）フィールドをあらわ

す。 

TR,VT,AL,SH には，それぞれ対応する「その他のヨミ」を入力することもできる（ただし，

多言語対応クライアントでのみ，表示・編集が可能）。 

 

<書誌レコード ID>    CRTDT:ﾚｺｰﾄﾞ作成日付         RNWDT:最終ﾚｺｰﾄﾞ更新日付 

GMD:一般資料種別ｺｰﾄﾞ SMD:特定資料種別ｺｰﾄﾞ  YEAR:刊年  CNTRY:出版国ｺｰﾄﾞ 

TTLL:本ﾀｲﾄﾙの言語ｺｰﾄﾞ  TXTL:本文の言語ｺｰﾄﾞ   ORGL:原本の言語ｺｰﾄﾞ  REPRO:複製ｺｰﾄﾞ   

PSTAT:出版状況ｺｰﾄﾞ FREQ:刊行頻度ｺｰﾄﾞ REGL:定期性ｺｰﾄﾞ  TYPE:逐次刊行物のﾀｲﾌﾟｺｰﾄﾞ 

ISSN:国際標準逐次刊行物番号  XISSN:取消/無効 ISSN   

CODEN:CODEN  LCCN:LC 管理番号 NDLPN:NDL 雑誌番号 ULPN:ULP 番号  GPON:GPO 番号 

TR: 本タイトル△:△タイトル関連情報△/△責任表示||タイトルのヨミ 

ED: 版 

VLYR: 初号巻次△(初号年月次)－終号巻次△(終号年月次) 

PUB: 出版地△:△出版者△,△初号出版日付－終号出版日付 

PHYS: 数量△;△大きさ 

VT: その他のタイトルの種類コード:その他のタイトル||その他のタイトルのヨミ 

NOTE: 注記 

PRICE: 価格 

FID: 変遷ファミリーID   ＊国立情報学研究所でのみ記入する 

BHNT: 変遷タイプ:前後誌タイトル <前後誌の書誌レコード ID>  ＊国立情報学研究所でのみ記入する 

AL: 著者標目||著者標目のヨミ△<著者名典拠レコード ID> 

SH: 件名標目表の種類:件名||件名のヨミ//件名の種類 

IDENT: アクセス先に関する事項 
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例題 5 「スポーツ史研究」1号(昭 63)～2 号(平 1)を登録する。 

〔情報源〕 
１号（初号） 表紙 １号（初号） 裏表紙 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1 号（初号）奥付 2 号 表紙 

 
 

昭和 63 年 3 月 1 日 印刷 
昭和 63 年 3 月 1 日 発行 

編集発行者  岸野 雄三 
印刷所     株式会社  杏林舎 
         〒114 東京都北区西ヶ原 3-46-10 
               電話  910‐4311（代） 
発行所     スポーツ史学会 
          事務局 〒153 東京都目黒区駒場 3‐8‐1 
               東京大学教養学部体育科 
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刊行頻度：年刊 

定期性：定期 

逐次刊行物のタイプ：定期刊行物 

本文の言語：日本語 

大きさ：26cm 

継続受入予定：無 

（非売品） ISSN 0915-1273 
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例題 5の目的 

 

 流用入力により，新たに書誌レコードを作成する場合の手順を理解する。 

 書誌レコードの記述文法を習得する。 

 初号による書誌登録時の注意事項について理解する。 

 JPMARCS からの流用入力時の注意事項について理解する。 

 
操作の流れ 

 

(1) 書誌検索 

総合目録データベースには求める書誌レコードがヒットしない（ただし，何度も検索キーを

変えて検索する必要がある）。 

JPMARCS に求める書誌レコードがヒットする。 

JPMARCS のレコードを表示させる。 

 

(2) 書誌確認（同定） 

データ内容を確認し，JPMARCS のレコードを流用して新たに書誌レコードを作成することに

する。 

現物に照らし合わせてデータを編集するため，全く一致する書誌レコードであるかどうかの

判断をする必要はない。 

 

(3) 書誌登録 

書誌レコードの流用入力の手続きをとる。書誌レコードを正しく編集する。 

初号による登録なので，出版開始年，初号巻次・年月次，初号出版日付等，もれなく記入す

る。 

 

(4) リンク形成 

著者名リンクを形成する（著者名リンクフィールドが存在する場合は可能な限りリンク形成

を行う）。 

 

(5) 所蔵登録 

新たに所蔵レコードを作成し，登録する。 

 

(6) 登録終了 

実際の業務では，郵送または FAX または E-mail にて，国立情報学研究所への報告（新規作成）

を行う。 
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操作例 

 

 

書誌検索を行う。 

 

 

 

JPMARCS の書誌レコードがヒッ

トする。 

 

他の検索キーでも検索してみて，

本当に SERIAL にないか確認する。 

 

このレコードが求める書誌レ

コードかどうかを確認の後，流

用入力作業へ移行する。 

 

 

 

書誌流用作成画面が表示され

る。 

手元の資料をもとに，各データ

の見直しと修正・追加を行う。 

（→ 付録 4「コード表(抜粋)」） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

書誌検索 

書誌確認 

書誌登録 

REGL: r 

フィールド名（群）をク

リックすると下部に修

正エリアが表示される。 

入力・修正後，｢設定｣

ボタンをクリックす

ると，書き換えが行

われる。 
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書誌記述が総合目録データベ

ースの基準に合致しているか，

必ず全データについて確認す

る。 

 

書誌記述は，資料現物で確認でき

ることを最優先する。 

 

参照ファイルには記入されているが

現物で確認できないデータは，削除

するかNOTEフィールドに移す。 

 

 

 

 

VT フィールドのコードを修正

する。 

（→付録 10「その他のタイトル」） 

 

 

 

 

 

AL の修正画面を表示する。 

 

 

 

 

リンク形成 

TRD: スポーツ史研究△/△スポーツ史学会△[編] 

VLYR: 1 号△(昭 63)- 

VTK: BC 

VTR:                       

WebUIP では，修正画面

の「リンク」ボタンを

クリックすることで，

リンク形成作業に移行

する。
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検索した著者名典拠レコードを詳細表

示する。 

 

著者名典拠レコードが適当でない場合， 

検索キーを変えて再度検索を行う。 

 

 

 

 

このレコードが求める典拠レコードか

確認したら，書誌レコードとリンクさ

せる。 

 

 

 

 

 

標目は，著者名典拠レコードの

HDNG フィールドの標目形に書き換

えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

AID フィールドに著者名典拠レコ

ード ID が埋め込まれ，著者名典拠

レコードとのリンクが形成されて 

いることが確認できる。 

 

  

 

WebUIP では，リンク元書

誌レコードの AHDNG フィ

ールド中のデータをもと

に検索が行われる。 

WebUIP では，「リ

ンク確定」ボタン

をクリック。 
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所蔵登録作業に移る。 

 

 

 

 

所蔵データを記入し，所蔵レコード

を保存する。 

 

 

 

 

 

 

このあと，登録した書誌レコードの

画面コピーに情報源箇所のコピーを

添付して，国立情報学研究所宛に送

付する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  初号あり と 初号なし 

 

 初号に基づく記述と，初号以外の号による記述は，記入できる項目が異なる。 

 YEAR 
(出版開始年) 

VLYR 
(初号巻次・年月次) 

PUB 
（初号出版日付） 

NOTE 
（注記） 

初号あり 
 

○ ○ ○  

初号なし 推定 
(例)199-， 20-- 

× × 記述の根拠 
（例）記述は 3 号 (1989)による 

 

所蔵登録 

登録終了 

LOC: 書庫 

HLYR: 1988-1989 

HLV: 1-2 

CONT:  

作成した書誌レコード ID メモ欄 
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例題 6 「武田氏研究」3 号 (1988)を登録する。 

 

〔情報源〕 

表紙 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

武 

田 

氏 

研 

究       

第
三
号 

 

発
行
日  

一
九
八
八
年
十
二
月
一
日 

編
集
・発
行  

武
田
氏
研
究
会 

（
会
長 

磯
貝
政
義
） 

〒
四
〇
四 

山
梨
県
塩
山
市
小
屋
敷
二
二
八
○ 

電
話 

〇
五
五
三
―
三
三
―
四
五
六
〇 

刊行頻度：年 3回刊 

定期性：定期 

逐次刊行物のタイプ：定期刊行物 

本文の言語：日本語 

大きさ：21cm 

継続受入予定：無 

奥付 
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例題 6の目的 

 
 流用入力の手順を理解する。 

 書誌レコードの記述文法を習得する。 

 初号以外の号による書誌登録時の注意事項について理解する。 

 JPMARCS からの流用時の注意事項について理解する。 

 
操作の流れ 

 

(1) 書誌検索 

総合目録データベースには求める書誌レコードがヒットしない（ただし，何度も検索キーを

変えて検索する必要がある）。 

JPMARCS に求める書誌レコードがヒットする。 

JPMARCS の書誌レコードを表示させる。 

 

(2) 書誌確認（同定） 

データ内容を確認し，JPMARCS の書誌レコードを流用して新たに書誌レコードを作成するこ

とにする。 

現物に照らし合わせてデータを編集するため，全く一致する書誌レコードであるかどうかの

判断をする必要はない。 

 

(3) 書誌登録 

書誌レコードの流用入力手続きをとる。書誌レコードを正しく編集する。 

初号以外の号による登録なので，記入できる部分，できない部分について注意する。 

特に「記述の根拠号」についての注記は，忘れずに記入する。 

 

(4) リンク形成 

著者名リンクを形成する（著者名リンクフィールドが存在する場合は可能な限りリンク形成

を行う）。 

 

(5) 所蔵登録 

新たに所蔵レコードを作成し，登録する。 

 

(6) 登録終了 

実際の業務では，郵送または FAX または E-mail にて，国立情報学研究所への報告（新規作成）

を行う。 
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操作例 

 

 

 

書誌検索を行う。 

 

JPMARCS の書誌レコードがヒットする。 

 他の検索キーでも検索してみて， 

 本当にSERIALにないか確認する。 

 

 

 

 

このレコードが求める書誌レ

コードかどうかを確認の後，流

用入力作業へ移行する。 

 

 

 

各データの見直しと修正・追加を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

書誌検索 

書誌確認 

書誌登録 

書誌記述が総合目録データベースの

基準に合致しているか，必ず全データ

について確認する。 

 

書誌記述は，資料現物で確認できるこ

とを最優先する。参照ファイルには記

入されているが現物で確認できない

データは，削除するか注記（NOTE フ

ィールド）に移す。 

初号がない場合には，初号出版日付

（PUB フィールド），初号巻次・年月

次（VLYR フィールド）は記入できな

い。代わりに，何号に基づいて記述し

たかを注記（NOTE フィールド）に明

記する。 

 

 

YEAR: 198- 

REGL: r 

ISSN:09148302 

TR: 武田氏研究△/△武田氏研究会△[編集] 

VLYR:                            

PUBDT:               

NOTE: 記述は 3号△(1988.12.1)による 

NOTE: JPMARCS による巻次・年月次:△1号△(1988.2.1)-
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著者名典拠レコードとリンク

形成を行う（手順省略）。 

 

著者名リンク形成については，第 6

講 例題 5を参照のこと。 

 

 

 

 

 

所蔵データを記入し，保存する。 

 

 

 

 

 

このあと，登録した書誌レコー

ドの画面コピーに情報源箇所

のコピーを添付して，国立情報

学研究所宛に送付する。 

 

 

 

 

所蔵登録 

登録終了 

リンク形成 

LOC: 書庫 

HLYR: 1988-1988 

HLV: 3

作成した書誌レコード ID メモ欄 
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5. 和雑誌流用入力時の主な注意事項 

 
項目 注意事項 

書誌レコード作成単位 個別タイトル記入方式に JPMARCS もほぼ準拠。ただし，タイトル変遷の判定基準の相違

等により，書誌レコード作成単位そのものが異なっているケースや一括タイトル記入方

式に近い形式を部分的に採用しているケースがある。 

基準とする号 JPMARCS では責任表示，出版事項等に変更があったときは変更後のデータを記入する。

SERIALでは初号に基づき，変更後のデータは注記にまわすので修正が必要なケースあり。

JPMARCS に初号についてのデータがある場合でも，初号現物が手元にない場合には，記

述は所蔵する最古の号に基づいて行うこと。その際基準とした号について注記する必要

あり。 

コード 

ブロック 

SERIAL と JPMARCS のコード体系が異なっている，JPMARCS に該当コードが存在しない，

付与ルールが異なる等のケースあり。表示データがそのまま使用できないことも多いの

で，現物等で再度確認。 

タイトル及び責任表示に

関する事項（TR） 

JPMARCS では，タイトル関連情報のヨミがないことが多い。 

巻次・年月次（VLYR） 初号・終号・巻次変更の直前，直後の号のいずれかを所蔵していない場合，JPMARCS に

データが存在していても，所蔵していない部分の巻次・年月次の記入不可。 

SERIAL の記述文法，記入の慣例に従って修正。 (→ 付録 2「データ記述文法(抜粋)) 

巻次形式の優先順位，巻次変更の基準等，異なることがあるので SERIAL の基準に従って

修正。 

出版に関する事項（PUB） 初号・終号のいずれかを所蔵していない場合には，所蔵していない部分の出版日付の記

入不可。 

その他のタイトル（VT） JPMARCS には「その他のタイトルの種類」コードは存在しない。付与されているコード

は JPMARCS のタグに対応した便宜的なものである。 

SERIAL における「その他のタイトルの種類」コードは，情報源（初号あるいは所蔵する

最古の号）上の表示箇所に対応して付与するのが基本。現物で確認。 

注記（NOTE） JPMARCS においては記述内容の異なる一般注記をひとつのフィールドに羅列して記入し

ているケースあり。その際複数の NOTE フィールドに分割する必要がある。 

JPMARCSにおける変遷注記はSERIALにおける変遷関係用語とは異なる用語体系を使用し

ているので誤解の無いようにすること。 

著者名リンク(AL) 姓と名がついた形になっているのでカンマ，スペースを挿入。 

団体名で，下部組織名を含んだ形である場合，上部組織名と下部組織名とのあいだにピ

リオドが入っているのでトルツメ。 
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JPMARCSの書誌レコード 
 

総合目録データベースの基準では別書誌を作成すべきだが，1書誌になっている

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

SERIALの書誌レコード 
 

個別タイトル記入方式に従って別書誌とし，変遷マップが作成されている 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

JPMARCS  
<HP00032141> CRTDT:19900313 RNWDT:19900313  
GMD: SMD: YEAR: CNTRY:ja TTLL:jpn TXTL:jpn ORGL:  
REPRO: PSTAT:c FREQ:a REGL: TYPE:p  
ISSN:02881861 XISSN:02891069 CODEN: NDLPN:00003214 LCCN: ULPN: GPON:  
TR:外国語研究||ガイコクゴ ケンキュウ  
PUB:[ ] : 愛知教育大学英語研究室  
VT:OH:Studies in foreign languages & literature.||Studies in foreign languages and literature 
VT:AD:英語英文学報||エイゴ エイブンガクホウ  
NOTE:誌名:4 号まで 英語英文学報  

SERIAL  
<AN00020708> CRTDT:19850830 RNWDT:19990201  
GMD: SMD: YEAR:1960 1965 CNTRY:ja TTLL:jpn TXTL:jpn ORGL:  
REPRO: PSTAT:d FREQ: REGL: TYPE:  
ISSN:02881861 XISSN:02891069 CODEN: NDLPN:00003214 LCCN: ULPN:0016330007 GPON:  
TR:英語英文学報 / 愛知学芸大学英語英文学会 [編]||エイゴ エイブンガクホウ  
VLYR:創刊号 (昭 35.11)-4 号 (昭 40.12)  
PUB:岡崎 : 愛知学芸大学英語英文学会 , 1960-1965 
VT:VT:英語英文学報||エイゴ エイブン ガクホウ  
FID:10014600  
BHNT:CS:外国語研究 / 愛知教育大学英語研究室 <AN00035705>  
  ： 

SERIAL  
<AN00035705> CRTDT:19850830 RNWDT:19990201  
GMD: SMD: YEAR:1967 CNTRY:ja TTLL:jpn TXTL:jpn ORGL:  
REPRO: PSTAT:c FREQ:a REGL:r TYPE:  
ISSN:02881861 CODEN: NDLPN:00003214 LCCN: ULPN:0028040003 GPON:  
TR:外国語研究 / 愛知教育大学英語研究室 [編]||ガイコクゴ ケンキュウ  
VLYR:5 号 (1967.7)-  
PUB:刈谷 : [愛知教育大学英語研究室] , [1967]-  
PHYS:冊 ; 21cm  
VT:BC:Studies in foreign languages & literature  
VT:VT:愛知教育大学外国語研究||アイチ キョウイク ダイガク ガイコクゴ ケンキュウ  
NOTE:責任表示及び出版者変更: 愛知教育大学英語研究室→愛知教育大学英語英文学会→愛知教
育大学外国語教室→愛知教育大学外国語研究室→愛知教育大学外国語教室  
FID:10014600  
BHNT:CF:英語英文学報 / 愛知学芸大学英語英文学会 <AN00020708>  
： 
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例題 7 「Performance evaluation」Vol. 1, no. 1 (1981) ～ no. 4 (1981) を登録する。 

〔情報源〕 
Vol. 1, no. 1 表紙 Vol. 1, no. 1 標題紙 

 

刊行頻度：quarterly   定期性：定期    逐次刊行物のタイプ：定期刊行物 

本文の言語：英語     ISSN：01665316   出版地：Amsterdam  

大きさ：27cm       挿図：有り    

継続受入予定：無      出版年：1981 

 

Volume1.Number1 

January1981 

Vol. 1, no. 1 

奥付 
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例題 7の目的 

 

 流用入力により，新たに書誌レコードを作成する場合の手順を理解する。 

 書誌レコードの記述文法を習得する。 

 初号による書誌登録時の注意事項について理解する。 

 USMARCS からの流用時の注意事項について理解する。 

 

操作の流れ 

 

(1) 書誌検索 

総合目録データベースには求める書誌レコードがヒットしない（ただし，何度も検索キーを

変えて検索する必要がある）。 

USMARCS に求める書誌レコードがヒットする。 

USMARCS の書誌レコードを表示させる。 

 

(2) 書誌確認（同定） 

データ内容を確認し，USMARCS の書誌レコードを流用して新たに書誌レコードを作成するこ

とにする。 

現物に照らし合わせてデータを編集するため，全く一致する書誌レコードであるかどうかの

判断をする必要はない。 

 

(3) 書誌登録 

書誌レコードの流用入力の手続きをとる。書誌レコードを正しく編集する。 

初号による登録なので，出版開始年，初号巻次・年月次，初号出版日付など，もれなく記入

する。 

（著者名リンクフィールドにデータが存在しないため，リンク形成の必要はない。） 

 

(4) 所蔵登録 

新たに所蔵レコードを作成し，登録する。 

 

(5) 登録終了 

実際の業務では，郵送または FAX または E-mail にて，国立情報学研究所への報告（新規作成）

を行う。 
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操作例 

 

 

書誌検索を行う。 

USMARCS の書誌レコードが 1件

ヒットする。 

他の検索キーでも検索してみて，

本当に SERIAL にないか確認する 

 

 

このレコードが求める書誌レ

コードかどうかを確認の後，流

用入力作業へ移行する。 

 

 

 

各データの見直しと修正・追加

を行う。 

 

書誌記述が総合目録データベース

の基準に合致しているか，必ず全

データについて確認する。 

 

書誌記述は，資料現物で確認でき

ることを最優先する。参照ファイ

ルには記入されているが現物で確

認できないデータは，削除するか

注記（NOTE フィールド）に移す。 

 

 

 

必要なデータを記入したのち，

所蔵レコードを保存する。 

 

 

このあと，登録した書誌レコードの

画面コピーに情報源箇所のコピーを

添付して，国立情報学研究所宛に送

付する。 

書誌検索 

書誌確認 

書誌登録 

所蔵登録 

登録終了 

TXTL: eng 

FREQ: q 

REGL: r 

TRD: Performance evaluation△:△an 

international journal 

VLYR: Vol.△1,△no.△1△(Jan.△1981)- 

LOC: 書庫 

HLYR: 1981-1981 

HLV: 1 

作成した書誌レコード ID メモ欄 
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例題 8 「British journal of herpetology」 Vol.6,no.4(1981)～v. 6,no.12(1985)(終号）

を登録する。 

〔情報源〕 

Vol. 6, no. 4 標題紙 Vol. 6, no. 4 エディトリアル・ページ 

刊行頻度：twice a year 

定期性：定期 

逐次刊行物のタイプ：定期刊行物 

本文の言語：英語 

出版者：British Herpetological Society 

大きさ：25cm 

挿図：有り 

Vol. 6, no. 12（＝終号）標題紙 Vol. 6, no. 12（＝終号）標題紙裏

June 1985 
ISSN 0007-1056
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例題 8の目的 

 
 流用入力により，新たに書誌レコードを作成する場合の手順を理解する。 

 書誌レコードの記述文法を習得する。 

 初号以外の号による書誌登録時の注意事項について理解する。 

 USMARCS からの流用時の注意事項について理解する。 

 タイトル変遷のある資料の扱いについて理解する。 

 
操作の流れ 

 

(1) 書誌検索 

総合目録データベースには求める書誌レコードがヒットしない（ただし，何度も検索キーを

変えて検索する必要がある）。 

USMARCS に求める書誌レコードがヒットする。 

USMARCS の書誌レコードを表示させる。 

 

(2) 書誌確認（同定） 

データ内容を確認し，USMARCS のレコードを流用して新たに書誌レコードを作成することに

する。 

現物に照らし合わせてデータを編集するため，全く一致する書誌レコードであるかどうかの

判断をする必要はない。 

 

(3) 書誌登録 

書誌レコードの流用入力の手続きをとる。書誌レコードを正しく編集する。 

初号以外の号による登録なので，記入できる部分，できない部分について注意する。 

特に「記述の根拠号」についての注記は，忘れずに記入する。 

終号も所蔵しているので，出版終了年，終号巻次・年月次，終号出版日付，出版状況コード

の記入も行う。 

 

(4) リンク形成 

著者名リンクを形成する（著者名リンクフィールドが存在する場合は可能な限りリンク形成

を行う）。 

 

(5) 所蔵登録 

新たに所蔵レコードを作成し，登録する。 

 

(6) 登録終了 

実際の業務では，郵送または FAX または E-mail にて，国立情報学研究所への報告（新規作成

及び，変遷確認）を行う。 
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操作例 

 

 

書誌検索を行う。 

USMARCS の書誌レコードがヒット

する。 

他の検索キーでも検索してみて，本当に

SERIAL にないか確認する 

 

 

このレコードが求める書誌レコー

ドかどうかを確認の後，流用入力

作業へ移行する。 

 

 

各データの見直しと修正・追加を

行う。 

書誌記述が総合目録データベース

の基準に合致しているか，必ず全

データについて確認する。 

書誌記述は，資料現物で確認できること

を最優先する。参照ファイルには記入さ

れているが現物で確認できないデータ

は，注記（NOTE フィールド）に移すか削

除する。 

 

初号がない場合には，初号出版日付（PUB

フィールド），初号巻次・年月次（VLYR

フィールド）は記入できない。 

代わりに，何号に基づいて記述したかを

注記（NOTE フィールド）に明記する。 

 

終号がある場合は，出版終了年(YEAR2 フ

ィールド)，出版状況コード(PSTAT フィー

ルド)，終号巻次・年月次(VLYR フィール

ド)，終号出版日付(PUB フィールド)を記

入することができる。 

書誌検索 

書誌確認 

書誌登録 

YEAR1: 19--      YEAR2: 1985 

TXTL: eng     PSTAT: d 

VLYR: -v.△6,△no.△12△(June△1985) 

PUBDT: -1985 

PHYS: v.△:△ill.△;△25△cm 

NOTE: Description based on:△Vol.△6,△no.△4

△(June△1981) 

NOTE: VLYR of USMARCS:△Vol.△1-6,△no.△12;

△June△1948-June△1985 
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変遷前後誌のレコードが総合目録

データベースにある場合は，変遷

注記用データシートを作成する。 

 

 

 

 

 

 

著者名典拠レコードとリンク

形成を行う。 (手順省略 →第 6

講例題 5参照) 

 

 

 

必要なデータを記入したのち，

所蔵レコードを保存する。 

 

 

このあと，登録した書誌レコー

ドの画面コピーに情報源箇所

のコピーを添付して，国立情報

学研究所宛に送付する。 

 

後誌「The herpetological journal」の書

誌レコードも作成したら，変遷注記用

データシートを作成し，情報源コピー

を添付して国立情報学研究所宛に送付

する。 

→ 第 7講 7 「変遷注記用データシー

ト」参照 

 

  終号がある場合 

 

 終号がある場合に記入できる項目 

 PSTAT 
(出版状況コード) 

YEAR2 
(出版終了年) 

VLYR 
(終号巻次・年月次) 

PUB 
（終号出版日付） 

終号あり d ○ ○ ○ 
 

 

所蔵登録 

登録終了 

リンク形成 

BHNT（変遷注記）は国立情報学研究所での変遷の確認

作業後，記入されるフィールドである（データ内容が正

しいと判断できれば，既存データを NOTE フィールドに転

記する）。 

なお WebUIP では,このまま所蔵登録に移行してよい。

LOC: 書庫 

HLYR: 1981-1985 

HLV: 6(4-12) 

作成した書誌レコード ID メモ欄 
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8. 洋雑誌流用入力時の主な注意事項 

項目 注意事項 

書誌レコード作成単位 基本的に個別タイトル記入方式に USMARCS もほぼ準拠。ただし，準拠する目録規則の

相違等の理由により，一括タイトル記入方式に基づくレコードが一部存在しており，

レコード分割が必要。また，タイトル変遷の判定基準の相違等により書誌単位が異な

っている場合もある。 

基準とする号 記述の基本となるのは SERIAL と同様に USMARCS も初号，初号を所蔵していない場合は

所蔵する最古の号である。ただし，準拠する目録規則の相違等の理由により，最新の

号に基づいて記述されたレコードが一部存在しており，修正が必要。 

USMARCS に初号についてのデータがある場合でも，初号現物が手元にない場合には，

記述は所蔵する最古の号に基づいて行うこと。その際基準とした号について注記する

必要あり。 

コード 

ブロック 

各コードが適切であるか，必ず現資料をもとに確認。特にテキストの言語コード(TXTL

フィールド)の記入漏れが多いので要注意。 

タイトル及び責任表示

（TR） 

TR フィールド中に記入しなければならない共通タイトルが，VT フィールドに記入され

ている等，階層構造の表現が SERIAL と異なることがある。 

New series，2nd series 等逐次刊行物全体の順序付けを示す表示の変更・追加は SERIAL

では別書誌を作成。USMARCS では単なる巻次変更扱いとしているケースが多く，書誌

の分割が必要。 

巻次・年月次（VLYR） USMARCS ではタイトルページ等情報源を特定するが，SERIAL においては目録対象資料

全体から優先順位の基準に従って巻次を現す記号を選択する。現物で確認する必要あ

り。 

初号・終号・巻次変更の直前，直後の号のいずれかを所蔵していない場合，USMARCS

にデータが存在していても所蔵していない部分の巻次・年月次の記入不可。 

SERIAL の記述文法，記入の慣例に従って修正。特に年月次または巻次の一方の記入し

かないケースが多い。 (→ 付録 2「データ記述文法(抜粋)」) 

巻次形式の優先順位，巻次変更の基準等，異なることがあるので SERIAL の基準に従っ

て修正。 

出版に関する事項（PUB） 初号・終号のいずれかを所蔵していない場合には，所蔵していない部分の出版日付の

記入不可。 

その他のタイトル（VT） USMARCS で付与されている「その他のタイトルの種類」コードは，必ず現物と照合の

上その正当性を確認。 (→ 付録 10「その他のタイトル」) 

KT, AB が付与されている場合は，現物に表示がなくとも削除する必要はない（それぞ

れ ISSN ネットワーク登録時のキータイトル，略タイトル）。 

変遷注記（BHNT） 

 

国立情報学研究所でしか記入できないフィールドなので，存在するデータは必ず削除

する。NOTE フィールドに注記することもできる。 

変遷関係が現物で確認できたならば，変遷注記用データシートに記入の上，情報源コ

ピーと共に国立情報学研究所に送付する。 

著者名リンク（AL） 日本の団体標目の扱いに注意。公用語が日本語の場合，標目の形は NCR に従って決定

する。しかし USMARCS では AACR2 に従ってローマ字表記を採用している。 
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項目 注意事項 

その他 USMARCS においてはキリル等の非ローマン・アルファベットに対して翻字・ローマ字

化等の処理を施している。国立情報学研究所では TR 等についてキリルへ機械的に再変

換しているので現物による確認が必要。 

ただし，典拠標目は SERIAL においても AACR2 に従ってローマ字表記を採用している。

他のフィールドについても必ず総合目録データベースの基準に合致しているか，資料現物で確認で

きるか注意すること。 

 

※ 新たに取り込まれた参照 MARC には RDA 準拠のレコードがあるが，この表は AACR2 準拠の USMARC を

流用入力する際の注意点である。   
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USMARCS 
 

総合目録データベースの基準では別書誌を作成すべきだが，1書誌になっている 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

SERIAL 
 

個別タイトル記入方式に従って別書誌とし，変遷マップが作成されている 

 

 

 

USMARCS  
<HA00000750> CRTDT:19900326 RNWDT:20001120  
GMD: SMD: YEAR:1886 1988 CNTRY:us TTLL:eng TXTL:eng ORGL:  
REPRO: PSTAT:d FREQ: REGL:x TYPE:  
ISSN:87502682 CODEN: NDLPN: LCCN:02000732 ULPN: GPON:  
TR:The Southwestern reporter  
VLYR:Vol. 1 (Aug. 2-Dec. 13, 1886)-v. 300 (Jan. 18-Feb. 8, 1928); 2nd ser., v. 1 (2d) 
(Feb. 16-Mar. 7, 1928)-v. 737 S.W. 2d (1988)  
PUB:St. Paul : West Pub. Co. , 1887-c1988  
PHYS:1037 v. ; 23-27 cm  
VT:AB:South west. report  
： 

SERIAL  
<AA00432929> CRTDT:19850716 RNWDT:20001025  
GMD: SMD: YEAR:1887 1928 CNTRY:us TTLL:eng TXTL:eng ORGL:  
REPRO: PSTAT:d FREQ: REGL: TYPE:p  
ISSN: CODEN: NDLPN: LCCN:02000732 ULPN:S59379X GPON:  
TR:The Southwestern reporter  
VLYR:Vol. 1 (Aug. 2/Dec. 13, 1886)-v. 300 (Jan. 18/Feb. 8, 1928)  
PUB:St. Paul, Minn. : West Pub. , 1887-1928  
PHYS:300 v. ; 23-27 cm  
VT:OH:The South western reporter  
VT:PT:National reporter system. State series 
： 

： 

FID:20632200  
BHNT:CS:The South western reporter. Second series <AA0043293X> 
SH:LCSH:Law reports, digests, etc. -- Southwest, Old//K

SERIAL  
<AA0043293X> CRTDT:19850716 RNWDT:20001025  
GMD: SMD: YEAR:1928 1987 CNTRY:us TTLL:eng TXTL:eng ORGL:  
REPRO: PSTAT:d FREQ: REGL: TYPE:p  
ISSN:87502682 CODEN: NDLPN: LCCN:02000732 ULPN:S59380P GPON:  
TR:The South western reporter. Second series  
VLYR:Vol. 1 (Feb. 16/Mar. 7, 1928)-v. 737 (1987)  
PUB:St. Paul : West Pub. , 1928-1987  
VT:OH:National reporter system. Southwestern reporter. 2nd ser  
VT:VT:The Southwestern reporter. Second series  
： 
： 
FID:20632200  
BHNT:CF:The Southwestern reporter <AA00432929>  
BHNT:CS:West's south western reporter. Second series <AA10701801>  
SH:LCSH:Law reports, digests, etc. -- Southwest, Old//K 



テキスト雑誌編　- 100 -

第 6講 雑誌登録実習 2 9. 書誌新規入力の手順 

 

テキスト雑誌編 - 100 - 

9. 書誌新規入力の手順 

総合目録データベースにも参照ファイルにも一致／類似レコードが存在しない場合の新規入力の流

れを示す。 

具体的な画面名称やコマンド，操作方法はクライアントによって異なるが，登録の流れは同様であ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊ 該当する著者名典拠レコードが総合目録

データベースにない場合は，流用／新規

入力する。     → 第 7 講 例題 11 

ノーヒット 

書誌検索 

リンク形成* 

（新規） 

（リンク確定・リンク中断） 

（所蔵登録） 

（保存） 

（リンク） 書誌登録 

所蔵登録 

登録終了 

著者名典拠レコード 

国立情報学研究所へ報告
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例題 9 「資本市場クォータリー」Vol. 1, no. 1 (1997)〜Vol. 13, no. 4 (2010) を登録する。 

 
〔情報源〕 

 
初号 表紙 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

刊行頻度：季刊 

定期性：定期 

逐次刊行物のタイプ：定期刊行物

本文の言語：日本語 

ISSN：13434098 

大きさ：30cm 

継続受入予定：有 

資本市場クォータリー 1997 年夏号（第 1 巻 1号） 1997 年 8 月 1日発行 

 
発 行 所 株式会社野村総合研究所 資本市場研究室 

 〒100 東京都千代田区大手町 2‐2‐1 新大手町ビル 

 電話（大代表） (03)5255-1800 

 FAX（購読申込み） (03)5203-0639 

年間購読料金 10,000 円（2,5,8,11 月：年 4 回発行，送料，消費税込み） 

印刷所 株式会社シークコーポレーション 

 

本誌記事の無断転載・複写を禁じます 

Copyright© 1997 by Nomura Research Institute, Ltd. All rights reserved 

奥付
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例題 9の目的 

 

 書誌新規入力により，新たに書誌レコードを作成する場合の，登録の手順を理解する。 

 
操作の流れ 

 

(1) 書誌検索 

総合目録データベースにも参照ファイルにも求める書誌レコードがヒットしない（ただし，

何度も検索キーを変えて検索する必要がある）。 

新たに書誌レコードを作成する必要がある。 

 

(2) 書誌登録 

新規入力の手続きをとる。 

書誌レコードを正しく編集する。 

初号による登録なので，出版開始年，初号巻次・年月次，初号出版日付など，もれなく記入

する。 

 

(3) リンク形成 

著者名リンクを形成する（著者名リンクフィールドが存在する場合は可能な限りリンク形成

を行う）。 

 

(4) 所蔵登録 

新たに所蔵レコードを作成し，登録する。 

 

(5) 登録終了 

実際の業務では，郵送または FAX または E-mail にて，国立情報学研究所への報告（新規作成）

を行う。 
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操作例 

 

 

検索を行ったが，総合目録デー

タベースにも参照ファイルに

もヒットしなかった。 

 

 

 

 

書誌レコードの新規作成作業

に移行する。             

                

 

 

 

 

 

 

 

記述文法に従って，データを記

入していく（→付録 2「データ

記述文法（抜粋）」）。 

 

必要に応じてフィールドを追

加する。 

 

  

書誌検索 

YEAR: 1997   CNTRY: ja   TTLL: jpn   TXTL: jpn 

PSTAT: c     FREQ: q     REGL: r     TYPE: p 

ISSN: 13434098 

TRD: 資本市場クォータリー△/△野村総合研究所資

本市場研究室△[編] 

TRR: シホン△シジョウ△クォータリー 

VLYR: 1 巻 1 号△ (1997.夏)- 

PUBP: 東京 

PUBL: 野村総合研究所資本市場研究室 

PUBDT: 1997.8- 

PHYSP: 冊 

PHYSS: 30cm 

書誌登録 
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著者名典拠レコードとリンク

形成を行う。（手順省略→第 6

講例題 5参照） 

 

 

 

 

 

 

新規入力した書誌レコードを総合目

録データベースに登録し，所蔵登録

へ移行する。 

 

 

 

 

必要なデータを記入し，所蔵レ

コードを保存する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

このあと，登録した書誌レコードの

画面コピーに情報源箇所のコピーを

添付して，国立情報学研究所宛に送

付する。 

リンク形成 

所蔵登録 

LOC: 書庫 

HLYR: 1997-2010 

HLV: 1-13 

CONT: +

登録終了 

作成した書誌レコード ID メモ欄 
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1. 書誌修正の手順 

総合目録データベース中のレコード修正の流れを示す。 

具体的な画面名称やコマンド，操作方法はクライアントによって異なるが，登録の流れは同様であ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                      所蔵登録 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

書誌検索 

あり 

なし 

（所蔵登録） 

（保存） 

書誌確認 

書誌修正 

所蔵登録 

登録終了 

レコード修正の必要性 

総合目録データベースにヒット 

（修正） 

国立情報学研究所へ報告 

レコード修正の必要性 

総合目録データベースにヒット 

第

７

講
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2. 書誌修正の原則 

2.1 雑誌情報源の優先順位（初号主義） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○初号主義：書誌レコードは，初号に基づいて記述を行う。初号がなければ，所蔵する号のうち，  

一番古い号（所蔵最古号）に基づいて記述を行う。（「電子ジャーナル」の書誌レコードにつ

いては，付録 14「電子ジャーナルのデータ記入」参照）。 

○優先順位の原則：書誌レコードのデータの情報源としては，より古い号を優先する。 

◎初号を所蔵していないと，記入できないデータ 

 出版開始年（YEAR フィールド） 

 初号巻次・年月次（VLYR フィールド） 

 初号出版日付（PUB フィールド） 

◎初号以外の号に基づいて記述が行われた場合 

 記述の根拠となった号を注記（NOTE フィールド）する。 

例） 「記述は 5号 (1980.7)による」 

2.2 雑誌書誌修正の基本指針 

 既存の書誌レコードに記述されているデータと，手元の資料に記載されているデータが一致

しない場合 

 
 
 
 

例外： ISSN など一部のコードでは，常に最新の情報に基づいて記入する。 

    

  

(低) 

(高) 

優 
 
先 
 
度 

所蔵最古号 

初 号 

原則：記述の根拠としている号よりも古い号を所蔵している場合は，より古い号によっ

て各記述フィールドのデータを書き換える。逆に，より新しい号を所蔵している場

合は，書き換えを行ってはいけない。代わりに注記（NOTE フィールド）する。 

最新号 
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ケース１ 初号による修正 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1) 出版開始年（YEAR フィールド），初号巻次・年月次（VLYR フィールド），初号出版日付（PUB

フィールド）を記入 

2) 既に記入されている記述の根拠となった号を示す注記（NOTE フィールド）を削除 

3) 各フィールドに追加する必要のあるデータを追加記入 

4) 誤字・脱字の修正 

 
原則として，書誌レコードの記述データは初号に基づいて最終的に固定される。 

 
 
  

(低) 

(高) 

（既存レコード） （更新レコード） 

YEAR：2000 

VLYR：1 号 (2000)- 

PUB：東京 : 国立情報学研究所 , 2000- 

NOTE：                

YEAR：---- 

VLYR： 

PUB：東京 : 国立情報学研究所 

NOTE：記述は 2号（2001）による 

 

修  正 

初 号 

初号以外の号 優 
 
先 
 
度 
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ケース２ 初号以外による修正 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1) 初号以外の号で責任表示・出版地・出版者等に追加・変更が生じた場合は，それらのデータを

注記（NOTE フィールド）する。その際，データの根拠となった号の巻次・年月次を必ず記入し

ておく。 

2) 責任表示の追加・変更の場合，著者名リンクフィールド（AL フィールド）の追加・リンク形成

も行う。 

 

※既存レコードが初号によるものではなかった場合 

 
 
 
 
 
 
 

1) 記述の根拠となった号についての注記を修正する。 

2) 既存レコードの書誌事項を修正した場合にはそれを注記する。 

(低) 

(高) 

（更新レコード） （既存レコード） 

VLYR：1 号 (1983)- 

PUB：東京 : 文献情報センター , 1983- 

VLYR：1 号 (1983)- 

PUB：東京 : 文献情報センター , 1983- 

NOTE：出版者変更: 文献情報センター 

(1 号 (1983)-6 号 (1986))→学術情報センタ

ー (7 号 (1986)-) 

修  正 

（既存レコード） （更新レコード） 

修  正 
PUB：東京 : 学術情報センター 

NOTE：記述は 7号 (1986)による 

PUB：東京 : 文献情報センター 

NOTE：記述は 3号 (1984)による 

NOTE：7 号 (1986)の出版者: 学術情報セン

ター 

初 号 

初号以外の号 
（より新しい号） 優 

 
先 
 
度 
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※刊行状況の変化によって修正を行う場合 

1)巻次変更 

 ①巻次変更前と巻次変更後の巻次・年月次を VLYR フィールドに△;△(セミコロン)を挟んで記入

する。 

2)終刊 

 ① 出版終了年（YEAR フィールド），終号巻次・年月次（VLYR フィールド）及び終号出版日付（PUB

フィールド）を記入する。 

 ② 出版状況（PSTAT フィールド）に「d」を記入する。 

 

2.3 注意事項 

書誌作成単位に関わるフィールド（GMD/SMD/REPRO/TR/ED/PUB）の修正は慎重に行う必要がある。 

→ 元の書誌レコードとは結果的に全く別の書誌レコードに書き換えてしまう可能性あり。 

 

（例） 
 

 

 

 

 

 

 

記述の根拠となっている号よりも以前の号を入手。タイトル変更の事実が判明。この場合，TR フィ

ールドを書き換えるのではなく，新規にレコードを作成しなければならない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

複製版は，原本と別の書誌レコードを作成しなければならない。 

TR:竹橋情報センター紀要．．． 

NOTE：記述は 5号（1990）による 

TR：茗荷谷情報センター紀要．．．

NOTE：記述は 3号（1988）による 

修  正 

ED： ED：複製版 

（原本書誌レコード） （複製版書誌レコード） 
修  正 
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例題 10 「生活指導研究」１号(1984)～9 号(1992)を登録する。 

〔情報源〕 

 
1 号 表紙 

1 号 奥付 8 号 奥付 

1 号 標題紙 

 
 
 

生活指導研究  No.1 1984.8 

 

特集／地域社会と生活指導 

生活指導研究／第 1 号 
©1984 年 8 月初版刊 ＊検印省略 

編者 日本生活指導学会 

発行者 藤原久雄 

印刷所 長野印刷商工株式会社 

発行所 明治図書出版株式会社 
東京都中央区入船 3-3-11(〒104) 
為替東京 6-151318 Tel(551)8266~9 

 

(1992.7) 

 

(1991) 

9 号 奥付 

(1992.7) 
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例題 10 の目的 

 
 書誌修正の手順について理解する。 

 初号をもとにした修正方法について理解する。 

 

操作の流れ 

 

(1) 書誌検索 

総合目録データベースに 1件ヒットする。 

 

(2) 書誌確認（同定） 

情報源と照らし合わせて，求める書誌レコードであるかどうか（同一書誌レコードとしてよ

いレコードかどうか）を確認する。 

 

(3) 書誌登録 

書誌レコードは，初号以外の号を根拠として作成されている。 

記述の情報源としては，手元の初号の優先順位が高いので修正を行う。 

出版開始年，初号巻次・年月次，初号出版日付を新たに加え，出版者を修正し，出版者の変

更について注記する。 

 

(4) 所蔵登録 

新たに所蔵レコードを作成し，登録する。 

 

(5) 登録終了 

実際の業務では，郵送または FAX または E-mail にて，国立情報学研究所への報告（書誌修正）

を行う。 
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操作例 

 

 

総合目録データベース中の書

誌レコードを検索する。 

 

 

求める書誌レコードであるか

確認した上，追加・修正する必

要のあるデータが存在するの

で，書誌レコードの修正を行う。 

 

 

 

 

 

書誌編集画面へ移行する。 

 

必要なデータ入力を行う。 

 

記述の根拠号は9号（1992）で，

手元の号は初号なので，相互の

データが一致しない場合は既

存データを更新する。 

 

 

 

 

 

所蔵登録へ移行する。 

 

 

この後，修正前後の書誌レコー

ドの画面コピーに情報源箇所

のコピーを添付して，国立情報

学研究所宛に送付する。 

書誌検索 

書誌確認 

書誌登録 

YEAR: 1984 

VLYR: 1 号△(1984.8)- 

PUBL: 明治図書出版 

PUBDT: 1984.8- 

NOTE: 出版者変更:△明治図書出版△(1 号△ 

(1984.8)-8 号△(1991))→大空社△(9 号△(1992.7)-) 

所蔵登録 

登録終了 

記述の根拠となってい

る号を必ず確認する。 

書き換えた元のデータは注

記（NOTE フィールド）に移

す。記述の根拠となった号

を示す注記を，より古い号

に改める。初号の場合は注

記自体を削除する。 

初号の場合は，出版開始年

（YEAR フィールド），初号

巻次・年月次（VLYR フィー

ルド），初号出版日付（PUB

フィールド）を記入する。

LOC： 書庫 

HLYR： 1984-1992 

HLV： 1-9 
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例題 11 「教育研究岩手」 No.18 (1970) を登録する。 

〔情報源〕 
 

 No. 18 表紙 No. 18 奥付 

刊行頻度：不明 

定期性：不明 

逐次刊行物のタイプ：定期刊行物 

本文の言語：日本語 

 

教 育 研 究 岩 手  
 
昭和 45 年 3 月 25 日  印刷 
昭和 45 年 4 月 1 日  発行 
 
編集発行人  大  島  英  介 
               岩手県立教育センター所長 
発行所      岩手県立教育センター 
                 盛岡市高松二丁目 
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例題 11 の目的 

 

 書誌修正の手順について理解する。 

 初号以外の号による修正方法について理解する。 

 著者名典拠レコードの新規登録について理解する。 

 

操作の流れ 

 

(1) 書誌検索 

総合目録データベースに 1件ヒットする。 

 

(2) 書誌確認（同定） 

情報源と照らし合わせて，求める書誌レコードであるかどうか（同一書誌レコードとしてよ

いレコードかどうか）を確認する。 

 

(3) 書誌登録・リンク形成 

書誌レコードは，初号を根拠として記入されている。 

手元の資料と書誌レコードとでは，責任表示と出版者が異なるが，これらのデータは初号以

降の号で修正することはできないので，注記に記入する。 

また，変更後の責任表示について，新たに著者名リンクフィールドを作成し，著者名リンク

形成を行う。 

 

(4) リンク形成（著者名典拠レコード新規作成） 

著者名リンクを形成しようとするが，検索結果は｢ノーヒット｣である。検索キーをかえて検

索しても総合目録データベースにも参照ファイルにも求めるレコードが存在しない。 

新規入力の宣言を行い，新たな著者名典拠レコードを作成・編集する。 

この著者名典拠レコードは，リンク形成を行うと同時に総合目録データベースに登録される。 

 

(5) 所蔵登録 

新たに所蔵レコードを作成し，登録する。 

 

(6) 登録終了 

実際の業務では，郵送または FAX または E-mail にて，国立情報学研究所への報告（書誌修正）

を行う。 
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操作例 

 

 

総合目録データベース中のレコー

ドを検索する。 

 

 

 

 

求める書誌レコードであるか確認

したうえ，追加・修正する必要の

あるデータが存在するので，書誌

レコードの修正を行う。 

 

手元にある号が記述の根拠となっ

ている号より新しい号であるか，

古い号であるかによって，書誌修

正方法が異なる。 

 

 

 

書誌編集画面へ移行する。 

 

必要なデータ入力を行う。 

 

 

記述の根拠となっている号より新しい

号で，責任表示，出版地，出版者等に 

追加・変更が生じた場合，それらの 

データは注記（NOTE フィールド）に 

記述する。 

また注記中の責任表示は,必要に応じて 

AL フィールドを追加する。 

 

  

書誌検索 

書誌確認 

記述の根拠号は No. 

1（初号）なので，そ

れよりも新しい手元

の号を根拠にデータ

修正はできない。 

記述の根拠とな

っている号を必

ず確認する。 

NOTE: No.△18△(1970)の責任表示及び出版

者:△岩手県立教育センター 

書誌登録 
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責任表示に変更・追加があった場合は，

著者名リンク(AL フィールド)の追加・

リンク形成も行う。 

 

著者名リンク形成作業に移行する。 

 
 
 
 

 

 

 

 

著者名典拠検索・簡略一覧画面

に移行するが，総合目録データ

ベース，参照ファイル，両方の

ファイルにヒットしなかった。 

 

1 度の検索で，求める典拠レコード

にヒットしない場合は，検索キー

を変えて再検索する。 

 

 

著者名典拠レコードの新規入

力作業に移行する。 

 

 

 

 

著者名典拠新規作成画面が表

示される。 

（WebUIPではNOTE:SRC:は書誌

登録後であれば自動的に埋め

込まれる。） 

 

リンク形成 
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「目録情報の基準」にそって，

データを入力し，書誌レコード

とリンクさせる。 

 

著者名典拠レコード（日本名・団体名）

の新規作成については，「目録情報の

基準」8．及び「コーディングマニュ

アル」第 9章を参照する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

書誌編集画面へ移行する。 

書誌レコードに著者名典拠レ

コードのリンク形成が行われ

たことが確認できる。 

 

 

 

 

必要に応じて SF の記入や SAF

のリンク形成も行う。 

 

著者名典拠レコードの各フィールド 

HDNG: 統一標目形 （必須 1） 

LCAID: LC 典拠レコード管理番号 

TYPE: 属性コード 

UNID: 同定不能フラグ （現在は不使用） 

PLACE: 場所 

DATE: 時間 

SF: から見よ参照形 

SAF: からも見よ参照形 

NOTE:注記 （必須 1） 

HDNGD: 岩手県立教育センター 

HDNGR: イワテ△ケンリツ△キョウイク△センター  

TYPE: c 

PLACE: 盛岡市 

NOTE: SRC:教育研究岩手△/△岩手県立教育研究所 

△[編]△(岩手県立教育研究所,△1964-) 

著者名典拠レコードが作成

されたので，書誌レコードと

リンク確定をする。 

リンク確定をした時点で著

者名典拠レコードが作成さ

れ，ID が付与。 
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 応用操作 相互参照リンク 

 

この場合，「岩手県立教育センター」

の前身が「岩手県立教育研究所」であ

ることが分かっているので，相互に

SAF（からも見よ参照）のリンク形成を

行う。 

 

 

 
「岩手県立教育センター」の著者名典

拠レコードを修正する。 

SAF フィールドに「岩手県立教育研究

所」と入力し，リンク参照。 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

「岩手県立教育研究所」のレコードと

リンク確定すると，「岩手県立教育セン

ター」の著者名典拠レコードの SAFID

が埋め込まれる。 

既にできている「岩手県立教育研究

所」の著者名典拠レコードとリンク

形成 

SAF フィールドにリンク先 ID が

埋め込まれる。 

WebUIP では、著者名典拠レコー

ドのAHDNGフィールド中のデー

タをもとに検索が行なわれる。

前身の「岩手県立教育研究所」の

著者名典拠レコードをリンク参照

する。（WebUIP では「リンク」ボタ

ンでリンク形成作業に移行する。）
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同様に「岩手県立教育研究所」の著者

名典拠レコードも修正し，「岩手県立教

育センター」との相互参照を形成する。 

 

 

 

 

SAF フィールドに「岩手県立教育セン

ター」と入力して，リンク参照する。 

 

 

 

 

 

先程作成した「岩手県立教育センタ 

ー」の著者名典拠レコードがヒットする

ので，リンクを確定する。 

 

 

 

 

前身の「岩手県立教育研究所」の著者

名典拠レコードからも「岩手県立教育セ

ンター」のレコードと「からも見よ」参照

のリンクが形成される。 

 

 

 

 

SF（から見よ参照形）と SAF（からも見よ参照形）の違いに注意 

 SF フィールドには，統一標目形として採用しなかった参照標目形，あるいは標目の決定に使用しなかっ

た目録規則に基づく標目形を記録する。SF フィールドは，統一標目形には採用されなかった別形からの

検索を可能にするために設けられたフィールドである。 

 SAF フィールドには，相互参照先の著者名典拠レコードの統一標目形を記録する。SAF フィールドは，

目録規則において認められた複数の著者標目を持つ著者において，それぞれを関連づけるために設け

られたフィールドである。 
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所蔵登録へ移行する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この後，修正前後の書誌レコー

ドの画面コピーに情報源箇所

のコピーを添付して，国立情報

学研究所宛に送付する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所蔵登録 

登録終了 

LOC： 書庫 

HLYR： 1970-1970 

HLV： 18 LOC： 書庫 

HLYR： 1970-1970 

HLV： 18 
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5. タイトル変遷とは 

 

「個別タイトル記入方式」の原則に基づき，ある逐次刊行物のタイトルが変更になった時点で，そ

の逐次刊行物は終期を迎え，新しい別の逐次刊行物が発生したとみなして，書誌レコードを新規に作

成する。 

タイトルの変化には「重要な変化」と「軽微な変化」がある。 

「重要な変化」の場合には，タイトル変遷と判断し，新規書誌を作成する。「軽微な変化」の場合に

は，タイトル変遷とはせず同一書誌レコードとして扱う。判断に迷う場合には「軽微な変化」とする。

ただし，出版者によるタイトル変更の意思を示す証拠がない場合に限る。  

 

注 1) 従属タイトルの変更も，軽微な変化に該当しない場合はタイトル変遷とみなす。 

 

（例）市立博物館報．自然史 

市立博物館報．自然科学 

 

注 2) 年代順のシリーズ表示等，当該雑誌全体の順序付けを示す表示の変更・追加が巻次変更

に伴って生じた場合，タイトル変遷とみなす。 

 

（例）辺境（－10 号 (1973.3)） 

辺境．第 3次（1 (1973.10)－） 

Oxford economic papers （－8 (1947)） 

Oxford economic papers. New series（Vol. 1, no. 1 (Jan. 1949)－）

 

注 3) 本タイトルが総称的で，団体名称の変更に伴って責任表示が変更した場合（軽微な変化

に該当しない場合）はタイトル変遷とみなす。  

 

（例）研究報告 / 愛知県科学教育センター 

研究報告 / 愛知県教育センター 

Newsletter / the Musical Instrument Society 

Newsletter / the American Musical Instrument Society 
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5.1 和雑誌のタイトル変遷の基準 

日本目録規則 1987 年版改訂 3版（2006 年 6 月刊行）第 13 章継続資料の関連条項による。 

詳細は日本目録規則及びコーディングマニュアル 6.0.1 を参照すること。 

   6.0.1A1.1 (1)～(6)  重要な変化 

      6.0.1A1.2 (1)～(9)  軽微な変化 

「軽微な変化」に該当する場合は，本タイトルが変更したとはみなさず，同一書誌レコードとして扱う。 

 

軽微な変化となるものは，VT フィールド（その他のタイトル）に OH として記録し，NOTE フィールド

に巻次・年月次とともに記録する。 

 

 

 

 

 

 

5.2 洋雑誌のタイトル変遷の基準 

AACR2 2002R 21.2 「本タイトルの変更」の関連条項による。 

詳細は AACR2 及びコーディングマニュアル 7.0.1 を参照すること。 

     7.0.1A1.1 (1)～(4)  重要な変化 

          7.0.1A1.2 (1)～(9)  軽微な変化 

「軽微な変化」に該当する場合は，本タイトルが変更したとはみなさず，同一書誌レコードとして扱う。 

 

軽微な変化となるものは，VT フィールド（その他のタイトル）に OH として記録し，NOTE フィール

ドに巻次・年月次とともに記録する。 

 

（例）TR:Outline of Japanese tax 

   VT:OH:An outline of Japanese taxes 

      NOTE:Title varies slightly: An outline of Japanese taxes， Bd. 134 (1990)- 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（例）TR：文芸はんのう 

   VT：OH：文芸飯能 

NOTE：本タイトルの軽微な変化：文芸はんのう（－21 号（平 12））→文芸飯能（22 号

（平 13-）） 
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5.3 和雑誌・洋雑誌 軽微な変化が適用される場合  (コーディングマニュアルより抜粋) 

 

和雑誌 C.M.6.0.1A1.2 軽微な変化の規定 洋雑誌 C.M.7.0.1A1.2 軽微な変化の規定 

助詞等の変化 

助詞・接続詞・接尾語が他の語に変化したり，追

加・削除された場合 

例：中国土地改良⇒中国の土地改良 

(1) 冠詞・前置詞・接続詞の追加，削除，変化

例：Annual report of transport economy⇒ 

Annual report on the transport economy 

(2)

記号の変化 

重要な意味を持たない記号が変化，追加 

削除された場合 

例：飛鳥藤原宮発掘調査出土木簡概報⇒ 

飛鳥・藤原宮発掘調査出土木簡概報 

(2) 句読記号の追加，削除，変化 

イニシアルや文字列中における句読記号の使

用/不使用をも含む 

例：GBB ⇒G.B.B 

(4)

逐次刊行物の種別を示す語の変化 

類似の語に変化したり，追加または削除された場

合 

例：いさはや市政概要⇒いさはや市政概況 

 日本近代文学館ニュース⇒日本近代文学館 

(3) 逐次刊行物の種別を示す語の追加・削除 

本タイトル内において「magazine」「journal」

「newsletter」などの資料の種別を示す語の追

加もしくは削除 

例：Minnesota history bulletin⇒ 

  Minnesota history 

(9)

語順の変化 

語順の変化，語の追加または削除が主題の変化に

つながらない場合 

ただし，名称が列記されている部分における場合

のみ 

例：鹿児島大学理学部紀要. 数学・物理学・化学⇒ 

鹿児島大学理学部紀要. 数学・化学・物理学 

(4) 語のリストの中での追加，削除，語順の変

化 

例 ： Philosophical magazine. B, Physics of 

condensed matter, electronic, optical, and 

magnetic properties ⇒ 

Philosophical magazine. B, Physics of condensed 

matter, statistical mechanics, electronic, 

optical, and magnetic properties 

(8)

イニシアルまたは頭字語と完全形の変化 (5) 語の表記の変化 

例：異なる綴り labour⇔labor 

記号と綴られた形 and⇔& 

単数・複数 Study⇔Studies 

(1)
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和雑誌 C.M.6.0.1A1.2 軽微な変化の規定 洋雑誌 C.M.7.0.1A1.2 軽微な変化の規定 

顕著に表示されているタイトルの交替 

主情報源上のレイアウトの変更等に伴い，より顕

著に表示されているタイトルが交替した場合，従

来からの本タイトルが主情報源上に表示されてい

るかぎり，軽微な変化とみなす 

(6) 顕著に表示されているタイトルの交替 

この場合，従来からの本タイトルが引き続き主

情報源に記載されている必要がある 

(5)

文字種の変化 

例：母のくに⇒ははのくに 

(7)  

本タイトルに含まれる団体名の表記の変化 

本タイトルに含まれる団体名の表記に微細な変

化，追加または削除があったり，他の語との関連

が変化した場合 

例：沖縄生物教育研究会誌⇒沖生教研会誌 

福井県立若狭歴史民俗資料館紀要⇒紀要 / 福井県立若

狭歴史民俗資料館 

(8) 団体名の表記の変化 

本タイトル内における同一の団体名，その団体

の上位/下位組織名，またはそれらの文法的な

つながりが異なる場合 

例：Berichte der Gesellschaft für Mathematik und 

Datenverarbeitung ⇒ GMD-Berichte 

(3)

主要でない語の変化 

その他，タイトルの意味内容や主題に変化を及ぼ

さない主要でない語が変化，追加または削除され

た場合 

例：県民所得推計結果報告書⇒ 

県民所得推計報告書 

(9)  

 タイトルと順序表示の結合の変化 

例：Annual report for the year ending June 30 … 

⇒ 

Annual report for the fiscal year …  

 

(6)

 規則的なタイトルの変化 

ある一定のパターンに従った，逐次刊行物

の異なる号における２つ以上の本タイト

ルの使用 

例：DC versus Marvel ⇒ 

Marvel versus DC ⇒ DC versus Marvel 

(7)

【注意】和雑誌(6 章)と洋雑誌(7 章)では，共通・類似する項目と，違いがある項目がある点に注意。 

    また，適用にあたっての限定条件が示されている項目があるので，コーディングマニュアル 

    の規定文をよく確認する。 
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練習問題 

軽微な変化と判断できる場合は「軽」，重要な変化と判断して別書誌レコードを作成する必要があると

考えられる場合は「重」と記入して下さい。 

 

問題 1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問題 2 

 

 

 

 

 

 

問題 3 

 

 

 

 

 

 

 

東
雲
女
子
大
学
論
文
集 

 
 

英
文
学
・
国
文
学 

 
 

第
一
集 

平
成
五
年 

 

東
雲
女
子
大
学
論
文
集 

 
 

国
文
学
・
英
文
学 

 
 

第
二
集 

平
成
六
年

 

東
雲
女
子
大
学
論
文
集 

 
 

文
學
篇 

 
 

第
三
集 

平
成
七
年 

 

東
雲
女
子
大
学
論
集 

 
 

文
學
篇 

 
 

第
四
集 

平
成
八
年 

① ② ③ 

(表紙) 

 

論
集 

文
學
篇 

 
第
五
集 

平
成
九
年 

 
 

東
雲
女
子
大
学
編 

 

ろ
ん
し
ゅ
う 

文
學
篇 

 

第
六
集 

平
成
十
年 

 
 

東
雲
女
子
大
学
編 

 

ろ
ん
し
ゅ
う 

文
學
篇 

 

第
七
集 

平
成
十
一
年 

 
 
 

東
雲
大
学
編 

④ ⑥ ⑤ 

NACSIS-CAT 報告 NACSIS-CAT NACSIS-CAT ニュースレター 

(和雑誌 表紙) 

⑦ ⑧ 

(洋雑誌 標題紙) 

UNICEF magazine UNICEF journal UNICEF  

⑨ ⑩ 
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問題 4 

 

     表紙    

        背 

 

 

 

 

 

 

 

問題 5 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(和雑誌 表紙と背) 

カント研究 
 
Kant Studien 

 

カ
ン
ト
研
究 

Kant  
Studien 
 
カント研究 

 

カ
ン
ト
研
究 

Kant  
Studien 

 
カ
ン
ト
研
究 

⑪ ⑫ 

竹橋文芸 
1 号 (1960)-10 号 (1969)

竹橋文芸 第二次 
1号 (1970)-10号 (1979)

竹橋文芸 第三次 
11号 (1980)-20号 (1989) 

竹橋文芸 
1 巻 1 号 (1990)- 

⑬ ⑭ ⑮ 
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練習問題の解答と解説 

問  答 説明 C.M.参照 

1 ① 軽 「列記された部分における語順の変化」にあたる。 6.0.1A1.2(4) 

1 ② 重 従属タイトルの変化も本タイトルの変化。  

1 ③ 軽 「論文集」→「論集」は「逐次刊行物の種別を示す語が類似の語

に変化」にあたる。 

6.0.1A1.2(3) 

1 ④ 軽 「本タイトルに含まれる団体名と，他の語との関連が変化した場

合」にあたる。 

6.0.1A1.2(8) 

1 ⑤ 軽 「論集」(漢字)→「ろんしゅう」(ひらかな)は「文字種の変化」

にあたる。 

6.0.1A1.2(7) 

1 ⑥ 重 総称的タイトルにおいて，責任表示が「東雲女子大学」から「東

雲大学」に変化した。 

 

2 ⑦ 軽 「報告」(逐次刊行物の種別を示す語)の削除。 6.0.1A1.2(3) 

2 ⑧ 軽 「ニュースレター」(逐次刊行物の種別を示す語)の追加。 6.0.1A1.2(3) 

3 ⑨ 重 「magazine」→「journal」は「逐次刊行物の種別を示す語の変

化」。和雑誌の場合は「変化」も軽微な変化に含めるが，洋雑誌

の場合は「削除」「追加」のみを「軽微な変化」とし，「変化」は

含めない点に注意。 

7.0.1A1.2(9) 

3 ⑩ 軽 「journal」(逐次刊行物の種別を示す語)の削除。 7.0.1A1.2(9) 

4 ⑪ 軽 主情報源(和雑誌の場合は通常表紙)に「従来の本タイトル」であ

る「カント研究」が表示されている。 

6.0.1A1.2(6) 

4 ⑫ 重 主情報源(表紙)に「従来の本タイトル」である「カント研究」が

表示されなくなったので，背など別の箇所に残っていても，タイ

トル変遷となる。 

6.0.1A1.2(6) 

5 ⑬ 重 年代順のシリーズ表示等の変更・追加が巻次変更を伴って生じた

場合，タイトル変遷となる。 

「第二次」の追加と巻次変更が同時に起こっているため，タイト

ル変遷となる。 

6.0.1A1.1(6) 

5 ⑭ 軽 「第二次」→「第三次」と変更しているが，巻次変更を伴ってい

ないので，タイトル変遷とならない。 

6.0.1A1.1(6) 

5 ⑮ 軽 巻次変更はあるが，「第三次」の表示の「削除」であって，「変更・

追加」ではないので，タイトル変遷とはならない。 

6.0.1A1.1(6) 

 



第 7講 雑誌登録実習 3 6. 変遷後誌の書誌作成と変遷前誌の書誌修正 

 

テキスト雑誌編 - 128 - 

例題 12 「ソ連・東欧の農業」が「ロシア・東欧の農業」にタイトルの変更があった。 

「ロシア・東欧の農業」Vol. 4, no. 1 (1992)を登録する。 

〔情報源〕 
 

 

 

 

 

 

Agriculture in the Former USSR and East Europe 

Vol. 4, No. 1        May 1992 

Main Contents 

Foreword 

Survey on Food & Agricultural Situation and future Research 
Cooperation in the former USSR  

Keiji Kainuma 

Articles 

Economic Reform and Food & Agricutural Problems in 

the Commonwealth of Independent States 

Yoshiyuki Shibazaki 
 

Recent Situation on Agrometeorological Research in the 
former USSR 

Zenbei Uchijima 
 
Documents on Agriculture in the Former USSR and East Europe 
News from the Former USSR and East Europe 
Book Review 

A I C A F 

ロシア・東欧の農業   Vol.4   No. 1    通巻 11 号     1992 年 5 月 

（季刊） 

編集・発行責任者 専務理事 菊地雅夫 

編集・発行    社団法人 国際農林業協力協会 

〒102 東京都千代田区一番町 19 番地 全国農業共済会館 

Tel. (03) 3263-7377 (代) 5208-9 

Fax. (03) 3234-5137 

印刷 株式会社 創造社 
刊行頻度：季刊 

定期性：定期 

逐次刊行物のタイプ：定期刊行物 

本文の言語：日本語 

大きさ：30cm 

継続受入予定：有 

奥付 

 
ISSN 0918-2047 

ロシア・東欧の農業 

 

Vol.4 No.1 

1992 年 
 

 

 

 

 

Association for International Cooperation of 
Agriculture & Forestry 

 
 
 

社団法人 国際農林業協力協会 

表紙 

裏表紙 
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例題 13 「ソ連・東欧の農業」が「ロシア・東欧の農業」にタイトルの変更があった。 

変遷前誌の終号を元に書誌の修正を行う。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
Agriculture in USSR and East Europe 

Vol. 3, No. 4          February 1992 
Main Contents 

Foreword 
Survey on Food & Agricultural Situation and future Research 
Cooperation in the former USSR 

Keiji Kainuma 
Articles 

Economic Reform and Food & Agricutural Problems in the 
Commonwealth of Independent States 

Yoshiyuki Shibazaki 
Recent Situation on Agrometeorological Research in the former 
USSR 

Zenbei Uchijima 
Documents on Agriculture in the Former USSR and East Europe 
News from the Former USSR and East Europe 
Book Review 
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例題 12 の目的 

 

 具体例を元にタイトル変遷の基準を理解する。 

 タイトル変更後の初号を元に書誌の登録を行う。 

 総合目録データベースにある書誌レコードを流用入力することにより，レコード作成を行う。 

 流用元のレコードは,そのまま総合目録データベースに残っている。流用と修正の違いを理解

する。 

 
操作の流れ 

 

(1) 書誌検索 

総合目録データベースに求める書誌レコードがヒットしない（ただし，何度も検索キーを変

えて検索する必要がある）。総合目録データベースにタイトル変遷前の書誌レコードがヒッ

トするので，レコードを表示する。 

新たに書誌レコードを作成する必要があるが,照合すると変遷前誌と責任表示，出版者等が同

じである。 

 

(2) 書誌登録 

流用入力の手続きをとる。 

書誌レコードを正しく編集する。 

初号による登録なので，出版開始年，初号巻次・年月次，初号出版日付など，もれなく記入

する。 

タイトル変遷についての注記を記入する。(コーディングマニュアル 6.2.7 F2.2) 

 

(3) リンク形成 

著者名リンクを形成する（流用元の書誌レコードも同じ著者名典拠レコードとリンクしてい

るので，修正の必要はない）。 

 

(4) 所蔵登録 

新たに所蔵レコードを作成し，登録する。 

 

(5) 登録終了 

実際の業務では，郵送または FAX または E-mail にて，国立情報学研究所への報告（新規作成）

を行う。 
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操作例 

 

 

検索を行ったが，総合目録データベー

スにはヒットしなかった。 

 

検索キーを変えて検索すると，総合目

録データベースに前誌の書誌レコード

がヒットした。 

 

参照ファイルに「ロシア・東欧の農業」

の書誌レコードがあれば,それを流用

入力することもできる。 

 

今回は総合目録データベースの別の書

誌レコードを流用して,新たに書誌を

作成する。 

流用と修正を間違えないように注意す

る。 

 

 

 

書誌レコードの流用入力作業に移行す

る。 

 

 

情報源と照合し，後誌のレコー

ドを作成する。 

 

NOTE にタイトル変遷の注記を

入れておくとよい。 

「NOTE: 継続前誌: ソ連・東欧

の農業<AN1018479X>は，国立情

報学研究所が変遷報告を受け，

検証後,変遷リンクが形成され

た時点で削除される。 

 

 

 

 

書誌検索 

YEAR: 1992  NDLPN:         ISSN: 09182047 

TRD: ロシア・東欧の農業△/△国際農林業協力協会△

[編集] 

TRR: ロシア・トウオウ△ノ△ノウギョウ 

VLYR: Vol.△4,△no.△1△(1992.5)-△=△通巻 11 号△

(1992.5)- 

PUBDT: 1992.5- 

PHYS: 冊△;△30cm 

VT: BC: Agriculture△in△the△Former△USSR△and△

East△Europe 

NOTE: 継続前誌:△ソ連・東欧の農業<AN1018479X> 

書誌登録 

責任表示，出版者等が同

じなので，流用入力で効

率的に作成できる。 

×
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通常は著者名典拠レコードとリンク

形成を行うが，今回は流用元も同じ

著者名典拠とリンクしていたので，

著者名典拠レコード ID が埋め込ま

れている。 

 

FID と BHNT のリンク形成は，報告

に基づき国立情報学研究所が行う。 

 

 

 

 

 

書誌レコードを総合目録デー

タベースに登録し，所蔵登録へ

移行する。 

 

 

必要なデータを記入し，所蔵レコー

ドを保存する。 

 

 

 

 

 

登録した書誌レコードの画面コピー

に情報源箇所のコピーを添付して，

国立情報学研究所宛に送付する。 

 

このあと，変遷前誌の書誌修正と,

変遷注記用データシートの記入も行

う。 

 

 

 

 

 

リンク形成 

所蔵登録 

LOC: 書庫 

HLYR: 1992-1992 

HLV: 4(1) 

CONT: + 

登録終了 

作成した書誌レコード ID メモ欄 
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例題 13 の目的 

 
 具体例を元にタイトル変遷の基準を理解する。 

 タイトル変遷があった場合の書誌修正の方法について理解する。 

 

操作の流れ 

 

(1) 書誌検索 

総合目録データベースに 1件ヒットする。 

 

(2) 書誌確認（同定） 

情報源と照らし合わせて，求める書誌レコードであるかどうか（同一書誌レコードとしてよ

いレコードかどうか）を確認する。 

 

(3) 書誌修正 

書誌レコードを修正し，この号をもってこの雑誌は終号になったことを記入する。 

出版終了年，終号巻次・年月次，終号出版日付を新たに加え，出版状況コードを”d”廃刊に修

正する。 

タイトル変遷についての注記を記入する。(コーディングマニュアル 6.2.7 F2.2) 

 

(4) 所蔵登録 

所蔵レコードを登録する。 

 

(5) 登録終了 

実際の業務では，郵送または FAX または E-mail にて，国立情報学研究所への報告（書誌修正）

を行う。 
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操作例 

 

 

総合目録データベース中の書

誌レコードを検索する。 

 

 

求める書誌レコードであるか

確認する。追加・修正する必要

があるので，書誌レコードの修

正を行う。 

 

修正前の書誌詳細表示画面の

画面コピーをとる。 

 

 

 

書誌編集画面へ移行する。 

 

必要なデータ入力を行う。 

YEAR：刊年 2（終刊年） 

PSTAT：c → d 

VLYR：終号年月次 

PUB：終号の出版日付 

 

国立情報学研究所が変遷報告

を受け，検証作業が行われるま

での間，NOTE にタイトル変遷の

注記を入れておくとよい。 

 

 

 

所蔵登録へ移行する。 

 

 

このあと，修正前と修正後の書

誌レコードの画面コピーに情

報源箇所のコピーを添付して，

国立情報学研究所宛に送付す

る。 

書誌検索 

書誌確認 

書誌登録 

YEAR2: 1992 

PSTAT: d 

VLYR: Vol.△1,△no.△1△(1989.10)-v.△3,△no.△4△ 

(1992.2)△=△通巻 1号△(1989.10)-通巻 10 号△(1992.2)  

PUBDT: 1989.10-1992.2 

PHYS: 冊△;△26cm 

NOTE: 継続後誌:△ロシア・東欧の農業<AA20010363> 所蔵登録 

登録終了 

記述は継続刊行中にな

っているので，修正の必

要がある。 

LOC： 書庫 

HLYR： 1989-1992 

HLV： 1-3 
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書誌レコード間のタイトルの変遷関係について何らかの新事実を発見した場合は，次のものを国立

情報学研究所に送付する。 

・ 「変遷注記用データシート」（必要な事項を記入） 

・ 情報源となる箇所のコピー  

タイトル変遷の認定及び書誌レコードとのリンク形成は，送付された「変遷注記用データシート」

に基づいて国立情報学研究所が行う。 

目録担当者は，タイトル変遷に関する次のフィールドには何も記入してはならない。 

・ FID フィールド 

・ BHNT フィールド（参照ファイルから流用入力したレコードの BHNT フィールドは削除する） 

必要に応じて，タイトル変遷に関する注記（NOTE フィールド）を記入することがのぞましい。 

 

 複製版：原則として複製版の書誌レコード間のタイトル変遷は作成しない（原本の書誌レ

コード間で変遷関係が既に形成されているとみなすため）。 

[記入例] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

変遷注記用データシートは目録所在情報サービスの NACSIS-CAT 関連マニュアル

（http://catdoc.nii.ac.jp/index.html#7）からダウンロードすることができる。 

 

① ② 

(a) (b)

(c)

① 

② 

AN1018479X 

AA20010363 

ソ連・東欧の農業

ロシア・東欧の農業

Vol. 1, no.1(1989.10)-v.3, no.4(1992.2) 

Vol. 4, no.1(1992.5)- (d)
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(a) 変遷図の記入方法 

各誌を長方形の枠によって示し，番号をつけ，変遷関係を図示する。 

 

継続関係（A誌が B誌にタイトル変更するケースで，合併・分離も含む） 

 継続前誌の右端と継続後誌の左端を矢印で結ぶ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

派生関係（A誌から B誌が生じるケースで，派生後は A誌・B誌ともに存在） 

 派生前誌の上辺または下辺を出発点とし，段を変えた派生後誌の左端を矢印で結ぶ。 

 

 

 

 

 

 

吸収関係（A誌が B誌に吸収されるケースで，吸収後は B誌のみ存在） 

 吸収前誌の右端を出発点とし，段を変えた吸収後誌の上辺または下辺を矢印で結ぶ。 

 

 

 

 

 

  

① ② 

A 誌 B 誌 

① ② 

A 誌 B 誌 

③ 

C 誌 

(分離) 

① ② 

A 誌 B 誌 (合併) 

③ 

C 誌 

① 

A 誌 

A 誌も存在 

② 

B 誌 

② 

B 誌 

B 誌も存在 

① 

A 誌 
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(b) 関連ファミリーID 

 変遷に追加や修正があった場合は，その変遷ファミリーID を記入する。 

 複数の変遷ファミリーを結果的に 1つに統合する場合は，関連する変遷ファミリーID をす

べて記入する。 

 当該書誌に関連する変遷ファミリーが見当たらなければ，何も記入しない。 

 

(c) 注記欄 

変遷注記用データシートを作成した理由を，次の 4つから選択する。 

 

1. 既存の変遷ファミリーに書誌の追加がある 

変遷に追加すべき書誌が出現した場合。 

2. 既存の変遷ファミリーに修正がある 

変遷内の各書誌の関係，あるいは順序などに誤りを発見した場合。 

3. 新たな変遷ファミリーが生成した 

新規の書誌間に変遷関係がある場合，あるいは，変遷ファミリーに全く属していなかっ

た書誌間にタイトル変遷の事実を発見した場合。 

4. その他 

以上に該当しない理由について記入する。 

 

(d) 番号，書誌 ID，タイトル，巻次・年月次 

変遷図に記入した書誌レコードについて，次の事項を判明している範囲で記入する。 

 
1) 番号（変遷図内の指示番号） 

既にタイトル変遷に組み入れられている書誌については，変遷図内の指示番号に合わせ

る。 

2) 書誌 ID 

3) タイトル（本タイトル，タイトル関連情報，責任表示）および版表示 

4) 初号（変遷直後号），終号（変遷直前号）の巻次・年月次 

自館の所蔵巻次・所蔵年次を記入するのではないことに注意。 
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巻次・年月次に関する事項（VLYR フィールド） 

① 目録対象資料の個々の号の順序付けを，番号などで示す表示（＝巻次）と，年月日で示す表示

（＝年月次）を記入する。 

 
② 目録対象資料の初号と終号の巻次・年月次を以下のように記入する。 

 
 

   （△は空白を示す） 

（例）継続刊行中あるいは終号を所有していない場合 

VLYR:1 巻 1号△(1970)- 

 

（例）初号を所有していないが，終号は所有している場合 

VLYR:-昭和 63 年度△(昭 63) 

 

（例）初号・終号共に所有している場合 

VLYR:1 号△(1980)-10 号△(1989) 

 

③ 原則として目録対象資料に表示されているとおりに記録するが，以下のような例外がある。 

(1) 数字・数詞はアラビア数字に変換する。 

(2) 和文表記の場合，巻次の「第」の字は省略する。 

(3) 和文表記の場合，年月次の明治以降の日本の元号は，頭 1字のみに短縮する。また，年

月次の「年・月・日」および「号・版・度」など年月日数値に付随する文字は省略する。 

(4) 欧文表記の場合，AACR2 の付録にある各言語の大文字使用法，標準的略語を適用する。 

 

（例）第壱卷壱號 大正元年師走號  

VLYR:1 卷 1號△(大 1.12)- 

 

（例）Volume 1， Number one，January 1990 

VLYR:Vol.△1,△no.△1△(Jan.△1990)- 

 
④ 異なる巻次表示による複数の巻次がともに目録対象資料に表示されている場合は，以下の基準

によりそのうちの 1形式を採用する。 

･ その雑誌固有の巻次は，他の雑誌と共有する巻次よりも優先する。 

･ タイトル変遷後に付与された巻次は，変遷前誌から引き継いだ巻次より優先する。 

･ 2 階層の巻次（巻号表示など）は，1階層の巻次（通号表示）より優先する。 

 
ただし，採用しなかった表示形式は「△＝△」で区切って併記することができる。 

（例） VLYR：1 巻 1 号△(昭 60)-△＝△通巻 10 号△(昭 60)- 

 
 

VLYR：初号巻次△(初号年月次)－終号巻次△(終号年月次) 



テキスト雑誌編　- 140 -

補講 1 巻次・年月次の記入法  

 

テキスト雑誌編 - 140 - 

⑤ 巻次のとりかたが変更になった場合，旧方式による初号，終号の巻次・年月次を記入した後，

「△；△」に続けて新方式による巻次・年月次を記入する。 

･ 旧方式による初号，終号および新方式における初号を所有している場合 

（例） VLYR:1 号△(1980)-12 号△(1981)△;△1 巻 1 号△(1981)- 

 

･ 旧方式による終号および新方式における初号のみ所有している場合 

（例） VLYR:-昭和 64 年度△(昭 64)△;△平成 2 年度△ (平 2)- 

 

《注意事項》 

1. 年月次と出版年の相違 

年月次： 年月の表示で逐次刊行物の順序付けをあらわすもの 

出版年： その逐次刊行物が出版された年をあらわすもの 

(例)  

 
 
 

 
 
 
 
 

2. 巻次，年月次のどちらか一方が表示されていない場合 

巻次が表示されていない場合： 年月次で代用   例：1997 年度版△(1997) 

年月次が表示されていない場合： 出版年で代用（補記） 例：4号△(△[平 23.3]△) 

 

左の例が初号だった場合の VLYR, PUBDT, YEAR1 の記入 

VLYR:1997 年度版△(1997)- 巻次は表示されていないので年月次で代用 

    年月次は和文表記の場合、「年・度・版」は省略 

PUBDT:1998-   PUB フィールドには出版年を記入 

YEAR1:1998   YEAR フィールドは PUB に対応する西暦 4桁 

 
3. 巻次の変更とはみなさない場合 （→ 第 5講 2. 所蔵データ記入法） 

 
4. 逐次刊行物全体の順序付けを示す表示の取り扱い 

巻次データとしてではなく，タイトルの一部（部編記号）として扱う。 

統計年鑑 
 

1997 年度版 
 
 
 
 
 

1998.3 刊 

タイトル

年月次 

出版年 

竹橋大学紀要 

第 4号 

 

 

竹橋大学 

発行 平成 23 年 3 月 

巻次 
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その他のタイトルの記入法（VT フィールド） 

逐次刊行物（あるいはモノグラフ・シリーズ）における「その他のタイトル」の記入方法は， 

・ その他のタイトルが表示されている当該目録対象資料が初号（あるいは所蔵最古号）であるか 

・ それ以外のより新しい号であるか 

によって異なるので注意が必要である。 

 

以下の取扱いは，そのタイトルの表示巻号および表示箇所を明示することを目的としている。 

 

(1) その他のタイトルが初号もしくは（記述の根拠となった）所蔵最古号に表示されている場合 

TR フィールドに記録されなかったタイトルは，タイトルの表示箇所に関わる「タイトルの種類」コード

と共に VT フィールドに記録する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

初 号（または所蔵最古号（記述根拠号）） 

 
（例） TR:紀要 / 瀬戸内短期大学||キヨウ 

VT:BC:Bulletin of Setouchi Junior College 

VT:ST:瀬戸内短期大学紀要||セトウチ タンキ ダイガク キヨウ 

 

《注意》 

原則として，次のコードは使用することはない。 

･ 和雑誌の場合： 「CV」（表紙タイトル） 

･ 洋雑誌の場合： 「TT」（標題紙タイトル） 

例外：コーディングマニュアル 6.2.6 H3 及び 7.2.6 I3 参照 

 

裏表紙タイトル 

(Back Cover Title) 

コード＝BC 

TITLE TITLE 
T 

I 

T 

L 

E 背表紙タイトル 

(Spine Title) 

コード＝ST 

標題紙タイトル 

(Title Page Title） 

コード＝TT 

表紙タイトル 

（Cover Title） 

コード＝CV 
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(2) その他のタイトルが初号もしくは（記述の根拠となった）所蔵最古号より新しい号に表示され

ている場合 

「その他のタイトル」はその表示箇所に関わらず，タイトルの種類コード＝OH と共に VT フィールドに

記録する。タイトルの表示箇所に関わるコードは使用してはならない。さらに，そのタイトルの表示巻

号・箇所についての説明を NOTE フィールドに記入する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

初 号（所蔵最古号）以外の号 

 
（例）TR:日本デンマーク体操研究会研究会誌ニホン デンマーク タイソウ ケンキュウ

カイ ケンキュウ カイシ 

VT:OH:Japanese journal of Japan Denmark Gymnastic Research Association 

NOTE:No.△15△(1987)の裏表紙タイトル:△Japanese journal of Japan Denmark 

Gymnastic Research Association 

 
《参考》 キータイトル，略タイトル 

キータイトル（KT）： ISSN ネットワークに登録されているタイトル。ISSN に対応。 

略タイトル（AB）： キータイトルを一定の省略法によって略記したタイトル等。 

 

（例）VT：KT：Journal of applied physics  (キータイトル) 

VT：AB：J. appl. Phys （略タイトル） 

 

表紙タイトル 

コード＝OH 

裏表紙タイトル 

コード＝OH 

TITLE TITLE 
T 

I 

T 

L 

E 

背表紙タイトル 

コード＝OH 

標題紙タイトル 

コード＝OH 
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書誌レコード＝共有データ → 各参加組織で削除することはできない。 

「削除予定レコード」化することだけができる。 

「削除予定レコード」 

フィールド データ 備考 

TTLL und 言語コード 

TXTL  und 言語コード 

TRD(TR) 削除予定レコード 洋雑誌の場合でも漢字で記入する 

PUBP(PUB) 削除 洋雑誌の場合でも漢字で記入する 

その他のフィールド - データは一切記録しない 

典拠レコードの「削除予定レコード」化 →「目録システム利用マニュアル」第 6版 4.6.6 

 
「削除予定レコード」化の際には，次の 2点について必ず確認する。 

 

リンクしている所蔵レコードがないこと 

 

リンクしているタイトル変遷レコードがないこと

タイトル変

遷リンク

所蔵リンク 

「削除予定レコード」化 

「削除予定レコード」に

はできない。 

ただし，重複を理由に書

誌レコードを削除する必

要がある場合には，国立

情報学研究所に重複レコ

ードの報告*を行う。国立

情報学研究所で調整の

後，削除する。 

自館所蔵レコードの削除

あり 

なし 

なし 

あり 

No 

Yes 

自館の所蔵レ

コードのみ

国立情報学研究所に報告*す

る。 

「削除予定レコード」にはできない。 

ただし，自館の所蔵レコードを削除するなどして，リンク

する所蔵レコードが 0件になる場合は，国立情報学研究所

に報告*を行う。 

*「目録情報サービスに関する質問の受付」

（https://cattools.nii.ac.jp/qanda/uk

etuke.php） 

または 

 FAX:03-4212-2382 

E-mail:catserial@nii.ac.jp 

により報告を行う。 
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操作例 

 

 

削除したい書誌レコードを検索

し，詳細表示する。 

 

 

 

リンクしている所蔵レコードが

ないことを確認する。 

 

 

 

削除したいレコードに所蔵がリンク

していた場合，自館の所蔵のみであ

れば，所蔵を削除した後に「削除予

定レコード」にできる。 

他館の所蔵がリンクされている場

合には「削除予定レコード」には

できない。 

 

 

 

 

 

「削除予定レコード」に修正する。 

 

修正終了後，レコードを保存す

る。 

 

登録終了 

書誌検索･確認 

リンク確認 

書誌修正 

TTLL: und 

TXTL: und 

TRD: 削除予定レコード 

PUBP: 削除 
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NACSIS-CAT では画面レイアウトを自由に設定できる。 

行っている操作について共通の理解を得るために，使用しているクライアントで各フィールドの 

データをどのように扱っているのかを知っておきたい。 

1. 雑誌書誌詳細 

雑誌書誌詳細の画面構成とフィールド（WebUIP） 

（△は空白を示す） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

NACSIS-CAT 

でのフィールド名 

内容 

ID 書誌レコード ID 

MARCST 更新タイプ：Record Status of MARC Record 

MARCFLG 変更ありフラグ：Change of Corresponding MARC Record Status 

CRTDT レコード作成日付：Record Create Date 

RNWDT 最終レコード更新日付：Latest Record Renewal Date 

GMD   一般資料種別コード：General Material Designation Code 

SMD   特定資料種別コード：Specific Material Designation Code 

（YEAR） 刊年：Year of Publication 

YEAR1 刊年 1 

YEAR2 刊年 2 

CNTRY 出版国コード：Country Code 

TTLL 本タイトルの言語コード：Title Language Code 

TXTL   本文の言語コード：Text Language Code 

ORGL   原本の言語コード：Original Language Code 

REPRO 複製コード：Reproduction Code 

PSTAT 出版状況コード：Publication Status Code 

FREQ 刊行頻度コード：Frequency of Publication Code 

REGL 定期性コード：Regularity of Publication Code 

ファイル名 

<ID> CRTDT:CRTDT    RNWDT:RNWDT 
GMD:GMD SMD:SMD  YEAR:YEAR1△YEAR2 CNTRY:CNTRY TTLL:TTLL TXTL:TXTL ORGL:ORGL 
REPRO:REPRO  PSTAT:PSTAT  FREQ:FREQ   REGL:REGL   TYPE:TYPE 
ISSN:ISSN XISSN:XISSN CODEN:CODEN LCCN:LCCN  NDLPN:NDLPN ULPN:ULPN GPON:GPON 

TR:TRD||TRR||TRVR 

ED:ED 

VLYR:VLYR 

PUB:PUBP△:△PUBL△,△PUBDT 
PHYS:PHYSP△:△PHYSI△;△PHYSS△+△PHYSA 

VT:VTK:VTD||VTR||VTVR 

NOTE:NOTE 
PRICE:PRICE  
FID:FID 

BHNT:BHK:BHTR<BHBID> 

AL:AFLG AHDNG||AHDNGR||AHDNGVR△<AID>△AF 
SH:SHT:SHD||SHR||SHVR//SHK 

IDENT:IDENT 
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付録 1 画面構成とフィールド  
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NACSIS-CAT 

でのフィールド名 

内容 

TYPE 逐次刊行物のタイプコード：Type of Serial Code 

ISSN   国際標準逐次刊行物番号：International Standard Serial Number 

XISSN   取消／無効 ISSN：Extra ISSN 

LCCN LC 管理番号(LC カード番号)：Library of Congress Control Number 

NDLPN NDL 雑誌番号：National Diet Library Periodical Number 

CODEN CODEN：CODEN 

ULPN ULP 番号：Union List of Periodical Number 

GPON GPO 番号：Government Printing Office Item Number 

（TR） タイトル及び責任表示に関する事項：Title and Statement of 

Responsibility Area 

TRD タイトル及び責任表示 

TRR 

TRVR 

タイトルのヨミ 

タイトルのその他のヨミ  ※ 

ED 版に関する事項：Edition Area 

VLYR 巻次年月次：Volumes and Years of Serials 

（PUB） 出版・頒布等に関する事項：Publication, Distribution, etc., Area 

PUBP 出版地 

PUBL 出版者等表示 

PUBDT 出版年月等 

PUBF 役割表示 

（PHYS） 形態に関する事項：Physical Description Area 

PHYSP 数量 

PHYSI 挿図 

PHYSS 大きさ 

PHYSA 附属資料 

（VT） その他のタイトル：Variant Titles 

VTK その他のタイトルの種類 

VTD その他のタイトル 

VTR 

VTVR 

その他のタイトルのヨミ 

その他のタイトルのその他のヨミ ※ 

NOTE 注記：Note 

PRICE 価格／入手条件：Price ／ Terms of Availability 

FID 変遷ファミリーID：Family ID 

（BHNT） 変遷注記：Bibliographic History Note 

BHK 変遷タイプ 

BHTR 前／後誌タイトル 

BHBID 前／後誌レコード ID 

   



テキスト雑誌編　- 147 -

付録 1 画面構成とフィールド  

 

テキスト雑誌編 - 147 - 

NACSIS-CAT 

でのフィールド名 

内容 

（AL） 著者名リンク：Author Link 

AFLG 主記入フラグ 

AHDNG 著者標目形 

AHDNGR 

AHDNGVR 

著者標目形のヨミ 

著者標目形のその他のヨミ ※ 

AID 著者名典拠レコード ID 

AF 役割表示 

（SH） 件名等：Subject Headings 

SHT 件名表の種類 

SHD 件名 

SHR 

SHVR 

件名のヨミ 

件名のその他のヨミ ※ 

SHK 件名の種類 

IDENT アクセス先に関する事項：Identifier 

REM 非転写フィールド：Remainder of MARC Record（参照ファイルで表示） 

※CATP/1.1 対応クライアントのみ使用可能 
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2. 著者名典拠詳細 

著者名典拠詳細の画面構成とフィールド（WebUIP） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
NACSIS-CAT 

でのフィールド名 

内容 

ID 著者名典拠レコード ID 

MARCST 更新タイプ：Record Status of MARC Record 

MARCFLG 変更ありフラグ：Change of Corresponding MARC Record Status 

CRTDT レコード作成日付：Record Create Date 

CRTFA レコード作成参加組織 ID：Record Create Library ID 

RNWDT 最終レコード更新日付：Latest Record Renewal Date 

RNWFA 最終レコード更新参加組織 ID：Latest Record Renewal Library ID 

（HDNG） 統一標目形：Uniform Heading 

HDNGD 

HDNGR 

HDNGVR 

統一標目形 

統一標目形のヨミ 

統一標目形のその他のヨミ ※ 

TYPE 統一標目形に示される著者の属性コード：Type of Name 

 同定不能フラグ："Unidentified" Flag        （不使用） 

PLACE 場所：Place 

DATE 時間：Date 

（SF） から見よ参照形："See From" Reference 

SFD 

SFR 

SFVR 

から見よ参照形 

から見よ参照形のヨミ 

から見よ参照形のその他のヨミ ※ 

（SAF） からも見よ参照形："See Also From" Reference 

SAFD 

SAFR 

SAFVR 

SAFID 

からも見よ参照形 

からも見よ参照形のヨミ 

からも見よ参照形のその他のヨミ ※ 

からも見よ参照形先レコード ID 

NOTE 注記：Note 

REM  非転写フィールド：Remainder of MARC Record（参照ファイルで表示） 

※CATP/1.1 対応クライアントのみ使用可能 

<ID> CRTDT:CRTDT    CRTFA:CRTFA    RNWDT:RNWDT    RNWFA:RNWFA 
HDNG:HDNGD||HDNGR||HDNGVR 
TYPE:TYPE 
UNID: 
PLACE:PLACE 
DATE:DATE 
SF:SFD||SFR||SFVR 
SAF:SAFD||SAFR||SAFVR <SAFID> 
NOTE:NOTE 
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3. 雑誌所蔵詳細 

雑誌所蔵詳細の画面構成とフィールド（WebUIP） 

 
 
 
 
 
 
 
NACSIS-CAT 

でのフィールド名 
内容 

ID 所蔵レコード ID 

BID 書誌レコード ID 

FANO 参加組織レコード ID 

LIBABL 略称 

CRTDT レコード作成日付：Record Create Date 

RNWDT 最終レコード更新日付：Latest Record Renewal Date 

LOC 配置コード：Location Code 

HLYR 所蔵年次：Holding Years 

HLV 所蔵巻次：Holding Volumes 

CONT 受入継続表示：Continuance of Accession 

CLN 請求記号：Call Number 

CPYNT 刷の注記：Note for Copy 

LDF 図書館定義フィールド：Local Definition Field 

LTR ローカルトレーシング：Local Tracing 

 

<ID> CRTDT:CRTDT    RNWDT:RNWDT 
BID:BID       FANO:FANO     LIBABL:LIBABL     LOC:LOC 

HLYR:HLYR        HLV:HLV                       CONT:CONT 
CLN:CLN  

CPYNT:CPYNT 
LDF:LDF 
LTR:LTR 
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1. データ記述文法とは 

(1) オンライン目録作業時において，データを入力する際の記述方法（データ要素の記述順序，デ

ータ要素間の区切り記号等）を指示するものである。 

 
(2) 記述文法は原則として ISBDの区切り記号法に準拠する。 

区切り記号の主な相違点は以下の 2点。（下線部） 

 
1) TR において責任表示のみが並列する場合 

本タイトル△：△タイトル関連情報△／△責任表示△＝△／△並列責任表示 

 
2) 出版者と出版年の区切り 

出版地△:△出版者△,△出版年 

 
(3) 「繰り返し」は，その画面項目を複数繰り返すことができるかどうかを示す。 

「R」は繰り返し可能であることを示す。 

「N」は繰り返し不可で，1レコード中に 1つしか存在できない。 

 

2. データ記述文法の見方 

 
 

 
  
 
 
  

 
① A，B，C，Dは，データ要素及び ISBD の区切り記号等を示す。 

② 左から右へ，A B C の順に記述する。 

③ 上記例では，A，及び Cは，必ず記述する。 

④ B は記述しないことも可能である。 

⑤ A，及び Cは，複数回繰り返して記述することが可能である。 

⑥ C を繰り返す場合は，Cと Cの間に Dを記述する必要がある。 

⑦ △の記号は，空白を示す。 

 

Ａ Ｂ Ｃ 

Ｄ 
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項目

名 

繰

返

し 

内容 

TR N ① 本タイトルが共通タイトルと従属タイトル（部編記号，部編名）からなる場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(例)Journal of polymer science. Part A, General papers 

(例)愛媛大学紀要. 第 2部, 自然科学. Bシリーズ, 生物学||エヒメ ダイガク キヨウ. 

   ダイ2ブ, シゼン カガク. Bシリーズ, セイブツガク 

(例)埼玉大学紀要. 自然科学篇||サイタマ ダイガク キヨウ. シゼン カガクヘン 

② 本タイトル，タイトル関連情報，責任表示（2 番目以降の役割の異なる責任表示）が

ある場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（例）Nyasaland journal / Nyasaland Society 

（例）American industries : manufacturer's magazine / National Association of  

      Manufactur 

（例）日本の防衛 : 防衛白書 / 防衛庁編||ニホン ノ ボウエイ : ボウエイ ハクショ 

  

タイトル 
関連情報 本タイトル △：△ 

２番目以降の 

役割の異なる 

責任表示 

責任 
表示 △；△ 

Ａ Ｂ

△／△

共通タイトル ，△．△ 部編記号 部編名 

従属タイトル

本タイトル 
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項目

名 

繰

返

し 

内容 

 

 

 ③ 並列タイトル，並列タイトル関連情報がある場合〔A，Bの部分の記述文法は，②と

同じである〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(例) New Technik = New techniques 

(例) 釧路論集 : 北海道教育大学釧路分校研究報告 = Kushiro ronsyu : reports of  

  Hokkaido University of Education (Kushiro) / 北海道教育大学釧路分校||  

  クシロ ロンシュウ : ホッカイドウ キョウイク ダイガク クシロ ブンコウ  

  ケンキュウ ホウコク 

VLYR 

 
N ① 一般的な記述文法 （全体を「A」または「B」とする） 

 

 

 

 

 

 

 

（例）Vol. 1, no. 1 (1979/1980)-v. 3, no. 1 (1985) 

（例）-v. 40 (Aug. 1997) 

（例）1号 (昭 46.7)- 

（例）昭和23年度 (昭 23)-昭和34年度 (昭 34) 

② 別形式の巻次・年月次がある場合 ［A，A'の部分は①と同じである］ 

 

 

 

 

 

 

（例）Vol. 63 (1923)-v. 78 (1938) = No. 38 (1923)-no. 53 (1938) 

（例）Vol. 26, no. 7 (1984.7)- = 通巻307号 (1984.7)- 

（例）1巻1号 (1961.1)-29巻 8号 (1990.8) = 通号1号 (1961.1)-通号344号 (1990.

8) 

並列タイトル 
関連情報 

並列 

タイトル
△＝△

Ｃ

Ａ Ｂ△：△

Ａ’Ａ △＝△

△ （ ） △ （ ） －
初号の 

巻次 
初号の

年月次

終号の

巻次 
終号の 

年月次 
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項目

名 

繰

返

し 

内容 

③ 巻次変更がある場合 ［A，Bの部分は①と同じである］ 

 

 

 

 

 

 

（例）-v. 5, no. 3 (July 1980) ; No. 20 (Sept. 1980)- 

（例）1号 (昭 47.1)-4号 (昭 47.10) ; 2巻 1号 (昭 48.1)- 

（例）1集 (1970.1)-12 号 (1970.12) ; 2 巻 1 号 (1971.1)- 

④ 別形式の巻次表示と巻次変更を同時に表現する場合［A，A'，B，B'の部分は①と

同じである］ 

 
 
 
 
 
 
（例）Vol. 1, no. 1 (Jan. 1980)-v. 2, no. 12 (Dec. 1981) = No. 1 (Jan. 1980)-

      no. 24 (Dec. 1981) ; V. 1, no. 1 (Jan. 1982)- = No. 25 (Jan. 1982)- 

 

  

△；△A' B' Ｂ △＝△ △＝△Ａ 

Ａ △；△ Ｂ
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項目

名 

繰

返

し 

内容 

PUB R ① 出版地・頒布地等，出版者・頒布者等，出版・頒布等の日付 
 
 
 
 
 
（例） New York : AMS Press , 1970-1988 

（例） [S.l.] : [s.n.] , c1971- 

（例） Paris : Galerie Fanny Guillon Laffaille 

Bonn : Galerie Christoph Pudelko , [1987]- 

（例） 札幌 : 北海道出版企画センター 

（例） 那覇 : 琉球文教図書 , 1966-1997 

（例） 東京 : 内政史研究会 , -1983.3 

（例） 大阪 : 納税協会連合会 

大阪 : 清文社 (発売) , 1986.11- 
② 複数の出版地・頒布地等がある場合 

 

（例） New York ; Tokyo : Delphin Verlag , 1981-1982 

（例） 東京 ; 京都 : 法律文化社 

③ 複数の出版者・頒布者等の出版地・頒布地等が同一の場合 

 

 

 

（例） [Honolulu] : University of Hawaii Press : Bishop Museum Press , -c1990 

（例） 名古屋 : 愛知県立大学 : 愛知県立女子短期大学 , 1989.3- 
 

△：△出版地・頒布地等 △，△ 出版・頒布等の日付 出版者・頒布者等

出版・頒布等の日付出版者・頒布者等出版地・頒布地等 △，△△：△

出版・頒布等の日出版者・頒布者等出版地・頒布地等 △，△△：△

△；△ 
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通常，検索や登録作業を行う中で，検索用インデクス自体の名称について意識することはない。 

しかし，より効果的な検索を行うためには，それぞれの検索項目がどの検索用インデクスを対象と

しているのかについて，理解しておく必要がある。 

検索用インデクス名と NACSIS-CAT での検索項目の対応を下に示す。 

1. 書誌ファイル 

検索用インデク

ス名 

NACSIS-CAT での検索

項目名 *1 

内容 *2 前方一致 *3 備考 

FTITLEKEY ― フルタイトルキー ○  

TITLEKEY TITLE タイトルキーワード ○  

AUTHKEY AUTH 著者名キーワード ○  

PUBLKEY PUB 出版者名キーワード ○  

PUBPKEY PLACE 出版地名キーワード ○  

SHKEY SH 件名キーワード ○  

AKEY AKEY 短縮キー（タイトル） ×  

ISBNKEY ISBN ISBN × 図書のみ 

ISSNKEY ISSN ISSN ×  

NBN NBN 全国書誌番号 ×  

LCCN LCCN LC 管理番号（LC カード番号） ×  

NDLCN NDLCN NDL カード番号 × 図書のみ 

NDLPN NDLPN NDL 雑誌番号 × 雑誌のみ 

CODEN CODEN CODEN × 雑誌のみ 

ULPN ULPN ULP 番号 × 雑誌のみ 

OTHKEY OTHN その他の番号キーワード × 図書のみ 

YEARKEY YEAR 出版年 ○  

CNTRY CNTRY 出版国コード ×  

LANGKEY LANG 言語コードキー ×  

NDCKEY 

DDCKEY 

CLS 

 

NDC 分類キーワード 

DDC 分類キーワード 

○ 図書のみ 

ID ID 書誌レコード ID ○  

PTBID PID 親書誌レコード ID ○ 図書のみ 

AID ― 著者名典拠レコード ID ×  

UTID ― 統一書名典拠レコード ID × 図書のみ 

FID FID 変遷ファミリーID × 雑誌のみ 

RNWDT ― レコード更新日付 ○  
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2. 典拠ファイル 

検索用インデ

クス名 

NACSIS-CAT 

での検索項目名 *1 

内容 *2 前方一

致 *3 

備考 

AUTHKEY AUTH 著者名キーワード ○  

TITLEKEY TITLE タイトルキーワード ○ 統一書名のみ 

PLACEKEY PLACE 地名キーワード ○ 著者名のみ 

TIMEKEY DATE 著者に関する年 ○ 著者名のみ 

AKEY AKEY 短縮キー（統一標目形） ×  

ID ID レコード ID ○  

SAFID SAID からも見よ参照レコード ID ×  

RNWDT ― レコード更新日付 ○  

 

3. 所蔵ファイル 

NACSIS-CAT では，インデクスは主にリンク参照のために使用されている。 

検索用インデ

クス名 

NACSIS-CAT 

での検索項目名 *1 

内容 *2 前方一

致 *3 

備考 

ID ID 所蔵レコード ID ○  

BID BIB リンク先書誌レコード ID ×  

FANO MLID 参加組織レコード ID ×  

RNWDT ― レコード更新日付 ○  

 

*1 検索画面中の検索キーフィールドで検索可能な項目だけではなく，検索可能な全ての項目を挙

げている。 

*2 具体的に，登録されたデータの各フィールドから，どのような検索用インデクスが作成されて

いるのかについては，「目録システム利用マニュアル」第 6版 付録.A を参照。 

*3    ○  前方一致可能 

×  前方一致検索は不可能 

NACSIS-CAT の場合，検索定義上可能かどうかを示している。実装しているかどうかはクライアント

毎に異なる。 

 



テキスト雑誌編　- 157 -

付録 4 コード表（抜粋）  

 

テキスト雑誌編 - 157 - 

著者の属性コード（TYPE） 

コード 件名の種類 

c 団体名 

m 会議名 

p 個人名 

出版国コード（CNTRY） 

コード 国名  

cc China 中華人民共和国 

fr France フランス 

gw Germany ドイツ 

ja Japan 日本 

ko Korea (South) 大韓民国 

ne Netherlands オランダ 

ru Russia ロシア連邦 

si Singapore シンガポール 

sz Switzerland スイス 

uk United Kingdom イギリス 

us United States アメリカ合衆国 

言語コード（TXTL，TTLL，ORGL） 

コード 言語名  

chi Chinese 中国語 

eng English 英語 

fre French フランス語 

ger German ドイツ語 

ita Italian イタリア語 

jpn Japanese 日本語 

kor Korean 朝鮮語 

lat Latin ラテン語 

rus Russian ロシア語 

spa Spanish スペイン語 

und Undetermined 〔言語名不明〕 

その他のコード 

種別 コード 内容 

主記入フラグ

コード 

AL / UTL 

＊ 基本記入標目 

なし 副出記入／等価標目 

変遷タイプ

コード 

BHNT 

AF 

AS 

吸収前誌 

吸収後誌 

CF 

CS 

継続前誌 

継続後誌 

SF 

SS 

派生前誌 

派生後誌 

複製コード 

REPRO 

c 複製物である 

なし 複製物でない 

出版状況コ 

ード 

PSTAT 

c 

d  

u 

刊行中 

廃刊 

出版状況不明 

 

種別 コード 内容 

刊行頻度

コード 

FREQ 

 

d 

i 

c 

w 

e 

j 

s 

m 

b 

q 

t 

f 

a 

g 

h 

日刊 

週 3回刊 

週 2回刊 

週刊 

隔週刊 

旬刊 

月 2回刊 

月刊 

隔月刊 

季刊 

年 3回刊 

年 2回刊 

年刊 

隔年刊 

3 年 1回刊 

z 

その他の刊行頻度 
（主に3年1回刊より頻度が低いも

のに対して使用） 

なし 不定期刊 

u 刊行頻度不明 

定期性コ

ード 

REGL 

r 

n 

x 

定期 

規則的不定期 

完全に不定期 

u 定期性不明 

逐次刊行

物のタイ

プコード 

TYPE 

m 

n 

p 

モノグラフ・シリーズ 

新聞 

定期刊行物 

なし その他の逐次刊行物 

タイトル

の種類コ

ード 

VT 

AB 

KT 

略タイトル 

キータイトル 

AT 

BC 

CL 

CP 

CV 

DT 

MT 

OH 

OR 

PT 

RT 

ST 

TT 

副標題紙タイトル 

裏表紙タイトル 

奥付タイトル 

見出しタイトル 

表紙タイトル 

識別タイトル 

題字欄タイトル 

その他のタイトル 

原タイトル 

親書誌タイトル 

欄外タイトル 

背表紙タイトル 

標題紙タイトル 

目録対

象資料

に表示

されて

いるタ

イトル

RM 

TL 

VT 

ローマ字翻字タイトル 

翻訳タイトル 

異なりアクセスタイトル 

目録担当

者が作成

するタイ

トル標目
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1. 書誌検索から所蔵リンク参照 

書誌検索から所蔵リンクを参照する検索の流れを，WebUIP を例に示す。 

具体的な画面名称やコマンド，操作方法はクライアントによって異なるが，検索の流れは同様であ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

書誌検索 

(検索画面) 

書誌簡略一覧 

(検索画面） 

書誌詳細表示 

 
(参照画面) 

 
次ページ 

 

参照 

所蔵簡略表示 

(検索画面） 

所蔵詳細表示 

(参照画面) 

著者名リンク参照 
(AID をクリック) 

タイトル変遷リンク参照 
(FID をクリック) 

所蔵リンク参照 

(所蔵一覧) 

(ID をクリック) 

(ID をクリック) 

(書誌詳細に戻る) 

(所蔵一覧) 

(簡略一覧に戻る) 

(書誌詳細に戻る) 

１件ヒットした場合には、直接詳細表示画面へ移行

し，複数件ヒットした場合には検索・簡略表示画面

のままで，書誌レコードが簡略表示される，という

クライアントもある。 

所蔵簡略表示の状態から参加組織名等を指定して， 

所蔵レコードを絞りこむこともできる。 

参照ファイルにヒットした場合は，点線より 

以下の部分には移行できない。 

 書誌ファイル検索 

(検索) 
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2. 著者名典拠リンク参照とタイトル変遷リンク参照（総合目録データベースのみ） 

書誌レコードから著者名リンクやタイトル変遷リンクを参照する検索の流れを，WebUIP を例に示す。 

具体的な画面名称やコマンド，操作方法はクライアントによって異なるが，検索の流れは同様であ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

書誌詳細表示 

（参照画面） 

書誌簡略表示 

（参照画面） 

雑誌変遷情報詳細表示 

（参照画面） 

書誌詳細表示 

（参照画面） 

著者名典拠詳細表示 

（参照画面） 

書誌詳細表示 

（参照画面） 

タイトル変遷 

リンク参照 

（FID をクリック） 

著者名リンク参照 

（AID をクリック） 

著者名リンク参照 

(書誌一覧) 

タイトル変遷 

リンク参照 

（ID をクリック） 

(タイトル変遷に戻る) 

(書誌詳細に戻る) 

(ID をクリック) 

(簡略一覧に戻る) 

(書誌詳細に戻る) 
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付録 6検索対象ファイル(WebUIP)  
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1. 検索対象ファイルの設定 

書誌検索画面で,参照ファイルのメニューを選択することにより変更が可能である。 

 

 
2. ファイル間の優先順位 

上記の設定に従って，以下のファイルを検索する。総合目録データベース以外の参照ファイル間に

は，優先順位は設定されていない。 

① 書誌ファイル 

 

「和図書」 BOOK JPMARC, TRCMARC, CHMARC, KORMARC 

「洋図書」 BOOK USMARC, USMARCX, GPOMARC, UKMARC, DNMARC, REMARC, RECON 

「和雑誌」 SERIAL JPMARCS 

「洋雑誌」 SERIAL USMARCS 

 

② 著者名典拠ファイル 

（共通） NAME JPMARCA, USMARCA 

 

③ 統一書名典拠ファイル 

（共通） TITLE USMARCT 

 検索条件に合致するレコードが総合目録データベースにあれば検索結果を返し，検索を終

了する。 

 総合目録データベースになければ，自動的に参照ファイルを検索する。 

 全てのファイルに検索条件に合致するものが存在しなかった場合に「指定された検索条件

での結果は 0件です」と表示される。 

3. ファイル指定検索 

検索したいファイルを特定し，そのファイルのみを検索することもできる。検索画面で，「FILE」

フィールドに検索対象となるファイル名を指定する。 
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(1) 図書書誌検索 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(2) 雑誌書誌検索 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



テキスト雑誌編　- 162 -

付録 7 検索画面と検索キー（WebUIP）  
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(3) 雑誌所蔵検索 

 

 

(4) 著者名典拠検索画面 
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 所蔵データの記入方式は，実際に目録対象資料上に表示されている表現にかかわらず，巻レ

ベル・号レベルの 2階層と考える。 

 巻レベルの数字の後，その巻レベルに従属する号レベルの数字を丸括弧「（）」に収める。 

 表記上，「号」に相当する名称であっても，1階層の表現方式の場合は，そのまま巻レベルと

して記入する。 

 分冊等，3階層以上の表示がある場合は，最上位の 2レベルを巻レベル，号レベルとし，それ

より下位の表示については無視する。 

 実際の記入は以下の表に準拠する。 

 
目録対象資料上での実際の表現 

（対応する日本語表現） 
所蔵データ記入上でのレベル 
巻ﾚﾍﾞﾙ 号ﾚﾍﾞﾙ 記入例 

 
1階層 

号*１ 例）No. 1 号 － 1 
通号  例）通号 41 号 通号*２ － 41 
巻 例）Volume 5 巻 － 5 
年次 例）平成 16 年度 年次 － 16 

 
 

2階層 

号－分冊 例）28 号第 1 分冊 号 分冊 28(1) 
巻－号*１ 例）Vol. 12, No. 18 巻 号 12(18) 
巻－号 / 通号 例）21 巻 6 号 / 通巻 174 号 巻 号 21(6) 
巻－月次 例）7 巻 2 月号 巻 月次 7(2) 
巻－分冊 例）Vol. 1, Part 1 巻 分冊 1(1) 
年次－月次 例）平成 9 年 5 月号 年次 月次 9(5) 
年次－号 例）2000 年 第 16 号 年次 号 2000(16)

3階層 巻－号－分冊 例）Vol. 3, no. 2, part 1 巻 号 3(2)*3 
*1 表示上あるいは実質上，通号である場合を含む。 

 *2 通号が変遷前誌から引き継いだものであり，号の方がその雑誌固有の巻次である場合は，

号を採用する。 

*3 号レベル以下のものが全部そろっていない場合，その号レベルは欠号扱いとする。 
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タイトルが出版物の種類あるいは出版物の刊行頻度を表す語のみで構成されている場合，それを 

「総称的タイトル」という。 

1. 和雑誌 

総称的タイトルの例 

 
・紀要 

・研究紀要 

・広報 

・会報 

・報告 

・報告書 

・研究報告 

・年報 

・季報 

・月報 

・資料 

・要覧 

 
総称的タイトルとはみなさないものの例 

 
・○○大学紀要（情報源の表示が一体となっているもの） 

・近代文学研究 

・熊本市勢要覧 

・経営研究 

・経済 

・健康管理年報 

 

2. 洋雑誌 

総称的タイトルの例 

 
・ Annual conference proceedings 

・ Annual report 

・ Bulletin  

・ Circular  

・ Journal 

・ Membership directory  

・ Occasional newsletter 

・ Official report 

・ Pamphlet 

・ Preliminary report 

・ Proceedings of the conference 

・ Program 

・ Record 

・ Research paper 

・ Review 

・ Special report 

・ Transactions 

 
総称的タイトルとはみなさないものの例 

 
・ Science bulletin 

・ Astronomy 

・ Anthropological reports 

・ Nationalities papers 

・ Staff papers series 

・ Services and organization guide 

・ Bulletin GT 

・ B.I.S. report 
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その他のタイトル 

その他のタイトルの種類は，大別して以下の 3種類に分けられる。 

(1) キータイトル，及び略タイトル 

(2) 目録対象資料中に表示されているタイトルのうち，TR フィールドに記録されない形 

(3) 目録担当者が作成するタイトル標目 
 

コード 

 

タイトルの種類 

 

種別内容 

(1) 

 

AB 略タイトル キータイトルを特定の省略法によって略記したタイトル。SIST05(科

学技術情報流通技術基準「雑誌名の略記」)に従い略記したタイトル

を含む 

KT キータイトル ISSN ネットワークにおいて，ISSN と 1 対 1に対応する形で登録され

ているタイトル 

(2) 

 

 

AT 副標題紙タイトル 記述対象資料の副標題紙に表示されているタイトル 

BC 裏表紙タイトル 記述対象資料の裏表紙に表示されているタイトル 

CL 奥付タイトル 記述対象資料の奥付に表示されているタイトル 

CP 見出しタイトル 記述対象資料の本文の最初のページの冒頭（見出し）に表示されて

いるタイトル 

CV 表紙タイトル 記述対象資料の表紙に表示されているタイトル（和資料では，この

コードは原則として使えない） 

DT 識別タイトル 記述対象資料の特定の巻号にのみ付与されているタイトル。コード

＝DTと当識別タイトルの間には，適切な区切り記号とともに対応す

る巻号次を記入する 

MT 題字欄タイトル 記述対象資料の題字欄に表示されているタイトル 

OH 

 

その他のタイトル 

 

記述対象資料中に表示されているタイトルのうち，他の 12個のタイ

トルの種類（AT，BC，CL，CP, CV，DT，MT，OR，PT，RT，ST, TT）

のいずれにも該当しない形。初号あるいは所蔵最古号（記述の根拠

となった号）より後の巻号から表示されるタイトル，複製時・合冊

時に新たに付与されたタイトル，製本者タイトル等はその他のタイ

トルである（この場合，その他のタイトルの性格について，表示巻

号とともに注記（NOTE フィールド）する） 

 OR 原タイトル 記述対象資料が翻訳等である場合の，当該資料中に表示されている原

本のタイトル。複製資料の場合には使用しない 

 PT 親書誌タイトル 複数の雑誌で共有するタイトルのうち，本タイトルを採った規定の情

報源箇所とは異なる箇所にしか表示されていないタイトル等を記録

する 
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付録10 その他のタイトル  
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コード 

 

タイトルの種類 

 

種別内容 

 

(2) 

RT 欄外タイトル 記述対象資料の各頁の欄外（最上段，又は最下段）に反復して表示さ

れているタイトル 

ST 背表紙タイトル 記述対象資料の本来の背表紙に表示されているタイトル 

TT 標題紙タイトル 記述対象資料の標題紙に表示されているタイトル（洋資料では，この

コードは一部の例を除き使えない → 「コーディングマニュアル」 

7.2.6 参照） 

(3) 

RM ローマ字翻字 

タイトル 

タイトルが非ローマ字形である場合に規定の翻字表に基づいて当該

タイトルをローマ字化した形のタイトル 

TL 翻訳タイトル 記述対象資料が他の言語に翻訳されていることが判明している場合

の，当該翻訳書のタイトル，もしくは，目録担当者自身がタイトルを

他の言語に翻訳した形のタイトル 

VT 異なりアクセス 

タイトル 

目録担当者が作成する，記述対象資料中に表示されていないタイトル

の異形。検索の便宜上，語を補ったもの，本タイトルから冠詞を除い

た形，漢字旧字体に対する新字体や異なる字形の漢字を用いた形等が

これにあたる 

 
※上記は抜粋。本体は「目録システムコーディングマニュアル」を参照 
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付録 11 複製版  
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1. 情報源 

複製版の書誌データ記入に際して，各フィールドのデータを複製版，原本のいずれから採るかは，

以下の表に従う（○のついた方からデータを採る）。 

 
 

 

フィールド 
 

原 本 
 

複製版 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

フィールド 
 

原 本 
 

複製版 

GMD 
SMD 

× 
○ 

 

TR ○  ×1)2)
 

ED  ×3)
  ○2)

 

YEAR ○ 

 

× 
 

VLYR  ○4)
 

× 
 

CNTRY × 

 

○ 
 

PUB  ×5)
 ○ 

TTLL 

TXTL 
ORGL 

○ 

 

 
× 
 
 

PHYS × 
○ 

 

VT ○  ×6)
 

REPRO 

 

「c」を記入 
 

NOTE  ×7)
 ○ 

PSTAT 

FREQ 
REGL 
TYPE 

記入しない 

PRICE × ○ 

FID 

BHNT 

記入しない8) 
 

ISSN 

XISSN 
NDLPN 

LCCN 
CODEN 

ULPN 
GPON 

× 
○ 

 

PTBL 記入しない 

AL ○ ○ 

UT 記入しない 

 
2. 注意点 

1) 複製時に付与されたタイトルは TR フィールドには記入せず，VT フィールドに「その他のタイト

ル（その他のタイトル＝OH）」として記入すると同時に NOTE フィールドにも記録する。 

2) 原本には関わらず複製版にのみ関わる責任表示は，ED フィールドに「版責任表示」として記入

する。 

3) 原本にのみ関わる版表示関連事項は NOTE フィールドに記録する。 

4) 部分的な複製は，複製された範囲に対応する原本の巻次年月次を記入する。 

5) 原本の出版事項は NOTE フィールドに記録する。 

6) 複製時に付与されたタイトルも VT フィールドに「その他のタイトル（その他のタイトル＝OH）」

として記入し，同時に NOTE フィールドにも記録する。 

7) 複製時に付与されたタイトル，合刻複製版の場合は共に合冊されている他の逐次刊行物のタイ

トル，原本の出版事項，原本の変遷関係等についても記録する。 

8) 原本間に変遷関係があっても，その複製版書誌レコード間では変遷注記用データシートは作成

しない。原本間の変遷関係については NOTE フィールドに記録する。 

 
＊ 合刻複製版の場合は，収録されている個々の逐次刊行物ごとに書誌レコードを作成することに

注意。 
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付録 11 複製版  
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3. 例 

原本の表紙 複製版の表紙 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

原本の奥付 複製版の奥付 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

複製版の書誌レコード 
 

SERIAL  
<AN10181306> CRTDT:19900622 RNWDT:19930514  
GMD: SMD: YEAR:1931 1931 CNTRY:ja TTLL:jpn TXTL:jpn ORGL:  
REPRO:c PSTAT: FREQ: REGL: TYPE:  
ISSN: CODEN: NDLPN: LCCN: ULPN: GPON:  
TR:新興藝術研究||シンコウ ゲイジュツ ケンキュウ  
ED:[複製版]  
VLYR:1 輯 ([昭 6. 2] )-3 輯 ( [昭 6. 12] )  
PUB:東京 : ゆまに書房 , 1990  
VT:VT:新興芸術研究||シンコウ ゲイジュツ ケンキュウ  
VT:OH:日本モダニズムの興隆||ニホン モダニズム ノ コウリュウ  
NOTE:複製版の総合タイトル: 日本モダニズムの興隆  
NOTE:原本の出版事項: 東京 : 刀江書院, 1931 
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付録 12 注記の記入例  
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注記（NOTE フィールド）の記入例を以下に示す。 

 
 注  記  例 

 

記述の根拠号 

記述は 3巻 2 号 (1997)による 

記述は平成 2 年度版による 

Description based on: Vol. 1, no. 3 (1992) 

情報源 
タイトルは題字欄による 

Title from cover 

 

タイトル関連情報 

タイトル関連情報の追加： シンポジウム論文集 (1977-) 

タイトル関連情報の変更： 能率指導雑誌 (1 巻 1 号 (1927.1))→通俗能率雑

誌 (1 巻 2 号 (1927.2)-) 

Other title information: Quarterly newsletter, Dec. 1996- 

Other title information varies: Journal of research, Vol. 4, no. 1 (1997)-

 

並列タイトル 

並列タイトルの追加： Business accounting (1988-) 

並列タイトルの変更： The statistical report (1 号 (1967)-8 号 (1975))

→The statistical journal (9 号 (1976)-) 

Vols. for 1990/92- have parallel title: German press 

Parallel title varies: Statistical trends in transport, 1982- 

 

責任表示 

責任表示の変更： 日本電信電話公社 (-13 巻 3 号 (1983.9))→日本電信電話

株式会社 (13 巻 4 号 (1989.12)-) 

責任表示の追加： 宮城県漁業協会 (昭和 53 年-) 

編集： 宮武外骨 

Prepared by: 1972 by Department of Industry, Trade and Commerce; 1973-1979 

by Special Project Division, Trade and Commerce 

Editor: 1985-1991, William Porter 

 

出版に関する事項 

出版地変更： 東京 (-12 号 (1990))→国立 (13 号 (1991)-) 

出版者変更： 早稲田大学出版部 (-5 巻 (昭 21))→早稲田大学文学会 (6 巻 

(昭 22)-) 

出版者追加： 日本関税協会 (No. 132 (昭 62.4)-)  

出版地は開催のたびに変更 

刊行頻度変更： 隔月刊 (-26 巻 (1987))→月刊 (27 巻 (1988)-) 

Vol. 3 (1982) published with Butterworths, London 

Vol. 5 (1988)- published: Boston 

Frequency varies: -v. 3, no. 2 (1986), quarterly; v. 4, no. 1 (1987)-, 

monthly 

Publisher varies: Association of Trial Lawyers of America, Education 

Fund, v. 21, no. 4 (May 1978)- 
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 注 記 例 

 

複製版 

原本の出版事項： 京都 ： 国民研究會, 1923- 

復刻版のタイトル： 戦時政治経済資料 

原本の継続後誌： 児童文学 

Reprint. Originally published: Brussels : Kraus House 

Collective title of reprint: Current periodical series 

Originally continued by: Natural history 

 

巻次・年次等 

昭和 43 年 1月調査には，第 11 回との表示あり 

24 号の年月次誤植： 昭和 26 年 11,12 月→昭和 25 年 11,12 月 

21 号(1988)より休刊 

Vol. 1, no. 5 (1995) called also "Special issue" 

Vol. 10 omitted numbering 

Vol. 20, no. 8 called vol. 20, no. 7 in error 

Suspended 1980-1983 

 

その他のタイトル 

45 号 (Jan. 1969)の裏表紙タイトル: Kokusai jihyo 

各巻に独自のタイトルあり 

Cover title: Japan film guide, v. 10 (1988)- 

Title varies slightly: The fortnightly review, v. 6 (1866)- 

Each issue has a distinctive title 

 

タイトル変遷* 

継続前誌： 児童文学  

派生後誌： 大塚大学政治学部紀要 <AA12345678> 

Continued by: Packaging journal 

Continues: Japan update 

Absorbed by: National index 

 

その他 

12 号(1980.12)-22 号(1990.12)までは別冊を同時に刊行 

133 号(昭 60.4)より大塚工業同盟会の機関紙となる 

13 号(1968): 復刊第 1号 

各巻の総目次・索引は次の巻の 1号に掲載 

付録： CD-ROM (1997-) 

JPMARCS による巻次・年月次: 1 号 (昭 59.10)- 

Supplement to: Acta anatomica  

Has supplement: Economic trends. Supplement 

Indexes: Vol. 1 (1875)-60 (1937) issued as v. 61 

Also available on CD-ROM ed 

VLYR of LC MARC: Vol. 44, pt. 1 (Feb.1953)- 

* Continued by: 継続後誌 Absorbed by: 吸収後誌 

 Continues: 継続前誌 Separated from: 派生前誌 
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付録 13 情報源一覧  
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フィールド名 
 

和 雑 誌
 

洋 雑 誌 
GMD（一般資料種別） 

目録対象資料全体 
 

SMD（特定資料種別） 

YEAR（出版開始年・終了年） 
 PUB フィールド 

 

CNTRY（出版国） 

TTLL（本タイトルの言語） TR フィールド 

TXTL（本文の言語） 目録対象資料の本文部 

ORGL（原本の言語） 

 

どこからでもよい 

REPRO（複製） 

PSTAT（出版状況） 

FREQ（刊行頻度） 

REGL（定期性） 

TYPE（逐次刊行物のタイプ） 目録対象資料全体 

ISSN（国際標準逐次刊行物番号） 
 

どこからでもよい 
XISSN（取消/無効 ISSN） 

NDLPN（NDL 雑誌番号） 

  

――――――――――――― 

LCCN（LC 管理番号（LC カード番号））
 

――――――――――――― 
 

 

CODEN（CODEN）  

どこからでもよい 
ULPN（ULP 番号） 

GPON（GPO 番号） 

 

――――――――――――― 
 

 
 

T 

 

 

 

 
R 

 

 

 本タイトル 
 

表紙 
 

 代替物：タイトルページ 
背 
奥付 
題字欄  
その他の箇所 

 

タイトルページ  
 

 代替物：各巻のタイトルページ

表紙 
見出し  
題字欄  
エディトリアル・ページ
奥付 
その他の箇所 

 

  部編表示 

 タイトル関連情報 

 並列タイトル 

 
 

 並列タイトル関連情報 

 責任表示 

 

 並列責任表示 

 本タイトルヨミ 

 

目録担当者の判断による  
 タイトル関連情報ヨミ 

 並列タイトルヨミ 

E 
 

 
D 

 

 

 版表示 

 

表紙，タイトルページ， 背，

奥付，題字欄，その他 の箇所

  
（責任表示以外は目録担 
当者の判断で記入可能） 

 

タイトルページ，分冊のタイト

ルページ，表紙，見出し，エデ

ィトリアル・ページ，奥付，そ

の他 の箇所 
 
（責任表示以外は目録担当者の

判断で記入可能） 

 

 版責任表示 
 

 副次的版表示 
 

 副次的版表示の責任表示 
 

 並列版表示 
 

――――――――――――― 
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付録 13 情報源一覧  
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フィールド名 和 雑 誌 洋 雑 誌 

 VLYR（巻次・年月次） 目録対象資料全体 

P 
 
U 
 
B 

 出版地 

表紙，標題紙，背，奥付 

代替物：題字欄 
目録対象資料全体  出版者 

 出版日付 

P 
 
H 
 
Y 
 
S 

 数量 

目録対象資料全体 

 その他の形態的細目 

 大きさ 

 付属資料 

V 

 
T 

 タイトルの種類 

目録担当者の判断による  タイトル 

 タイトルのヨミ 

 NOTE（注記） 

どこからでもよい 

P 
R 
I 

C 
E 

 価格／入手条件 

 説明語句 

 FID（変遷ファミリーID） 

 

 
B 
H 

N 
T 

 変遷タイプコード 

 前後タイトル 

 前後誌レコード ID 

A 
 
L 

 主記入フラグ 目録担当者の判断による 

著者 

標目 
 

 著者標目形 TR フィールド，EDフィールド，PUB フィールド，NOTE フィールド

 著者標目形のヨミ 
 

目録担当者の判断による 

 リンク先レコード ID  

 その他の情報 TR フィールド，EDフィールド，PUB フィールド，NOTE フィールド
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以下に概要を紹介する。詳細については，コーディングマニュアル6.0.4章及び17.0.1章を参照のこと。 

1. 記述対象 

記述対象となる電子ジャーナルは以下の条件をすべて満たすものとする。 

(1)逐次刊行物の定義に合致するもの（→ 第 2講 2.2 図書と雑誌） 

(2)図書館でアクセスを保証できるもの 

例) 出版者から購入しているオンラインジャーナル  

図書館で作成・提供しているオンライン研究紀要類 

(3)ネットワーク上で提供されており，URL など，ネットワークアクセスのための識別子をもつもの 

【注意】次のものは対象外である。 

(1) 逐次刊行物の定義に合致しないインターネット上のコンテンツ 

(2) 図書館としてアクセスを保証できない，ライセンスフリーの電子ジャーナル 

(3) CD-ROM 形態等のローカルアクセスで利用する電子ジャーナル 

(4) 雑誌記事索引等の情報検索サービスで利用可能な，全文データベースや 2 次情報データベース 

2. 記述の情報源 

記述のための情報源は，以下の優先順位で採用する。 

(1) タイトル画面 

例) 当該電子ジャーナルにアクセスした際のトップページ等 

(2) その他の内部情報(メニュー，プログラム記述，リードミーファイル，索引など)  

(3) その他の情報源  

 

 

3. 記述項目 

記録するフィールドの概要は次のとおり。下記以外のフィールドについては，第 6章，第 7章の各

フィールドの規定を参照のこと。 

フィールド名 記述内容 

GMD（一般資料種別） 機械可読データファイルを示す「w」を記録する。 

GMD:ｗ 

SMD（特定資料種別） リモートアクセスを示す「r」を記録する。 

SMD:r 

PHYS（形態に関する事項） 記録しない。 

IDENT（アクセス先に関す

る事項 ） 

アクセス先の URL などを記録する。複数のアクセス先がある場合は，このフ

ィールドを繰り返す。 

IDENT:http://www.emboj.org 

IDENT:http://intl.emboj.org/ 

NOTE（注記） 古いアクセス先 

NOTE:URL:http://www.nacsis.ac.jp/CAT-ILL/PUB/nl/nl.cont.html (2000

年 3 月まで。現在は利用不可能）           等 

 

アクセスした際に確認できる最新の情報源を記述の基準とする 
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雑誌書誌の新規書誌レコード作成，既存書誌レコード修正を行った場合，またタイトル変遷関係につい

て新しい事実を発見した場合は，国立情報学研究所に対して報告を行う。また，書誌事項の確認のため，

国立情報学研究所から情報源の送付を依頼することがある。 

→ コーディングマニュアル 6.0F，7.0F 

1. 報告先 

国立情報学研究所 学術基盤推進部学術コンテンツ課 NACSIS-CAT（雑誌）担当 

〒101-8430 東京都千代田区一ツ橋 2-1-2 

FAX：03-4212-2382 E-mail：catserial@nii.ac.jp 

 

2. 報告時に送付するもの 

(1) 報告内容についての説明（新規作成・修正・変遷報告の別，および対象書誌 ID，報告者の連絡先

等） 

  変遷報告の場合は，変遷注記用データシート 

(2) 書誌レコードの詳細表示画面の画面コピー等 

新規作成：作成した書誌レコードの画面 

書誌修正：修正前の画面と，修正後の画面の両方 

タイトル変遷：関連する書誌レコードの画面 

(3) 報告の根拠となった情報源 

新規作成：記述の根拠となった号の規定の情報源箇所のコピー等 

タイトル変遷：タイトル変遷と考える根拠となった情報源箇所のコピー等 

書誌修正：修正する根拠となった巻号・情報源箇所のコピー等 

変遷前誌・後誌の作成や修正を伴う場合には併せてそのコピー等 

 

3.情報源送付時の留意事項 

(1) 情報源コピーは片面 A4 サイズとしてください。縮小・拡大により，文字の判別が難しくなる等の問題が

ある場合には，事前に御相談ください。 

(2) コピーによって，黒ずんだり，地色と紛れやすくなる等の恐れのある部分については，補記するなどの

対応をお願いします。 

(3) 情報源上の表示を強調される場合は，マーカー等で塗りつぶすのではなく，アンダーライン等で表現

してください。 

(4) コピーだけでは情報源箇所が不明確な場合には，表紙，標題紙，裏表紙，奥付，標題紙の裏，本文

第一頁等のような，情報源箇所の名称を御記入ください。 

(5) 複数の巻号の情報源を同時に送付される場合には，巻次または年月次の表示に留意し，巻次・年月

次の判別が難しいと思われる場合には，補記するなどの対応をお願いします。 

(6) デジタルカメラなどを利用して作成した画像ファイル等を電子メールで送付いただいても構いません。 
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問い合わせ先  
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1. 目録所在情報サービス（NACSIS-CAT/ILL）ホームページ 

 
http://www.nii.ac.jp/CAT-ILL/  

 

各種マニュアル類，NACSIS-CAT/ILL ニュース

レター，NACSIS-CAT/ILL Q&A DB 等が利用で

きます。 

 

 

 

 

 

2. 問い合わせ先 

NACSIS-CAT システム全般，図書・雑誌目録，利用申請，総合目録データベースの個別版提供に

ついて 

担当部署 ： 学術コンテンツ課 NACSIS-CAT 担当  

電話番号 ： 03-4212-2310 （電話受付時間：平日 9:00-12:00，13:00-17:45） 

F A X番号 ： 03-4212-2382 （情報源送付等，レコード調整専用番号）  

F A X番号 ： 03-4212-2375  

Email アドレス ： catadm@nii.ac.jp 

 

NACSIS-ILL 全般，ILL 料金相殺について 

担当部署 ： 学術コンテンツ課 NACSIS-ILL 担当  

電話番号 ： 03-4212-2320 （電話受付時間：平日 9:00-12:00，13:00-17:45） 

F A X番号 ： 03-4212-2375  

Email アドレス ： illadm@nii.ac.jp 

 

NACSIS-CAT/ILL システム障害等について 

担当部署 ： 学術基盤課システム管理担当  

電話番号 ： 03-4212-2220 （電話受付時間：平日 9:00-12:00，13:00-17:45） 

F A X番号 ： 03-4212-2230  

Email アドレス ： sys-desk@nii.ac.jp 

 

講習会，研修について 

担当部署 ： 学術コンテンツ課教育研修事業担当  

電話番号 ： 03-4212-2177 （電話受付時間：平日 9:00-12:00，13:00-17:45） 

F A X番号 ： 03-4212-2375  

Email アドレス ： edu@nii.ac.jp 
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目録等に関する主要な用語について、この目録システム講習会テキストの掲載箇所と、マニュアル類

の参照先を示しています。当テキストの掲載箇所を探すとき、テキスト以外のマニュアル類でさらに

詳しい内容を知りたいときなどに活用してください。 

基準： 目録情報の基準 

  http://catdoc.nii.ac.jp/MAN/KIJUN/kijun4.html 

CM： 目録システムコーディングマニュアル 

  http://catdoc.nii.ac.jp/MAN2/CM/mokuji.html 

利用： 目録システム利用マニュアル 

  http://catdoc.nii.ac.jp/MAN/CAT6/mokuji.html 

 
 見出し語 講習会テキスト マニュアル類 

A AL (著者名リンク) 付録 1 CM 2.3.2，CM 4.3.2 

B BHNT (変遷注記) 付録 1 CM 6.3.2 

C CNTRY (出版国コード) 付録 1，付録 4 CM 6.1.6，CM 付録 1.2 

 CODEN  付録 1 CM 6.1.18 

E ED (版に関する事項) 付録 1 CM 6.2.2，CM 7.2.2 

F FID (変遷ファミリーID) 付録 1 CM 6.3.1 

 FREQ (刊行頻度コード) 付録 1，付録 4 CM 6.1.12，CM 付録 1.6 

G GMD (一般資料種別コード) 付録 1 CM 6.1.3，CM 付録 1.1 

 GPON (GPO 番号) 付録 1 CM 6.1 

I ID (書誌レコード ID) 付録 1 CM 6.1.1 

 IDENT（アクセス先に関する事項） 付録 1 CM 6.0.4 

 ISSN (国際標準逐次刊行物番号) 付録 1 CM 6.1.15 

L LCCN (LC 管理番号) 付録 1 CM 4.1.17 

M MARC  1 講 2，6 講 2 基準 1.3.1，基準 6.6.1 

N NDLPN (NDL 雑誌番号) 付録 1 CM 6.1.17 

 NOTE (注記) 付録 1 CM 6.2.7，CM 7.2.7 

O ORGL (原本の言語コード) 付録 1，付録 4 CM 6.1.9，CM 付録 1.3 

P PHYS (形態に関する事項) 付録 1 CM 6.2.5，CM 7.2.5 

 PRICE (価格/入手条件) 付録 1 CM 6.2.8，CM 7.2.8 

 PUB (出版・頒布等に関する事項) 付録 1 CM 6.2.4，CM 7.2.4 

Q Q&A DB (目録所在情報サービスに関する質問

書/回答書データベース検索システム) 

1 講 8  
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R REGL (定期性コード) 付録 1，付録 4 CM 6.1.13，CM 付録 1.6 

 REPRO (複製コード) 付録 1，付録 4 CM 6.1.10，CM 付録 1.7 

S SAF → からも見よ参照 (著者名典拠レコード) 

 SF → から見よ参照 (著者名典拠レコード) 

 SH (件名等) 付録 1 CM 2.4.2，CM 4.4.2 

 SMD (特定資料種別コード) 付録 1 CM 6.1.4，CM 付録 1.1 

T TR (タイトル及び責任表示に関する事項) 付録 1 CM 6.2.1，CM 7.2.1 

 TTLL (本タイトルの言語コード) 付録 1，付録 4 CM 6.1.7，CM 付録 1.3 

 TXTL (本文の言語コード) 付録 1，付録 4 CM 6.1.8，CM 付録 1.3 

 TYPE (逐次刊行物のタイプコード) 付録 1，付録 4 CM 6.1.14，CM 付録 1.6 

U ULPN (ULP 番号) 付録 1 CM 6.1.19 

V VLYR (巻次年月次) 補講 1，付録 1 CM 6.2.3，CM 7.2.3 

 VT (その他のタイトル) 補講 2，付録 1，

付録 4 

CM 6.2.6，CM 7.2.6. CM 付録 1.4 

X XISSN (取消/無効 ISSN) 付録 1 CM 6.1.16 

Y YEAR (刊年) 付録 1 CM 6.1.5 

ア行 一般資料種別コード → GMD 

 受入継続表示 5 講 2.6 CM 17.2.3 

 大文字使用法  CM 7.2.1F 

 オンライン共同分担入力方式 1 講 1 基準 1.2，利用 1.1 

カ行 から見よ参照（著者名典拠レコード）  基準 8.4 

 からも見よ参照（著者名典拠レコード）  基準 8.5 

 刊行頻度コード → FREQ 

 巻次--書誌レコード → 巻次・年月次の記入法 

 巻次--所蔵巻次 → 所蔵巻次 

 漢字統合インデクス 1 講 7.2 利用 2.7.3 

 巻次・年月次の記入法（書誌レコード） 補講 1 CM 6.2.3，CM 7.2.3 

 巻次変更--書誌レコード 補講 1 CM 6,2,3F4/F5，CM 7.2.3F4/F5 

 巻次変更--所蔵レコード 5 講 2.5 CM 17.2.1D4/D5，CM 17.2.2D10 

 巻レベル・号レベル 付録 8 CM 17.2.2D7.1.4 

 記述文法 6 講 2.3，付録 2 基準 10. CM 付録 6 

 基準とする号 2 講 2.7 CM 6.0.D1，CM 7.0.D1 

 キータイトル 補講 2 CM 6.2.6，CM 7.2.6，CM 付録 1.4 
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 吸収関係 → 変遷注記用データシート 

 共有レコード 2 講 1  

 区切り記号  CM 1.0.2 

 継続関係 → 変遷注記用データシート 

 軽微な変化 → タイトル変遷の基準 

 検索--しくみ 1 講 7 利用 1.3，利用 2.1，利用 2.7 

 検索--目的 3 講 1 利用 2.1 

 検索キー 3 講 5 利用 2.7.1 

 検索上の注意点 3 講 6 利用 2.7.4 

 検索対象ファイル 3 講 4 利用 3.1.1 

 検索用インデクス 1 講 7.3，付録 3 利用 2.7.2 

 国立情報学研究所の問い合わせ先 巻末  

 コード値 付録 4 CM 付録 1 

 個別タイトル記入方式 2 講 2.6 CM 6.0.1A，CM 7.0.1A 

サ行 削除--書誌レコード → 削除予定レコード化 

 削除--所蔵レコード 5 講 6 利用 4.4.5 

 削除予定レコード化 補講 3 利用 4.5.6 

 雑誌書誌レコード--データ項目 2 講 2.4，付録 

1.1 

利用 2.3.2，利用 4.5.1  

 雑誌書誌レコードの作成単位 → 書誌レコードの作成単位（雑誌） 

 参加組織情報の検索  基準 2.6，利用 2.6 

 参加組織情報の修正  基準 2.6，利用 4.8 

 参照ファイル 1 講 5，6 講 2.1 基準 1.3.2，利用 3 

 終刊（書誌修正） 7 講 2.2 CM 6.1.5，CM 6.1.11E3， 

CM 6.2.3F2.3，CM 7.2.3F2.3  

 重要な変化 → タイトル変遷の基準 

 出版国コード → CNTRY 

 出版年 補講 1 CM6.1.5，CM 6.2.4F4，CM 7.2.4F4  

 準拠する目録規則 → 目録規則 

 情報源--情報源一覧 付録 13 CM 各フィールドの E (例：TR は CM 

6.2.1E)  

 情報源送付時の留意事項 付録 15.3  

 初号主義 2 講 2.7，7 講 2.1 CM 6.0D1，CM 7.0D1 
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 書誌作成単位 → 書誌レコードの作成単位（雑誌） 

 書誌修正--手順 7 講 1 利用 4.5.2，CM 23 章 

 書誌修正の原則（優先順位、基本指針） 7 講 2 CM 23.0，CM 23.1 

 書誌新規入力--手順 6 講 9 利用 4.5.4 

 書誌流用入力--概念 6 講 2.1 基準 3.1.1 

 書誌流用入力--手順 6 講 1 利用 4.5.3 

 書誌レコードとのリンク 1 講 4，4 講 2 基準 2.2.2(3)，基準 2.7 

 書誌レコードの作成単位（雑誌） 2 講 2.5 基準 2.2.2，基準 6.2.3，利用 

2.3.2，CM 0.4.3 

 所蔵巻次 5 講 2.4 CM 17.2.2  

 所蔵更新 5 講 4 利用 4.4  

 所蔵登録の手順 5 講 1 利用 4.4.1 

 所蔵年次 5 講 2.3 CM 17.2.1 

 所蔵レコード--データ項目 2 講4.2，付録1.3 利用 2.3.6，利用 4.4.1，CM 付録

5.4 

 所蔵レコード--ファイル構成 2 講 4.1 基準 2.3，利用 2.3.6，利用 4.4  

 所蔵レコードの削除 → 削除--所蔵レコード 

 所蔵レコードの作成単位（雑誌） 2 講 4.3 基準 7.2.2 

 資料種別コード → GMD, SMD 

 新規入力--手順 6 講 9 利用 4.5.4 

 新規レコード作成の指針  CM 0.4.3 

 ストップワード 3 講 5.4 利用 2.7，利用 付録.D 

 正規化 1 講 7.1 利用 2.7.2，CM 付録 2.2 

 前方一致検索 3 講 5.2 利用 2.1.1 

 総合目録データベース--概念 1 講 1 基準 1，利用 1.1 

 総称的タイトル 付録 9，2 講 2.5 CM 6.0.3，CM 7.0.3 

 その他のタイトルの記入法 付録 10 CM 付録 1.4，CM 6.2.6，CM 7.2.6 

タ行 タイトル変遷 2 講 2.6 CM 6.0.1，CM 7.0.1 

 タイトル変遷の基準 7 講 5 CM 6.0.1A，CM 7.0.1A  

 逐次刊行物のタイプコード → TYPE 

 注記の記入例 付録 12 CM 6.2.7F3，CM 7.2.7F3 

 著者名典拠レコード 2 講 3，付録 1.2 基準 8，CM 8〜10 章. 12 章  

 著者名典拠レコードの検索 6 講 3 利用 2.4 
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 著者名典拠レコードの新規登録 7 講 4 利用 4.6 

 著者名典拠レコードのリンク形成 6 講 3 利用 4.5.5，利用 4.6 

 定期性コード → REGL 

 データ項目—-雑誌書誌レコード → 雑誌書誌レコード--データ項目 

 データ項目--所蔵レコード → 所蔵レコード--データ項目 

 データ項目—-著者名典拠レコード → 著者名典拠レコード 

 デリミタ 3 講 5.5 利用 2.7，利用 付録.D 

 転記の原則  基準 11.1，CM 1.1.2 

 電子ジャーナル 付録 14 CM 6.0.4 

 統一標目形（著者名典拠レコード） 2 講 3 基準 8.3 

 同定 3 講 7 CM 0.4.3 

 登録--データ登録の基本的流れ 1 講 6 利用 1.4，利用 4.1 

 登録の種類 4 講 1 利用 4.1 

 特殊文字・記号  基準 11.1.3 

 特定資料種別コード → SMD 

 図書と雑誌 2 講 2.2 基準 2.2.1 

ナ行 入力レベル  CM 1.0.1E 

 年月次—-書誌レコード → 巻次・年月次の記入法 

 年次—-所蔵レコード → 所蔵年次 

ハ行 配置コード 5 講 2.7 CM 16.1.1  

 派生関係 → 変遷注記用データシート 

 品質管理  基準 3.4 

 ファイル--ファイル構成 1 講 2 基準 2.1，利用 1.1，利用 1.2 

 フィールド名 付録 1 利用 付録.A 

 不完全巻 5 講 2.4 CM 17.2.2 

 複製コード → REPRO 

 複製資料 付録 11，2 講 2.5 CM 6.0.2，CM 7.0.2 

 部編名 2 講 2.5(1)  

 付録・補遺資料 2 講 2.5(6) CM 6.2.1，CM 7.2.1 

 変遷注記用データシート 7 講 7，付録 15 （注） 

 変遷ファミリー 2 講 2.6，3 講 3 CM 6.3  

 報告・情報源送付 付録 15 （注） 

 本タイトルの言語コード → TTLL 
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 本文の言語コード → TXTL 

マ行 マニュアル類 1 講 8  

 目録規則--準拠する目録規則（雑誌書誌） 2 講 2.4 基準 6.1.2，利用 2.3.2 

 目録規則--準拠する目録規則（典拠） 2 講 3.2 基準 8.3.2 

 目録システム 1 講 1 基準 はしがき，利用 1.1 

 目録システム間リンク 1 講 5，2 講 2.1   

 目録システム用文字セットと目録用言語  CM 1.1.1 

ヤ行 ヨミ 3 講 6.2 基準 11.3 

ラ行 流用入力 → 書誌流用入力--概念, 手順 

 流用入力（初号あり） 6 講 3，6 講 6 利用 4.5.3 

 流用入力（初号なし） 6 講 4，6 講 7 利用 4.5.3 

 リンク--レコード間のリンク関係 1 講 4 基準 2.7 

 リンク形成 4 講 2 基準 2.7，基準 3.2，利用 4.5.5 

 リンク先レコード作成（著者名典拠） 7 講 4 利用 4.6 

 リンク参照 3 講 2 利用 1.3，利用 2.3.8，利用 2.4.5，

利用 2.6.5 

 レコードの特性 2 講 1.2 基準 3.4.3 

 論理積 3 講 5.2 利用 2.1.1 

ワ行 分かち書き 3 講 6.2 基準 11.3，基準 11.3.3 

 和資料と洋資料 2 講 2.3 CM 0.1.2 

 





 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 




